




‘ 武庫川学院キャ ンパスを見る

昨 年 の 甲 I判 女 チ 大 学 の 見 学 に 引 き つ づ き 、 阪 神 間 で も 名 声 の I ｾ Ｇ Ｚ￮＠ 1.、

武 Ji )f川 学 院 の キ ャ ン パ ス を 竹 中 工 務 自 殿 の ご 協 力 に よ り 比' 予するこ

と に い た し ま し た 。

武 庫 川 学 院 は 西 宮 市 の 東 南 に 位 i位 す る 全 固 有 数 の ム ー 子 総 合 学 院 で

す 。 1965年 、 学 院 創 立25周 年 の 記 念 事 業 以 来 、 学 院 の マ ス タ ー フ ラ

ン に も と づ き 、 若 々 と 学 舎 が 完 成 し て お り ま す 。

今 回 の 見 学 の 中 心 と な る 大 減 立 は創 立 35周 年の 記 念 'H業 の A つと

し て 本 年 3 J  I に 竣 工 す る 予 定 で す 。

学院は有 ｆｊｊ 系タイルを使用した ｾＱ Ｑ 吉正会群と、［品行Ｇｦ系タイルを使

用したW， 2 学舎群と、 |日 甲 子 図 ホ テ ル を 改 修 し た 第 3 下 舎 に わ か れ

てあ、り 、 各 学 舎 と も タ イ ル と 木 々 の 総 の よrnl 和 の と れ た k の 凶 に ふ さ

わ し い た た ず ま い を み せ て お り ま す 。 多 数 の ご 参 加 を お 待 ち い た し

ます。

日 時 2 月.25L1 ( 金) :1.R合 13 :  45→ 解 散 16 :  30 

集 合 場 所 阪神 ｚｩｚ 卓・神戸線 ｦ ， ｜ωｾｊ 駅 ・ 改札出 ｲ 1付近・ 11 似 会 以

〔参丹; ) Ａｉ＾合所までの交通 ｾＧｉ は各 ￭ｬ ｴＺｴ tI! ( 大阪、ゃれ』より足I f l H30PJ )

・大阪より 阪神屯 'Ii:包、行に乗 'Ii Ｈ Ｑ Ｒ 分ｬｉｩｊｾ品発 ＡＱＱ Ｉ → ｉｾ 崎で ｾＧｩ ￌￚＡに操り仔えて Ｔ

ｹ 日 ｲ ｵ Ｎｬｊ Ｏｾ ｊ 下目ド Ｈ 内 ｲ Ｇｩｩ ＧＪＧＮＩＳＰ 分ｽ

定 員 40名

会 費 300円

申込についてお願い

・錐E事発行が遅延いたしまして恐縮ながら今回に限り電話のお申込を受付け ます。

ただし 、 2 月 19日(土) 限りといたしますので至急にお申込願います。

・定員を超過した場合は袖せんにて決定し葉書でお知らせいたします。

・申込先→建築協会事業課 (T E L 06- 231 - 9640 ・5936) へ氏名 、勤務先名 、連

絡電話番号、返信用宛名、郵便番号を明確に T Eしして下さし、。

見 学 建 物 の 縦 要

・公江記念図書館 (1968年竣工 B  1  F → 3  F  延 4，230m)  

国道 ＴＳ 号線の交通騒音に対する解決策として、ｾＺ＾川 ｩ を周凶にめぐらし、内部に

全階吹抜けの光庭をもっ閉鎖主Iの平簡をと ヮてし ι 。 2.<J!l I: ;t. 30万冊の収容力を

もち、視聴覚ライフラリー、マイクロフ ィJレムリーダ一室などの，m主を備え、

Ｑｬ ｾＱ 然 Ｕ 廊は必ＺｩＮＺＺに応じ、その純凶を伸縮して、正面，ＧＺ＾数に応じて、院 ｬ 架 ， Ｑ Ｚ＾ｊｮｉ への

i伝Fl J を可能にしている 。

・中央体育館 ( 1975年竣工 B  1  F → 5 ド 延 7，150m)  

25m .  6 コース温水ブール、車. 凍室、ダノス室、道場、バレーボール・バスケ

ッ トポー ｊ レコート等の述 Ｑｾｊ￱ｴ 自主と体育系研究室、ｩｬ￮Ｇ ｩ Ｇｩｬ号室、合宿室守］の ｗＴ￱ｴ 匝 ， 没

を510 にill ねた多Mの体育館である 。

・大講堂 (1977年竣工予定 B  1  F → 5  F  延 1l .000rri )  

地 u皆に講堂、地下階に食堂、医務室等の厚生純" 生と機械室から成りた ってい

る 。 ｬ 講堂は阿定席 Ｒ ， ＴＵＰ Ｑ 市をもち、常 ｆ えの ｩ Ｚ ｬＺＮｵｮ 行 Ｇｉｾ にもとづき、式典、音楽会、

J昨演会、 11央副会等の朗途に光分な設fli ii が，H附されている 。特に学院fWJ ( 教職11

Ｍ手ＺＡｪＺＮＩで光分足 ｬｦ 営できるように、音寺平 ｉｾ 釧 ｩｩｩ 、Ａｬ ｾＱ リ ｬ 設備、舞台装 ｩｬｩｾ どの簡略

化、 ｊ Ｚｊ ｾｊ 化と安全対策に配 ｉＦＮ をはら っ ている 。 また、機械室は、このキャンハ

スの熱源の集中化と防災管思の集中化を山曲している 。

.r建築士手帳」紹介

大阪府建築士会の会事事渉外委員会 (委員長 : 前野慶太郎) の企画で、 建築士手

帳編集委員会 (委 員 長 本国勝実) の努力によ って、このほど発行されたもので

ある 。

本書は、書名として 「建築士必携」とい う名前もあが ったように 、建築士か'

日常、業務に直面して必要とするあ らゆる 事項を集約し 、簡明に解脱を加え た

実務のチェ y クリストとして読者に利用していただ くことを目的に 、地域性を

最大限に盛り込み編集している 。

全体を三章にわけ、第一章法令では、士法をはじめ、態解とされている基準

法等の図表化に努め、都昔十法、宅造法、消防法、建築関係法令 、各種資格法 (26

種) 等のエ ッセンス的なものをまとめ、第二章業務では、建築士の資格、業務

のパ ックボーンをなすところの基本精神を遠く明治28年に発表されたフランス

の建築士職責規程を掲げながら提唱したのをはじめ 、工事監理、契約に係わる

資料をとりあげ、第三章業務では、大阪府下全市町村及び近俊二府四 県の関係

諸官庁等の地図入り案内等を集約している 。

このように、建築士の必携書として建築関係に携わる各位には好個の参考書

になると考えます。

なお、申込等については、社名 、担当者名 、住所、電話番号、購入部数を明

記 し、代金を添えて、 (社) 大阪府建築士会建築士手帳係〒541 東区博労町 2-41

T E L  262- 1861 へお申し込み下さし、。

販売価格 1冊 600円 (送料200円) 10冊以上一指申込の場合は 5 %割引

日 本 建 築 協 会 会 告一一一「

4 大阪府立成人病センター増築工事の見学会

大 阪 市*1ぷl乏 の 森 之 宮 の 現 成 人 病 セ ン タ ー に 隣 接 し て 建 築 中 の 成

人 病 点 門 病 院 は 、 大 阪 府 が 下 記 述 ， 没 趣 旨 の も と に 2 年 有 余 の 期 間 を

か け て 、 が ん ・循 環 器 疾 fj:， . 脳血管疾! J . ¥など、いわゆる成人病と H乎

ば れ て い る 難 病 を 最 高 水 準 の 設 備 と 尚 度 の 技 術 に よ り 治 療 、 研 究 し

て い く 機 関 と し て 建 設 計 画 を さ れ た も の で 、 完 成 は 府 民 の 渇 望 す る

ところである。

今 恒|は 特 に 、 大 阪 府 と 共 同 企 業 体 の 多 大 の ζ J ! l . 意とこ th!，)J に よ り

見 学 す る こ と に な り ま し た 。 代 表 的 な 専 門 病 院 総 築 の 見 学 に 多 数 こ

参 加I F さい。

日 時 3 J I 1 8 E : l ( 金) 集合 13 :  30→ 解 散 16 :  30  

集 合 場 所 成 人 病 セ ン タ 一 正 門 前 路 上 - 目 様 会 紘

ただ し、国鉄環状線「森之宮J ' j也ド欽中央線「森ノ宮1駅より点へ50mすぐ

(ifWI 。

F 晶 『

A ニ

. d.  

=  

員 50名

費 300円

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は l 名 に l 枚 限 り と し 、 氏

- 建設理由

名 ・勤務先 名 ・役 職 ・ 述給 電 話f昨号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便

番 片 を 記 入 し 、 「 成 人 病 セ ン タ ー の 見 学 」 と 明 記 の 上 3 H

5  1I ( 土) までに迷築協会事業諜へ 。 定 員 を 超 過 し た ぬ 合

は れhせ ん に て 決 定 し て ご 通 知 い た し ま す。

国民の死亡l順位の上位を占めていた結級、肺炎、脇炎なとeの感染性疾忠は ;ji Je

f去の予防対策の推進と医学、薬学の進歩、生活ぷ準の向 上などによ って激減し、

かわ って{ 内線な予防治療法の未だ十分でない脳血符侠 !，J:，( 脳卒中) 、J l t ，性新生物

( がん) 心疾忠など成人病による死亡が上舛の♂途をたどり、いまや総死亡のが1

50%は成人病によって占められている状況にある。

今後子測される人口精造の高齢化により、成人病死亡は絶対的にも相対的に

もｾ大するものと忠われ、国民の保健術生七もっともｩｬｬＺ要視すべきｼ問題となっ

て米た。

このような状況に対処して大阪府では成人病専門病床の不足に応え、あわせ

て成人病に関する医療水準の向上を隠iるために総合的な自動化システムによる

成人病事門病院を悠，没することとした 。

・基本方針

l  成人病専門病院として、がん、循環告総喜f疾失忠を主対象として? 符寺に

で取り扱い普雛佐い Zε高1五i皮のJ伎主f術f桁dを必! 要要とする 1症主例の治燦を行う 。

2. ベ y ド数は概数「がん」部I"J 300 床、循環r . f 郎門 150 床、その他成人病50床と

する 。

3. ，{:il .立の機能を有する重症必、有監視治療室( I.C. U)、心筋硬婆治療室 ( C. C. U) 、

脳' f . 'I' 特殊治療室( N.C .U) 、無菌治療室、心臓、脳用特殊手術室、放射線治

療室( リニア ッ夕、ベータートロン) および R 1  治燦室を量産備する 。

4 心臓外科、脳外科、 Jl遇制百I車内科、食道外科などを' f i t { J j ii する 。

5 新しい治療技術の l摘発に関する研究、研修施設を盤 fliii する 。

Ｖ Ｎ ｾ 見成人病七ンターの診断、検査能力は稀とすことなく、新設する病院に必ＺｩＮＺＺ

な険査および診断施設は新たに猿{ 制する 。

7 新病院と現成人病センターは相互に設仰の重後をさけ、有機的に) l l i 常される

ょう配慮する 。

8 コンヒューターなどの導入により、病院の機能をできる限り自動化し、診療

の品:il .主化、忠 r，サービスの向上および各古川勺における街力化をはかる 。

・工事概要

主 I ! 築 主 大阪府

建 築 地 大阪市> 1 ( 成区中道 1 rn 

基 本 設 計

実 施 設 計

1I と

皿 E虫

F色 工

敷 地 耐 ffl

主I ! 物概嬰

工 期

見学時の状況

姐建: 築計而両l総合研究所( 吉i武武 品泌泌li 先当生ミグル一プ)

大阪府主建E築音部s' ，占必込

主述主築 J計十画総合研究所

共同体

双星社竹腰建築事務所一

( 株) 新日本設備計画

大阪府建築部常総工 Ｉ ｊ ｾ ，［思

財団法人大阪府慾設ｾ， ｾ￣ｦ 型協会

( 株) i J j J池組、( 株) 竹中工務1占 共同企業体

33 ，015. 24m'  

S RCi宣 地 下 1 F 、地上12 F 、港反 2 F  

姥築面利1 6，738 . 47m'  

。延面積 37 ，545. 09m'  

向 昭 和49年10fi → 歪 昭 和52年 l 付末

建物は完成、病院 Ｑｭ 投機 ｦｬｩｾ 中

出築と社会/ 1977年 2 JJ 号 l  



一一 一 一日 本 建 築 協 会 会 告

「建築材料を見る 」

‘ 一 一 一ス テ ン ド グ ラ ス の 世 界一 一

教 会 建 築 の 象 徴 芸 術 と し て 、 私 た ち が 見 悦 れ て い る ス テ ン ド グ ラ

ス に は 千 年 の 歴 史 が あ り 、 そ の 問 、 工 法 の 変 遜 も い ろ い ろ あ っ た と

思われます。

今 回 は 鉛 の リボ ン で 色 彩 ガ ラ ス を 結 合 し て い く 伝 統的 な 工 法 を や

っ て お ら れ る 浅 井 博 介氏 ( レ ッ ド 工 房 ) の ご 厚主主によ り 、 ス テ ンド

グ ラ ス の 製 造 過 程 の 実 演 を 交 じ え て 講 演 を お 願 い す る こ と に い た し

ました。

な お 、 氏 な ど の 制 作 さ れ た ス テ ン ド グ ラ ス の あ る 北 浜教会の見、戸

も 行 い ま す 。

ス テ ン ド グ ラ ス の 世 界 を 知 る 恰 好 の 機 会 と 思 わ れ ま す 。 多 数 ご 参

加 を お待 ち し て い ま す 。

日 時 3 月12 日( 土) 集合13 ・30→ 解 散17 :  00 

会 場 関西 電 力 ( 株 ) 大 阪 南 サ ー ピ ス セ ン タ ー . 1 階 集 会 室

( 大阪市南区難波新地 61昨丁 6 - 4 難波センターピ J レ1 階)

Ｇｩ ＺｲｾＱｩ＠ 06- 631 - 3333 

ただし、地下鉄 ・御堂筋線「難波J 駅下‘ 11→向島屋百貨宮の東側、筋向い

講 師 浅 井 惇 介 氏

( ス テ ン ド グ ラ ス 企 画 製 作 ・レ ッ ド 工 房 )

|二尾重之氏

定 員 40名

会 費 500円 ( 資料代 ・そ の f也、 当 11 受 付 で い た だ き ま す 。)

ス ケ ジ ュ ー ル

13 :  30→ 15 :  30 続 演 ( ス テ ン ド グ ラ ス の 製 作 工 程 他 )

16 :  00→ 16 :  40 作 品 の 兄 学 ( 北 浜 教 会 = 東 区北 浜 5 丁 目)

な お 兄 学 場 所 へ の 移 動 は 地 下 鉄 を 利 用 い た し ま す 。

運賃80円 は 各 自 負 担 の こ と 。

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は 1 名 に 1 枚限りとし、

氏 名 ・ 勤 務 先 名 ・年 令 ・ 述 給 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 - 郵

便 番 号 を 記 入 し 、 「 ス テ ン ド グ ラ ス の 世 界 」 と 明 記 の 上 3

月 3 日 ( 木 ) ま で に 建 築 協 会 事 業 課 へ。

な お 、 製 作 工 程 の 実 演 な ど 企 画 の 都 合 上 40名 ( 定 員 ) 以 上 は お 断

り い た し ま す か ら ご 了 承 の 上 な る べ く 早 く お FI ' し込み願います。

上 記 作 品 は 堂 本 印 象 画 伯 の 作 灰l に よ る も の で 浅 井 氏 な ど の 製 作 で す 。

上記 2 ツの会場は関西電力 (株)殿のご厚意とご協力により大阪商サービスセ ンヲー集会

室を拝借いたします。同センヲーの 1階フロアは関西電力の実験展示コーナーなどの シ

ョールームになっておりま すので、自由に ご観覧下さい。

2  

建築家に話を聞く (5)

4 漆原美代子のインテリア・アーキテクチュア. . .  

ｈ 円相 ＳＰ Ｍ ＳＵ 年、 交 ｾ Ｇ ＧｪＮ［ Ｇ Ｑ として 米国留 戸。ミンン ｹ ピ Ｍ ｫＺ Ｇ ｾ

にて述書匹下品 ぴ宮政干を 1早攻。その後ニA ーヨーク di のプラ

ｹ ツ イ ノスチ チ ュー トオ ヴアー ト でる 雫内ｩｬＡ 築を ｾ Ｑ ＱｊｪＨ

ｉｉ ｦ ｩ 利 Ｓ Ｕ 年 Ｍ ＴＵ 年、 ジョーン ー ネル ソ ノ ｊ ｖｴ Ｇ ｊｬｦ ｾ ， 析 を ｈ て 鹿島

ill J2". ｊ ｾｩｴｴ 抑制 託 t '事実k. _ rAi

J JUE.  7 リー ランスデザイナー . 足跡I評議京協会会u

.  ｟ｴｾ作品 ＳＸ 年、 リ ｹ カ一 本社 ピル ｉｖ ｴ に事 ｉｉｾ ( 11 本l.I! l器

￯ＺＱｴ 世 Ｉ 鹿烏研究 所 、待川県丘色合 ｛ ＮＱ ＱＮＱと ｭｾ 号、 その 他

• ｴ 嵯 ｾＱＢ ー 「イ ンテリア デザ インJ 彰1'1 社、「環境をつく

る」ポプラ トt.
r
イノテ リアアーキチク ザャー」 彰同社 {制

J J <) その 他 詩書原美Ｈｾ f 氏

若 い 会f . l の集いでは「建築家に話を聞く」シ リー ズ を 企 画 し て き

ま し た が 、 今 回 は nOw で beauti ful 、 か つ unl que な 作 品 を 世 に

送 り 出 さ れ 、 新 風 を 巻 き 起 こ さ れ て い る 、 皆 さ ま よ く ご 存 じ の 若 く

て 美 し い 異 色 の 女 性 デ ザ イ ナ 一 、漆 原 美代 子 さ ん を 大 阪 に お 招 き し 、

ご自 身 の 作 品 、 デ ザ イ ン 論 を 中心に、 っ く り 方、 考 え 方 、 さ ら に は

生 き 方 な どいーー集 ま っ た 人 達 と 一 緒 に 、 自 由 に 楽 し く 語 り 合 い が出

米 る 土易 を 設 け て み ま し た 。

ジ ャ ー ナ リズムで訴組のデザイナー漆原さんを囲んで、! f ! . 春の土

IIIHI の 午 後 の ひ と と き を 楽 し く 語 り 合 い ま し ょ う 。

会 只 の 皆 さ ま の ご 来場 を お 待 ち し ま す。

日 時 3 月26 日( 上 ) ll fJ場 13 ・00

日十l 会 13 :  30→ 閉 会17 :  00 

会 場 関 西 電 力 ( 株 ) 大 阪 市 サ ー ビ ス セ ン タ ー ・1 階集会主主

Ｈ 大阪市南区難波ｾｊｦ )也 6 1ft 1' 6 - 4  難波セ ノタ ーピ Jレl 際)

ｾＱＡ， Ｑ 孟 ＰＶ Ｍ ＶＳＱ Ｍ ＳＳＳＳ

ただ し、地ド鉄 御堂筋線 「到ii 昨J 駅下 '11- 高島1，量百貨底の*側、 紡向い

ゲ ス ト 漆 原 美 代 子 氏 ( 漆 原 美 代 f- 事 務 所 主 宰 )

定 員 70名

会 費 500円 ( 当 11 の 諸 'f'( 問 、 受 付 で い た だ き ま す。)

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き は 1 名 に 1 枚限りとし、

氏 名 - 勤 務 先 名 ・年令 ・述 給 電 話 番 号 ・郵 便 番 号 を 記 入

し、「漆原美 代 F に! 日l く」と 明 記 の 上 3 月10 [1 ( 木) までに

建 築 協 会 事 業 課 へ。 た だ し 定 員 を 超 過 し た と き はがlせ ん

に て 決 定 の |二 お 知 ら せ し ま す。

なお、会場の都合J : : E ! ' i 11 受 付 は お 断 り い た し ま す 。

. 日本建築協会の展示窓紹介 1111川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川川111川川11川川11川川11川川11川川H川川11

本誌 l 月号の作品樹lでもご紹介いた しましたが、今回は昨年11 1' 1、大阪駅前

地区に新 しく 業務商業セ ンヂー として誕生 した r大阪駅前第 2 ピJり をご紹介

いたします。

周知のように、このピルは大阪 rli が計画している「大阪駅前市街地改造 'JI

ｾｊ の第 二 ￬Ｇｪ￭ として述設されたもので 、機能性 と ｴ 級住を追求した総合ピ ｊ レ デ

ィ ングとして水準の ｲ Ｚ Ｇ ｾ ｾ＠ 、安全設，i ! がなされており、都市の高度利用と不燃化

による新しい街づくりの指燃として ii ・11 されています。地上16附 ・塔屋 3 附の

外観は r1i'; 1 ピル」を基 z測としたデザインで構成 されており、 I也F 2 階にはl次

抜けのある峨ぷ広場を、 ｬ 附 Ｑ Ｎ Ｑ Ｇ 央 ＺＧｦｬｾ には 三 府 ｬ 吹級けの光庭広場を設け、飲食 ｬ 方

・洋品雑貨とJ1I "JI吉な どを収容するとともに、人々のにぎわいと恕の場とな って

います。

ショ ーケースには、ご覧のように再 l制発事業右手直前( 昭和36年当 H寺) の駅

Iji[ 地区と「第 2 ピル」 完成Hキの航空写兵および外観写真寺どを展示いたしました。

なお、常設展示場は昨年10) 1下旬に展示しました r街を緑に ・第 6 凶』 から、

neのところに移転いたしましたのでお知らせいたします。

第34回展示写其 r大阪駅，ji[ 第 2 ピJレ』

ー展示JYHHI ｉｉｾ 利 ＵＱ 年 ＱＲ 月 ＲＵ 日 より Ｒ ケ ｦ ｬｬ ｈｬ

炉展示場所 京阪電鉄 J血F通路北浜寄り I朝刊l ンョ ーケー ス

※ 従来の場所より約20m北浜寄りに移動

Y  
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令 コ ー ナ

質疑などの投稿をお待ち してお ります。

近 年 の 都 市 化 現 象 に お け る 人 口 の 急 増 と 宅 地 の 乱 開 発

に よ っ て 、 居 住 環 境 の 悪 化 や 交 通 問 題 、 自 然 環 境 の 破

壊 等 、 種 々 の 問 題 を 引 き 起 こ す こ と と な っ た の で 、 市

町 村 に お い て は こ れ ら の 無 計 画 な ミ ニ 開 発 に 対 す る 対

策 と し て 、 宅 地 開 発 指 導 要 綱 に よ り 、 宅 地 開 発 と 公 共

施 設 と の 関 連 性 に 対 す る 規 制 策 と し て 、 指 導 強 化 を 行

っているところである 。

大 阪 府 下 各 市 町 村 の 宅 地 開 発 指 導 要 綱 の 概 要 を つ ぎ の

ように一覧表としてまとめたので 、建 築 確 認 申 請 等 の

参 考 に 供 さ れ た い。

開発指導要綱等の一 覧表( その 1)  
なお 、紙数の都合により、 3 固 に 分 割 し て 掲 載 す る こ

とを、ご了承願いたい。

( 大阪府建築部建築指場 諜 西尾宗晴)

凡例 ※  別に焼定がある 0 ・公益負担を要する 昭和51年 11月末現在誹lべ

市 町 村 名

ｾ＠ 綱 名 F並行年月日 適 用 範 鴎 一 宅 地 縦 模 公園、緑地、広場

公益施設の

備 考

u旦当課名) 負 担

自E 事専 町 能勢町土 地 ｉｾｉ 発行為に 関 する粂例あ

( 企 画 室 )
り。

第 1 樋住居。'/.Hl JI!!域 3 階以上。10m以上。

池 田 市

120m'  事前公l問。綴織設置。

池田市住宅建設等指導要綱 51. 4.  1  その他の地I或
。

日照、電波陣容等。

(1持J ｾ･ 諜Ｉ
75m'  住民間意。

※  池田市民の住環境をまもる条例 あり 。

箕 面 市

1，000m' 以上

75m'  

3，000m' 以上

ω! 築 諜 )

箕面市開発許可に関する指導要綱 47.  11. 1  l 戸以上

※  

3 パー七ント
。

日! ! 日時間の組制。

※  ※  

豊 中 市

1，000 m' L:. l l:: 

(開発指導課)

豊中市開発指噂要綱 51. 8.  16 10戸以上
。

箆中市環m 保全条例あり 。

※  

吹 田 市 吹田市住宅建設等に関述する公共施

1，000m' 以上

2，000m' 以上

10m以上。標織設置。

47. 11. 1  30戸以上
。

日!!昔 、電波陣容等。

(UfJ 発指導諜) 設等整備要綱

※  

3 /{ 一セント

吹田市民の環境をよくする条例あり 。

第 l 極住居専用地域

150m'  

茨 木 市 1. 000m刊ユ」ニ

第 2 在員住居専用地域 3，000m' 以上

茨木市建築確認申請取扱指導要綱あ

茨木市開発協議悲滋 47.  10.  1  100m'  3 ノマーセント
。

(1m ｾｅ＠ ，j県)
E長

住居、準工業地域 ※  

り。

75m'  

※  

第 I 樋住居専 mJ世械

150m'  

1，000m' 以上

第 2 種住居専用地域 2 ヘタタール以上の低層住宅建築 協

高 槻 市 10 0 m'  3 パー七ント 定締結。

( 指 導 課 )

高槻市宅地等開発に! 期する指導要綱 48. 10. 1  20戸以上

住居地域及びその他 ※  

。
高槻市中高層弘I ! 築物の建築に伴う臼

※  

の地域 !'<<確保等にl閉する指導要綱あ り。

70 m'  

※  

t ! I : 津 市

摂津市| 摘発協議基準 48.  4 .  1  

300m' 以上

70m'  

3，000m' 以上 。
( 建 築 課 ) 1 戸以上 3 パ セ ン ト

島 本 町

島本町宅地開発等にl測する指導要綱 48.  4.  1  

300m' 以上 100m'  

※  
。 中高層住宅。傑識J生活。

(建築開発課) E量 ※  日影規制 。 Ｑ ｬｴｩ 庄陣ｾ等 。

枚 方 市 枚方市宅地等開発行為に関する J旨導

46.  6.  1  

1，000m' 以上 3，000m' 以上 。
枚方市生泊環t立粂伊j あ り。

Ｈｉｬ ｾ ｊ 発指導課Ｉ 要綱 F詰 3 パー七ント

寝 屋 川 市 1，000m' 以上

3，000m' 以」二

寝屋川市開発指導要綱 48.  4 .  1  3 ノマーセント 。
| ( 開発指導課)

※  

※  

l川川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川1111川111川11川111川11川11川11川111川|川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11 l  

建 築 確 認 申 請 前 の 関 係 法 令 の 下 見 に つ い て (その 2 )  till 百i t見; t ; '1 の 概 要 担 当 部 局

本 誌 1 月 号 に 引 き 続 き 、 建 築 確 認 申 請 前 の 関 係 法 令 に つ い て 、 所 符 行 政 機 関 の 下 見 、 日IJ q l 、 協 議 等 の 工 J'j，l l  1  適用対象業種

主 な 内 容 と 大 阪 府 下 の 取 り 扱 い 窓 口 の一 覧 表 を i lH出 し ま す。 ( 大阪 rli i l ! 築街導部 西川幸之輔・松本好雄)

(工 場 立 地 法)
全製造業 (合む加l工、

修理)

2. 建 築 物 の 用 途 ・ 規 模 に 関 す る も の

m 気 ガス ・熱供給

業

極 惣1 規 制 の 概 要 m 当官日 I; ，j 宅E

2  特定工場

ｾｩ＠ 続 制 の 慨 要 1 l ! 当 部 局 敷地面積

物 品販 売 業 を 信者Ii 而僚の合，H 1. 500 

9，000m・以上

- 大阪府 卜 公 衆 浴 場 l  榊造 (特に衛生設 - 大阪府下 建築面積の合計

営む! 苫布Ii
01 ' 以上 (  rli 町村経 111)

(公 衆 浴 場 法)
両日) に関しての，! ，! ; 準 大阪府術生部環境衛 3. 000m' 以上

百 貨 1;5
(大阪市内は 3. 000m' 大阪府商工部商業泌 2. 公衆浴場の建築が 生法 3  手 続 届 f_Bが必婆

(大 規 模 小 売

以上) - 大阪市内 禁止されている恭準 - 大阪市内

表示と届出が必要 大阪市経済局商工諜 1也の浴場と の間隔 大阪市環境保健局環 工 場 ・作 業 所 新築 . 1骨築のいずれの - 大阪市

庖 舗 に お け る
川市の区織では 境衛生 ｾ ＡｬＡ

( 公害基 本 法
場合でも、それぞれの ( 南港区のみ)

小 売 業 の事 業 200m以内

- 大阪府公害

設置基準に適合しなけ 環境保健局規制諜

活 動 の 調 整 に (2)その { 也の区域では ればなら♀い。 - 京 大 阪 市 校 方 市

関 す る 法 律)
250m 以内

防 止 条 例)
公害規制課

危 険 物j咋縦取 - 大阪市内のみ
1  11の処辺水 特定施設設世にI則する - 大阪府下

扱いを行う主lt
1肝車百y肖M宮 50l 以上、 500 許可申請 ( 市町村経由)

風俗: 営業広告Ii 建築椛認申UIliiJ に公安 公安委員会

築 物
人 憎 以 ヒ のj争

k 阪府生活環境部本

(風 俗 営 業 取
委員会においてその位 ( 所持警察幹および I V県

締 法)

百 ( 立地条件) および 府警本部防犯部保安

化 糟 の 設 置
- 大阪市

平面計画等について審 ぷ) 超 高M建 築 物 市さが50mをこえるi I ! 建設省
(瀬 戸 内 海I，II 大阪市環境保健局 税

査を受ける必要がある。 築物 ( 各特定行政l- r 経由) 境 保 全 臨 時 措 制球

おきカず31m をこえて 50 日本総合試験所
置 法)

m以下の建物 (各特定行政IT経由 )

他都 と社 会 ハ9771f. 2 IJ 日 3  
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外装仕上材 『バンタイル』

株 式 会 社 梅 彦

本 社 〒530 大 阪 市 北 区 道 本 町40 T E L  06- 312 - 6171  

工 場 〒567 大 阪 府 茨 木 市 消 水246 T E L  0726- 43- 5185 

昨 今 、 建 築物 の 外 部 仕 上 材 と し て 無機 有 機 質

の 吹 付 材 お よ び 左 官 仕 上材 が 非 常 に 多 く 出 姐 っ

て い る が 、 テ ク ス チ ャ ー に つ い て は 画一 的 で7

ン ネ リ 化 し て い る 感 が あ る 。 こ こ に 紹 介 す る 株

式 会 社 栂 彦 の 製 品 わ ぐ ン タ イ ル 』 は 防 水 位 、 耐

候 性 な ど の 機 能 上 の 要 求 性 能 の 優 秀 さ に 加 え て

f也 商 品 に な い 独 特 の テ ク ス チ ャ ー を も っている。

さ ら に 、 材 料 構 成 に 基 づ 〈 性 能 と し て 下 地 、 S極

f本の 亀 裂 が 仕 上 材 の 表 面 に ま で現 わ れ て こ な い

という、 外 部 仕 上 材 と し て 重 要 な 特 性 を 兼 ね 伽

え て い る 。

‘  テ ク ス チ ャ 一

天 然 石 洗 い 出 し 風 で テ ラ ゾ ー 的 感 覚 が 得 ら れ 、

独 持 の 骨 材 で ユ ニ ー ク で 斬 新 な 豪 華 き が 表 現 で

きる 。

国 主 用 途

一 般 住 宅 外 壁 、 中 高 層 ピ ル 外 壁 、 コ ンク リ ー ト

堺 、 プ ロ ッ ク 場。

- 特 長

1)  伸 縮 性

鱗片状 のチ ｹ プＨ粘土と合成術 ｂｾ の混合物を

焼 成 し て 破 砕 し た も の ) を 合 成 附 脂 パ イ ン ダ

ー と 水 で 練 り 、 こ れ を コ テ で層 状 に 塗 り 上 げ

る の で 材 料 自 体 に 弾 性 を 有 し 、 下 地 の 亀 裂 に

追 従 し て 伸 縮 し 仕 上 表 面 に 影 響 が 出 な い ( 下

地 の 内 ヤ ー ク ラ ッ ク 程 度 な ら 絶 対 に 仕 上 表 面

{ こ毛見われない)。

2 )  防 水 位

耐 水 性 、 耐 湿 性 に す ぐ れ 防 水 効 果 も 大 き い 。

3 )  軽 f副主

石 材 的 重 厚 感 の あ る 仕 上 り 面 を も っ て い る に

も か か わ ら ず 軽 量 で あ る 。

( 標単厚さ 1. 5 mmの 仕 上 り 虫 抵0. 87k g/m' )

4)  施 工 の 容 易 性

a) コ テ 塗 り 仕 上 げ の 左 官 材 料 な の で 吹 付 材 の

よ う な 養 生 が 不 要 で あ り 、 周 辺 に 飛 び 散 っ て

f壱 す よ う な こ と も な い 。

〈新 建材 紹 介 No. 20)

流 し 延 べ 施 工 用 石膏系 床 下 地 材 Ii' u s ジプコン』

b) 一 度 塗 り で 多 彩 色 様 様 を 描 き 得 る 。

c ) 工 期 も 短 い ρ ( 60  m' / 1人 ・日 )

・ 塗 膜 と し て の 諸 性 能 試 験 成 績 表

鼠 厳項目 民 駿 結 果 政 験 基 準

耐 水 位 Ｗ 日 ｭ ｾ 異 状ｾｉＭ J I SA6909 96日間漫潰

耐アルカリ性 7 日11: 1異状なし J I SA6909 ホ般化カルシウム

飽和溶液 48時Ilni 畳潰

付着強 さ

8.4  kg/c:m' JI S A6910 7  kg/c:m' 
t J 楢状態

付精強さ

6. 3匂/c:m' J I SA6910 5  kg/c:m' 

浸 水 後

耐/ 11. 粍性 1. 0∞回災状寺し J I SA6909 外法 500四

面t 1.主 性 1.0∞時間' f t 状なし ウェザーメーター ＲＵＰ Ｑ ＱＮｾ Ｏｉｉ Ｑ

照射後はがれ、ひぴ書11れ.

変色、つやがいちぢるし〈

低下しないこと 。

防 火 性 難燃 2 級 J I S 1321 による

f: i ¥ホ準 98. 7% J I S 6908 60%以上

- 工 事機 準仕 様

1) 下 地

モ ル タ J レ、 コ ン ク リ ー ト 、 p ｃｾ 反、 ａ ｌｃｾ 反

な ど。 尚 、 鋪 の 出 る 下 地 に は 直 按 施 工 で き な

い の で ス チ ー J レサ y シ 、 ラ ス 顕 な ど に は 十 分

な 防 せ い 塗 装 を 行 う こ と 。

2 )  路 工 ポ イ ン ト

a) 気 温 がO" C 以下の目、雨天 の 日 は 純 工 し な い。

b) J.写 塗 り を す る と 乾 燥 が 遅 く な り 、 乾 燥 期 間

中 に 雨 水 が 材 料 中 に 浸 透 す る よ う なm放 の 原

因 を 作 る の で 仕 上 り 厚 さ で 2 mm以 下 と な る よ

うに施 工 す る 。

c) 乾 燥 期 間 と し て 一 般的 に 夏 で 約 1 目 、 冬 で

約 2 日間l 必 要で あ る 。

建 材 委員 / 原 尚 弘 (ク ラレエノジニアリング( 株)

建 築 課 長)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 ー干 530 大 阪 市 北 区 堂島 北 町20 (雌 凹 ピ Jレ本館 ) T E L  06- 344- 6526- 6529  

* J;r 〒160 東 京 郎 新 rd区東 大久保 1 - 33 1  T E L  03- 202- 6464 . 0396 

最 近 の コ ンク リ ー ト 床 版 の 仕 上 げ 下 地 は 、 打込

ま れ た コ ン ク リ ー ト を 直 接 金 ご て 仕 上 げ す る モ

ノリ シ ァ ク 工 法 が 採 用 さ れ る こ と が 多 し 」 こ の

工法は仕上げた床面が作業床になるので娘Ｈｾし

や す い と い う 難 点 が あ る 。 ru S ジプコン』 は

こ の 雛 点 を 解 消 す る 材 料 と 思 わ れ る 。

ru  S ジプコン』 は 高 強 度 ・無 収 縮 性 ・早 硬 安 定 住

を 有 す る ア ル フ ァ 石膏 を 主 体 と し た 粉 末 て ¥ 加

水 混 練 し た ス ラ リー を コ ン ク リー ト 床 面 に 流 し

延 べ す る だ け で お 制 度 の 平 た ん 性 と 早 期 間 強 度

が 得 ら れ る と い う 、 表 面 仕 上 底iii j に施 工 が 可 能

な セ J レフレ ペ リ ン グ タ イ プ 床 下 地 材 で あ る 。

. 特 長

1)  強 度の 発現 が 早 く、 24時 間 後 に は 表 面 仕 上

げ の 施 工 が 可 能 で あ る 。

2)  ス ラ リ ー 状 で あ る た め セ ル フ レ ペ リ ン グ 性

に 窟 み 、 平 た ん 度 の 維 持 が 容 易 で あ る 。

3)  ポ ン プ 圧 送 が 容 易 に 行 え 、 大 面 積 の 路 工 が

短 時間 に 終 了 す る 。

4)  無 収 縮 性 で あ り 、 亀 裂 ・ う き の 心 配 が な い 。

・ 施 工法

1)  下地問軍基 . ru出 し

下 地 の ほ こ り 除 去 、 ス ラ プ 貨 通穴 の 穴組 め な

ど を 行 っ た 後 、 下 地 の 吸 水 鯛 節 の た め に 合 成

樹 脂 系 エ 7 ) レジ ョ ン プ ラ イ マ ー を 塗 布 す る 。

仕 上 高 の 表 示 は 壁 際 に 出 し た 鎚 や 床 面 に 固 定

し た レベ ル 標 示 ピ ン で 行 う 。

2)  せ き 板 の セ y ト

施 工 区 画 制 り は ポ ン プ 吐 出 量 に 応 じ て 、 せ き

を 設 け る が 、 通 常 15m' を 1 区 画 と す る 。

せ き は ス ラ リー の硬 化 に 応 じ て 撤 去 す る 。

3 )  混車涼

ジ プ コ ン 1 袋 ( 25k g) に 水 7 . e を加え、ミキサ

ー で後 押 し て 約15 .e の ス ラ リ ー が得 ら れ る 。

4)  i荒しi 6み

ミ キ サ ー で 混線 し た ス ラ リ ー を グ ラ ウ ト ポ ン

プ で 圧 送 し 、 ト ン ボ な ど で 延 ば し な が ら 所 定

レ ベ ル ま で 流 し 込 む。

5)  養 生

流 し 込 み 後 1 11キ1mで 硬化 が始まり、 4 時 間 後

に は 経 歩 行 可 能 と な る 。 乾 燥H寺町l は 最 低2411寺

/HJ必 嬰。

6)  表 面 仕 上材 の 純 工

R占 り 物 、 敷 き物、量産り 物 ( 合成 制 脂 ) な ど モ J レ

タ ル 下 地 と 同 織 に 胞 工 可 能 で あ る 。

・ 流 し 厚 お よ び使 用 量

厚 さ 15- 50mmま で 可 能 、 使 用 盆 は 15 mm厚 で 1 m'

J り ジ プ コ ン 1 袋 ( 25k g) である。

- ジ プコ ン の 物 性

試験項目 測 定 値 備 考

硬化体比111 1. 9g/col 

硬 化 時 IIlI

1- 1. 511制/11 9:1; ｾ￪＠

3  - 4  Ｑ ＱＮｾＢＱｉ＠ 終 結

250同/crrr 1  n 後

圧 紛f 強 度 300 φ  7  nl 圭

450 "  乾燥後

硬化膨強噌 0. 04%  コン 7 リート下地拘束状態

I車 粍 試 験 85 g  

T on I ndus tr ie 社( 独)

ｌ ｾｈｴ 試験 担割

術 祭 試 験 民! 状主し 1. 5りk議g鋼下球201l mの高さ

よ 凶

飽和吸水準 7 %  

法方理
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.  施 工 状 況

建 材 委員 / 堀 内 成 樹 (( 株) 怯村組工務部研究室)



読者の頁

「 ア メ リ カ あ ん ど メ キ シ コ と ぴ あ る 言己」
森 田 茂 夫

は一 番大切なことであると痛感するが、日本に帰

ると、また、勉強するのがおっくうにな ってしま

う。ほとほと自分の不勉強を恥入るばかりである 。

メ キ シ コ は 非 常 に 幅 広 く 殺 し め る 国 で あ り 、 音

楽に興味、ある人も、美術にl J ¥! 昧のある人にも、

十 分 満 足 の い く 国 だ と 思 い ま す。 どこかへ行こ

うかと思 って い る 方 や 、 ア メ リ カ 西 海 岸 へ 行 か

れる方は、せ. ひメキ シコへ行かれることをおす

すめする 。

おみやげに、パンフレ y ト類や、 銅 製品 、 銀 製

品 、皮製品、 tx類 そ の 他 も ろ も ろ の 物 を 買 い こ

ん で 、 こ ん ど は ア カ プ ル コ へ 向 か った。

ロ ス を 笠 す ぎ に 飛 び た つ。 メキ シコ シティに

向けて機上の人とな った わ け だ が 、 こ の 飛 行 機

で は ビ ー ル が 無 料 で あ った。 メキ シコではビー

ル( スペイ ン語 で セ レ ベ サ) は 水 が わ り な の で

あろう 。機内はなんとな くローカル色があ って、

楽 し い ふ ん い 気 で あ る 。 む ろ ん 何 を 話 している

の か は 全 〈 埋 解 で き な い。 手引に型れ、ているよ

う な 会 話 は 旅 行 者 の み に 通 用 す る こ と で 、 教 科

舎 通 り に は 活 し て く れ な い わ け で あ る 。

や が て 機 は 、 今 回 一 番 楽 し み に し て い た メ キ

シコシティにつく 。が、ここでトラプ Jレにあう 。

友人のスー ツバ ッグが出てこない ので 、 税 関 で

待ちつづける 。 お 国 が ら 何 事 も ゆ っく りで大変

なことである 。 出 て く れ ばホ テルか臼品立を通じ

て連絡してもらうよう に し、テク シーで早々に

ダウンタウンにあるホリデイ ・イ ンへ直行した。

しかし、料金をかけあわずに乗 ったため、倍近

くを取られどうしようもない 。 もし、これから

行かれる人は、必ず乗る白 ｾｬ に交渉することが大

事である 。但 し 、 日 中 の 流 し は メ ー タ ー が あ る

のでだいじ よ うぷ。

メキ シコ シティはスモ y グのひどい岡Tである 。

そしてやはり貧しい国である 。 しかし、文化的

には非常に興味深い所である 。 古いカテドウル

や 城 な ど と 近 代 的 な ピ ル が 立 ち な ら び 、 音 楽 好

きな国民があちらこちらで集まり殺しむ。 そし

て レ ス ト ラ ン で は ゆ っ くり食事をし、おj酉をチ

ピチピのみながら話しに花を咲かせている 。 そ

んな生活の書道しみ方がうらやまし く忠われる 。

いつも感ずることだが、日本人の食 す ｊｾ の楽しみ

方というのはやはり独特であろう 。

衡 の あ ち こ ち を 歩 い て い て 、 わ り と 道 が わ か

りにくい。道 路 が 斜 め に 交 差 し て い る た め で あ

ろうか。 しかし、地図を片手に片道タクシーで

行き 、帰 り は 寄 り 道 を し な が ら 1- 2時間歩く 。

そうして気にい った 底 が あ る と 飛 び こ ん で 、 ハ

ンドプ y ク片手にねぎりながら只' 物をする 。 ま

た、ひやかしたり、ウインドーショ ッピングを

したり、そのあいだに写真をパチパチとりまく

る。 カメラ、 8 ミリと両手はい っぱいにな って

しまうが、まあむこうの人にはパカな旅行者と

み ら れ よ う が 、 こ ち ら は 、 そ う 行 け る と こ ろ で

もないし、とれるだけと って 記 録 に 残 し た い 気

持 で い っぱいだし、おみやげも1 . : i っておきたい

というきわめて日本的な旅行にな ったのである 。

やはり 一 番の見どころはカテドラム、そして、

チャ ペ ルテベ ック 城、 シケ イ ロ ス の 壁 画 な ど で

有 名 な 自 治 大 学 、 他 に は タ イ ル の 家 や 公 園 な ど

である 。

笹 察 官 は 一 般 に 親 切 で 、 大f本英語が話せ、な

かには片言の日本語を J舌す人もいる 。 これはメ

キシコオリンピ ッ クの際、ｾ く の国からの観光

客受け入れのために却l附 i したらしい 。 いつも同

じ 街 角 で あ う 交 通 管 官 は 愛 想 よ く 毎 回 あ い さ つ

し て く れ た し 、 お ま け に 地 元 の 人 の 行 〈 安 い マ

ーケ ッ トを教えてくれたりした 。 タク シー で 行

くと高いので、 1 ペ ソ( 約25円 ) の 市 パ ス に の

せ他の客にち ゃん と 目 的 地 で 教 え て や ってくれ

とたのんでくれたのである 。 そ う い う 非 常 に 純

な所もあるのに、 一 径五k初 き た と き の タ ク シー

の 運 転 手 の よ う に ぼ ったくる人もいる 。縦 光 客

に高< f I 直手& をいうのは当然のような顔をしてい

るが、反面 l主皆熱心なカトリ ッ ク教徒である 。

こ の へ ん は 日 本 人 の 信 仰 の 観 念 と 異 な る 気 が す

る。 食事はあまり大きなレストランには行かず、

市 民 の 行 っているマーケ ッ トや大衆食堂にとび

こんで、みんなと同じようなものを食べる 。 し

かし 、 タ コ ス ひ と つ 注 文 し て も 通 じ ず に 困 って

しま った。 い ろ い ろ 種 類 が 坐 笛 な の で 結 局 、 人

が食べ て い る も の を 兄 て 、 お い しそうなものを

注文するとい ったぐあいであ っ た。

た ま に 英 語 を し ゃ べ れ る 人 は 、 日 本 人 な ど と

い う の を あ ま り 兄 か け ら れ ぬ と こ ろ な の で 、 珍

し そ う に J舌 し か け て く る 。 こちらも へ た くそ

( もりた しげお 柴田石本建築事務所)

有名な「タイ Jレの家J 。古いモザイタがとても奨 しく見える。

な 英 語 に も な ら ぬ 英 語 で 、 結 構 、 相 方 楽 し く や 教会の尖絡のモザイタカ嘆い、。く ずれかけた古い教会

ってきた 。 し か し 、 何 か に つ け て 言 語 と い う の だが、何か心に残る 。
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『明 治 建 築 研 究会』

一近 代建築 の 遺 産 を 未 来 へ ー

昭和48年 に ル ネ サ ン ス 建 築 を ま ね た ユ ニ - 7 1;t

旧 泉 北 郡 浜 寺 町 役 場 の 述 物 ( 大 正 13年、 R C 造

2階 建 、 当11寺槻市役所浜寺出張所) が取りこわ

される日寺、 rl 明治、大正 j明の建築を守る会」が作

られた。建 物 の 実 測 、 写 其 機 彩 、 模 型 作 成 、 建

物 の 評 価 な ど を し て 、 その建物の保存の必要性ー

な ど を 排 市 、 地 元 の 人 々 な ど に 訴 え て い ったが、

そのかいもなく取りこわされてしま った。 これ

を機会にこれからも近代建築について勉強して

い こ う 、 と い う こ と で そ の 会 を 残 し 、 そ の 後 名

称 を 「 明 治 建 築 研 究 会J に変えた 。

定 期 的 な 活 動 と い う も の は な い が 、 今 ま で に は

取 り こ わ し の 予 想 さ れ る 建 物 が あ れ ば 、 そ れ に

つ い て で きるだけ多くの資料を集めて関係方面

に配布した 。 ま た 、 近 代 建 築 に 関 す る 合 物 、 新

聞記 事 、 写 真 の 収 集 な ど も し て い る 。 どれも 中

途 半 端 な も の で は あ る が 手 元 の 資 料 で一応 の 調

べ は で き る よ う に し て 、 建 物 が そ の 側 値 を 十 分

知 ら れ な い ま ま に 簡 単 に 取 り こ わ さ れ な い よ う

にしなければと J思っている。それらに対して「他

者が無貨任なことをするな」というきびしい声、

また、 「他から言 って く れ る な ら も っ と 険 討 し

て み な け れ ば 」 と い う 声 も あ り 、 受 け と め 方 は

様々である 。

い ず れ に し て も 保 存 と い う も の は 大 変 む つ か し

い 問 題 で あ り 、 数 枚 の 資 料 で 現 状 が 変 わ る も の

とは思えないが、 - 11寺 的 に し ろ 取 り こ わ し に ブ

レーキがかかり、今まで何も先日らなか った近代

建 築 の 価 値 に つ い て 考 え る よ う に な る こ と は 事

実である 。 あ ま り 成 果 は な い が 、 コ ツ コ ツ と 資

料を集めている 。

去 年 か ら 会 員 が 分 砲 し で あ る 小 さ な 新 聞 に 「 よ

み が え る 明 治 建 築 」 を 紹 介 し て い る 。 一 人でも

多くの人に近代建築を知 って も ら う た め に 、 人

数 は 少 な く と も こ の グ ル ー プ の 灯 は 消 さ ず に お

きたし 、 現 在 進 め て い る の は 「 旧 天 王 貯 水 池 正

面 ア ー チ の 門J ( 明 治43年、i : i I ! 瓦造、時停市) の実

iJl I同j司査である 。 将 来 は 「明 治雄築ニュース 」を

発行したいと思っている 。 こ の 小 さ な グ ル ー プ

に 皆 々 般 の 御 指 場 を お ね が い し ま す。

文 貸 柴 田 正 己

明治鐙築の見学会

，]!築と社会/ 1977年 2 問号 5  
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い予 ｦｲｾ 庭樹の木陰があり、各劇場のレストラン、

カフェテラスのにぎわいを見通すことができる。

さらに劇場ロピーの一部を渡り廊下で通りぬけ

ながら劇局内をかいまみることもできる。広場

で夏の夜のたそがれコンサートが聞かれるとき、

デッキは客席としての役目を果すことになる。

近松大劇場は本格的オペラの上演を可能とする。

西鶴劇場は交通の少ない土佐堀川ぞいに配され、

外部騒音の完全にない本格的コンサートホール

として使うことができる。世阿弥劇場は多目的

ホー Jレとしてあらゆる利用に対応できるが、西

在自1$リj J;¥もこれと同じ也市Eをも っていて、ロング

ニュース原悩をお送りください。

中 之 島 芸 能 セ ン タ ー 構 想

・ 基 本 的 構 想

の基本構想は大阪の産自であり、すべての芸能に

ついて殺合した施設であり、大阪の知的、情緒

集約的産業の担い手としてのイメージ生産への

刺激を与え、さらに市民自身のための空間でハ

レの舞台を提供することにある 。

以上のような構想に基づいて四つのイメージ ・

モ デ ル ( 1  . 屋上庭園、 2 広場、 3 高 層 廻

廊、 4 . 記念碑) が提起され、それぞれの長所

を検討して、水辺のいこい、劇場公園、市民の

舞 台 、 固 ま れ た 空WJ 、聞かれた眺め、自由な造

形、芸能を語る廻廊、観客のたのしみ、解りや

すい路I1眠、ミナミからキタから、使いよい劇場

などの諸要紫を重視して、パイロ y ト プラン

が策定された。

・パイロ ッ ト・プラン

五つの劇場を共体化するプロセスにおいて日本

の劇場はもちろんのこと、世界の複合芸能セン

ターの多くが検討の材料となった。近松大劇場、

西鶴劇場、世阿弥劇場、竹本劇助、秋成劇場と

ランの公泌が発生したときには予定の公演をど

ちらかにふりかえて使うことも可能となる。

竹 本 、 秋 成 の二劇場は本格的古典芸能、未来的

実験演劇、音楽の公演を可能とする。

徒歩の来場者は安全と快適さが、パス、タクシ

ーの利用者は乗降の即時的使主主が、自家用車に

は広い駐車場 (500台) が準備されるもよう。

切符のi I IJ売 、当日の発券、チェックはインフォ

メーションセンターで迅速にコンピュータ一方

式で行われ、さらに託児所の設置は来場者に多

大な便宜を与えることになり、身障者のための

アプローチ有'(ii 保はこのセンターがより多くの人

に親しまれるものとなるために欠くことができ

きない。

・規 模 と 内 容

よばれるそれらは、広場をとり泊こみ、カフェ 近 松 大 劇 場 は 3，000席、西鶴劇場は 1，50011(， ， 

テラス、みどり、噴水などの笠宮な散歩道とギ 世 阿 弥 劇 場 は 1，500席、秋成劇場は 400席 ( 移

ャラリーによって 一体として述結される 。 動 席) 、竹本劇場は悶定席 600、移動席 200。 そ

広場は土佐堀川の水面に接する水辺のいこいの の他、関述施設として、リハーサルルーム、歌

広場、野外劇場でもある中央広場、そして堂島 垣広場( 中央広場、水辺の広場、サービス広場) 、

川ぞいの正面入口と、地下鉄肥後統からの既存 インフォメーションセンタ一、芸能学研究所な

アプローチのまじわるところにインフォメーシ ど が桝恕されている 。

ョンセンタ一、託児所などのあるサーピス広場 ・ プ ロ ジェク ト・メンバー

との 三つがあり、これをとりまとめて歌垣の広 < > 主査 梅村忠夫( 国立民族学博物館長)

場と称することになる 。 く〉委口 上回篤( 京都大学工学部助教授) 木

劇場をつな ぐデッキの下は観客が雨にぬれず、 村 lli 信 ( 大阪大学文学部教 授) 小 松 左 京( 作

炎天にすずしいアプローチを提供し、同時に、 家) 山崎正和( 大阪大学文学部教授)

芸能資料の展示、フリーコンサー卜の場となる く〉製作 ・設計委只 高口恭行( 奈良女子大学家

ことができる 。 デ y キの上は低い泌木と背の高 政学部助教授)

ｑ 企企企企企企企 ｾａ 樹の話シリーズ・ ＲＹ｢￠ ｾ

か い づ か い ぶ き

J uniperus chi nensis L. var  Kai zuk a  H ort. 

ひのき科

かいづかいぷきは造悶樹木の代表としてかなり

その名を知られており、また実物を見る機会も

多い。しかし、その植物学的分類はまだ定説も

なく、その語源も不 l切な点が多いナゾの樹木な

のである。かいづかいぷきはひのき科のひ' ゃく

しん属であるが、この税にあたるひ. ゃくしんと

いう樹がそもそもややこしい。びゃくしんは「柏

依」とむき、またの名をイプキ、あるいは二つ合わ

せてイプキピャクシンともいう 。イプキは「伊吹」と

舎き、その由来は伊吹山にたくさん自生してい

た か ら だ と い う 説 も あ る が、 もともとこの術は

宮城県以南の海岸地帯に産するもので、伊吹山

にあるのは人工植殺したものだという説もあり、

マユツパものである。

さて、このびやくしんがなぜややこしいかとい

うと、同一株に二つの型の巣なるま寵を生ずるか

らである。一つは針状で、他の一つは鱗状であ

る。主として幼木や従長枝や大木の下枝などに

針業が現われ、成木や古枝は鱗業であゆ 。 この

告十議が現われることを植物学上では先祖返りの

現訟という 。昔はこのま産の型により針葉のもの

をピャクシン、またはスギピャクシン、鱗楽の

ものをイプキ、またはタチピャク シンと )j I J k に

名をつけ、一見別秘のように忠われていたが、

植物学的には全く同ー のものである 。

ところで本題のかいづかいぷきであるが、これ

はびゃくしんの変種であると考えられているが、

別に旬旬性のミヤマピャクシン( S abina Sargenttii )  

を直立状にしたのと同型であるから、その変種

だという説もある。このかいづかいぷきと古iJ 述

のびやくしんは外見上非常によく似ており、時

々混同されている。共に常緑高木で成木の日さ

は10- 15m、樹} 移は狭円 jft 型てる、必: の色はダー

クグリーンである。しかし、かいづかいぶきは

{J!i J枝 が 旋 回 し て ゴ y ホ が揃いたイトスギのよう

な鮒形となる 。旋回のしかたは左巻が多い。業

は鱗型で、びゃくしんと巡って針葉はめったに

兄られない。

ひ' ゃくしんは古くから社寺境内に多く結えられ、

かなりの大木になり天然記念物に指定されてい

るのもあるが、造園樹としてはかいづかいぶき

が多く使われている 。防 樹 でroJ 手性のものであ

るから乾燥にも耐え、潮風に強い。 大気汚染に

も抵抗力がある方で、生長も勾1< 、移植もしや

すい。下校の枯れ上がりがないので般元まで、匙

訟で、き、垣般によく利用されている 。話 量 は 徒

長枝だけ行い、病虫害も比較的少ない方である。

しかし、浅根性なので風君子に弱いのと、梨の大

敵である赤皐病の中 1m等主なのが欠点といえる。

梨類の果樹園の近くでは使用できない。

この鮒は不可解なことに「続本なし、それで実

を生ず、これを般くも実生することなし」で繁

殖は専ら折T木による 。 名称、の「かいづか」もそ

の由来が不明で、 一説 に 貝 塚 市 の 寺 院 に 多 く 植

えられていたのでこの名になったというのもあ

る。確かに関東では自主主樹はめったに兄られな

い樹である。樹形がまるくなるのにタ 7 イプキ

という額類があり、またびゃくしんの銃殺仕立

てでシンパクという名が有名である 。

かいづかいぶきの美しい列植は京一郎府立縞物園

の以; 床花壇周聞に見られるし、務植したものは

大阪城公園の森林公闘入口周辺に兄られる 。

(森下記)
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奈良女子大学教綬

家政学部住居学科

大 西 国 太 郎

京都市都市計画局風致課主幹

お お ぶ き み お

大 生 仁 雄

鹿島建設大阪支庖建築部次長

山 口 安 男

日建設計業務部長

* 1 月 号 か ら 6 月 舟 ま で よre4 氏 が 組 当

統 一 感・画一 感・アイデンティティ

大 学 教 授 A 氏はかつてテラス団地に住んでいた。 ある夏の昼さがり知り合いの B 氏が突然予告なしにあがりこん

できたので、冷たいものをだすなど歓待にこれ努めた。 ・・・が、はじめて顔をあげた B 氏の言うことには、「いやあ 、

ここは A さんあなたの家でしたか、実は向かいの弟の家を訪ねるつもりだったのですが、どうも失礼いたしました。」

これは関西建築界の長老たちの者き白の実話である 。似たようなテレピドラマが放映されたこともある。住宅公団

の婆職にある人の話では、ある男は酔っぱらって住戸を問途え、そのうえ、その家の妻君を自分の婆君と、そのそ

ばで限っていたその夫を間男と間違 って、刃傷沙汰におよんだというたいへんな事件があったとか。

最近、私のゼミの学生たちが、 3 棟 で 180 戸の小規模な民間高層分被団地で 100 人の主婦にアンケート調査をし

たところ、「住戸などを間違えたことがある」者が実に 3 書1] に逮していることが分った。より大規模な公的高層賃貸

団地ならその数はどれぐらいに達するだろうか・・・続いて調査中である 。

わが建築界は統一位 ー くり返しの美 ー経 済 的 と い う 名 の も と に 、 画一性を偏愛し、溺愛しているといえよう 。 研

究 部 門 と し て は 、 画一的でアイデンティティ ー わが家らしさを演出することのできない設計は、結局のところ経済

的でもなければ美的でもないことをきっちり証明する必要があろう 。設計部門としては同一設 計 の 繰 返 し 利 用 を 禁

じる J レールの確立にむか つて運動を起こすことが必要かもしれない。 (u )

ビ ル と 古 い 町 並 み

ちょうど 3 年前の昭和49年の 2 月、京都市では、祇園新編かいわいの町並みを保全するため特別保全修示地区を、

さらにその周辺の公観保全のために美観地区 1 種地域( 高さ 15 メートル以下) を指定すべく準備をすすめ、地元説明

会を通じて{ 主民のかたがたの意見をきいていた 。

この古い町並みの其中に計画された 4 階建ピル建設に反対され、町並み保全のきっかけをつくった元吉町の人逮

は、その保全の必婆性を身をも って体験され、十分に地区指定の趣旨を理解されていた 。 しかし、その周辺町内の

人速にと っ ては、ピル問題は対岸の火 ｬ ｬｾ であり、町議みやその周辺景観の保全に対する認識は低かった 。 周辺町内

での巡回にわたる説明会では、反対意見が圧倒的に強〈、まさに四面楚歌の状況にあった。

ごうごうたる非難と反対の渦のなかで、ふと思 ったことがある。当時建設中の 5 階建、 6 階建のピルが、 10数年、

20年後の先に用済みとなり、壊されていくなかで、依然としてこの紙圏新橋かいわいの町並みが生き続け、その情

緒貨かな雰囲気を生かした町として再生し、発展していく様子を思い浮べていた 。

いつの場合でも、 5 階 建 6 階建のピルを建てていくことが、地域の発展になるとは必ずしも限らない。大 量 生 産

の茶続を薄利多発していくのも商売であれば、 一方、 一 品生産の高級茶続を売るのも一つの行き方である。特別保

全修景地区指定を受けられた地域のかたがたは、京情緒豊かな町並みの雰囲気を生かす方向で地域の発展を選ばれ

たということができる 。 その後、周辺町内のかたがたと十分話し合ぃ、地区の範囲を修正の上、同年 9 月指定にこ

ぎつけた 。 (0 )

欠 陥 建 築 問 題 と 航 空 機 エ ン ジ ン 事 故 の 教 訓

昨 年 8 月居住者を中心として発足した「マン シ ョン問題を考える会」は、業者を施工不良と手抜き工事があったと

して告訴した 。 このため欠陥マンション問題は、マスコミによって採り上げられ、大きな社会問題として、クロー

ズア ップされている 。 この問題をひきおこした根底は、第一 に設計者としての建築士の責務である工事監理に対す

る取組み方の問題であり、第二 には施工業者の管理体制に起因する処が大きい 。 そして、建築行政側の責任も強く

f旨自商されている 。

ロ ッキード事件で大きな政治問題にな った、全日空の主力機トライスターは、 11 月25 日にエンジン空中破裂事故

を起こし、利用者の不安をか った。 これに対して鎚造国の英民間航空局は、 トライスターを運航している各国航空

局 へ 耐 空 性 改 修 命 令 を 出 し た 。 これによりメーカーのロールスロイス社は、特定の改良型ディスクの製造時の検査

態勢に不備があり、欠陥品が出まわ ったことを認めた 。性能を改善する時には改良品にぬかりのないよう 、 メーカ

ーの綿密な実験と万全な検査態勢が要求されることが報道により解説されていた 。大事故につながる事態を考え、

安全のため早めに総点検に踏み切った全日空と運輸省の対応は、航空会社のあり方として評価されている。

しかしこの二 つの事件は、社会的影響の速いはあるにしても、問題に対応する姿勢とその取組み方に考えさせら

れるものがある 。 欠陥マンション問題が世間の狙上にの っているが、建築生産はどういう仕組みで出来上っている

か、又その工事管理体制が行政上、監浬上そして施工上どうあるべきか来だに未熟な商が多いことは否定できなし当。

この欠陥マンション問題を契機として、 一般建築工事すべてにわたって、欠陥工事の排除に業界は、あげて取組ま

ねばならなし当 。社会に対する信用の回復は、建築生産にのぞんで行政、設計監理そして施工がそれぞれの立場で

任 を 明 確 に し 、且つ、生産過程での無理な注文を排除することにある 。 欠陥工事の問題は、基本的には業者の良心

にまっところが大きいとはいえ、地道な努力の積重ねによ って、社会的信用の回復をはかることが、建築関係者に

とって肝要なことである 。 い っぺんの通達で改善されるものではない。関係者の努力を要望したい 。 (o k)

判 ら な い言 葉

ジ ャーナリズムは紙面の都合でか、とかく略号をこしらえるのが上手であるが、 日本建築設計監理協会連合会の

ことを「設監連」、全国建築士事務所協会連合会のことを「全事連」とするのは、略しすぎて内容がわからなくな って

しまう 。 どうもいただけない。

設監は折僚に通じ 、会事速は全国自動車巡盟に語呂が合うし、全国事大主義述盟などと皮肉りたくもなる 。官 庁

工事で、提出図舎のことを「成果品」ということがあるが、この言葉も変なもので、青果市場に積まれた品物を巡想、

するのは私だけではないと思う 。

それらの言葉はそれなりに単純明快で 、 現代的だともいえようし 、狙いは論織にあるのであって、文学的価値な

どは最初から問問にしてはいないともいえよう 。 がしかし、「建築家は事業者か」とか、「建築設計は本来文化的行為

である」とかの文章をみるにつけても、もともと文学的繁繁の少ない社会に育ったとはいえ、われわれはあまりに

も無神経ではなか ったか、 一般 社 会 人 に は 会 く 理 解 で き な い 、 専 門 の 部 暑 の も の だ け が 判 る 言 楽 、 し か も 字 数 が 少

いから合E里的だとか、ひとりよがりで難解な嘗楽でもの申している限りでは、とうてい建築家が、人 聞 社会にとっ

て基本的 な職能であることなど、 一般社会からの理解を得ることなどできないのではないか、と考えるのである。

(y )  
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そこには、それぞれの自然があり 、歴史があり、そ

して生活がある 。そしてそれらの全体を風土とする

なら、風土に棟ざした建築を求めるには、それらを

具体的に鋸り起こすことから始めなければならない

と思う 。“ 日本の縮図 "としての兵庫の地主主特性と 、

その地減で活動する建築界の実情が浮かびあがれば

幸いである 。

なお、この兵庫特集をくむにあた って、 日本建築協

会兵庫支部の物心両面の ご賛同と ご筋力を得たこと

を付記して感謝する次第である 。

庄日毛II のイメージ・アンケート

坂本勝比古 / 向井正也 / 茂木草介 / 光安義光

村松貞次郎 / 小松益喜 / 清家i膏/ 白川i塵/ 山本学治

西山知三 1+ 河巌 / 富士正晴

図兵庫県の地減特性

1 地域づくりを考える ー 兵庫県の地減精進一

l '鳴海邦碩

2.兵庫県の古い町並 / 多湖毎I樹

3.中国縦貫自動車道について一中間報告一

/ 斉藤昌之

国兵庫の風土と建築・ 建築界

一地域設計事務所・建設会社アンケー 卜ー

神戸

姫路

尼崎

豊岡

三国

洲本

1 風土に板ざした建築

2. 地域ドクターの可能性

3. プレハブ化の問題

4.設計上・営業上も っともカを入れていること

5. 技術力の向上方法

6. まとめー建築界のかかえている問題点

建築と社会/ 1977年 2 月号 9  



. アンケート

兵庫県のイメージ

坂 本 勝 比 古 神 戸 市 教 育 委 員 会

1  兵庫県は全国的にみて屈指の大燥であ

り、その県域は、北は日本海から南は瀬戸

内海に臨み淡路島を含んでいる 。 それだけ

にこの地域の風土、生活環境、文化的蓄積、

歴史的背景はきわめて多種、多彩であり、

魅力ある長観、都市、町、建築、産業、風

{ 谷などがみられる 。

兵庫県のイメージは、瀬戸内、日本海にま

たがる広大な地域に展開した東西文化、土

着文化の多様な交流、発展の場といえるも。

2  県下各地をみるとたくさんありますが、

先ず神戸の旧居留地、栄町通の近代建築群、

山手北野町、東灘御影から西宮南郷山につ

ながる山手の近代住宅群、 j難の酒蔵群など

をあげたいと思います。

神戸は兵庫県の中心的大都市であり、 1868

年の開港は、近代的者fl 市神戸の今 日をもた

らしました。この町の発展過程は、其処こ

こに残る歴史的建造物のうえにあらわれて

います。阪神間の近代住宅群は、住宅近代

化の生きた姿を諮りかけています。

そのあるべき姿は、古い遺産と新しい建築

との調和をどこに見出すかでありましょう 。

10  也築と社会/ 1977年 2 月号

兵庫県内外の建築家 ・文化人に、兵庫県の

風土と建築についてのアンケートを行いま

した。 アンケートの質問項目は下記のとお

りでトす。

E  あなたは兵庫県について、どのようなイメ ージ

をお持ちですか。好きな都市・地域 ・風土があれ

ば、それを例にして書いていただいても結権です。

2  兵庫県下に建つ建築 ・施設 ・住宅あるいは建築

群で、あな たの好きなものをあげて下さい。その

好きな理由をも含めて、地域 ・風土と建築のある

べき姿などについての簡単なコメン卜をお願いし

ます。

向 井 正 也 神 戸 大 学 教 授

百 脊梁山脈によ って、読んで字の如く、

山陽と山陰に、風土的に分断され、この対

極的ともいえる地域を同時にあわせもっと

いう、わが国でも例を見ない両義的な環境

条件が何よりも兵庫県のもつ今日的な魅力

だと思います。 このような強烈な対比の上

に、地域文化的にも何かユニークなものが、

建築の創造商などでも生れて来る可能性を

さぐるべきではないでしょうか。好きな地

域景観としては、国電で大阪から明石へ抜

ける途中、最初に展開する本邦屈指の六甲

中腹のすばらしい山岳部市の大パノラマが

兵庫附近から 一転 (絶佳の海茸〉 に転ず、る

あたりのドラマティ ック な変化の妙など。

2  いつもいうことですが、神戸の町は、

えらくイキでショーシャな部会的センスと、

ヤボでぶざまな田舎臭さとが同居している

のが気になります。 これまでも両義的で面

白いなどとはいえないと，思います。 ファッ

ション都市を目ざすなら目ざすで、全般的

にまだまだ大ナタをふる って改造、洗練す

べきトコロが建築術的にも多々あるのでは?

ホンの一例として、あの市章をカタど った

陸橋など。新聞会館も! ! l l 築でダメになりま

したねえ 。好きなのは、北野町界隈や海岸

( 右下段へi

但馬海岸

茂木草介劇作家

1  神戸と姫路を中心とした南と円山川流

域を中心とした北とは人聞の数と商業的発

達の差がありすぎるので一括したイメージ

を申上げ難いのです。神戸の都市と しての

フランクな性格は明治以来のもので、これ

の良さはいうまでもありません。

2  ご質問に合わないかも知れませんが、

西宮市殿山町、芦屋市山芦屋町付近の住宅

エリヤは土地をかなり余裕を持って利用し

ている点で良いと思っています。しかし、

これはその地域の発生のH寺点の経済的素因

に主な原因があるので、いまは無理でしょ

う。土地と緑と家を合致させるためには、

生野以北を開発して、まっすぐ神戸市へ南

北縦断の大きな高速道路をつけるしか方法

がないでしょう 。 しかし、これを地価高騰

だけに終わるなら、しない方がいいと思い

ます。

[ 在段より)

通り、それに唯一の超高層、貿易センター

ピルとその外部空間。最後にアノニマスで

生気あふれる港風景、これはもうリッパな

ものです。

須磨海岸 (f 兵雌茶封」より)
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室津の町並みを

見おろ す

- 兵庫県のイメ ージアンケー卜

小松益喜村松貞次郎光安義光
画家

E  兵庫県と云ふよりは神戸市が大好きで

す。戦前の神戸市は異人館三百軒以上 あり

ほんとに楽しい 町でした 。それなのに戦争

はその多くの異人館を失はせてしまい残 っ

ているのは二三十棟に過 ぎなくなってしま

いました 。でも 、まだ十年は描ける位はあ

ります。大いに頑張 って描き続けます 。 こ

のためには色々と創意工夫しなければなり

ませんが、喜んで描いています 。残った異

人館を大切にしたいと思ひます。北里子を守

る会の宇都宮氏 も頑張っています 。

東京大学教授

1  一昨秋のことですが姫路 ・室 津 ・相生

を経て岡山に出たことがあります。置き忘

れられたような室津の古い港町から 、けわ

しい山路を経て眼前に展開した相生の巨大

な造船工場との奇妙なコントラストに限を

みはる思いがしました 。岬一つめぐっての

別世界の併存。兵庫県にはそんな不可解が

あるところに、新しい魅力を感じました 。

もっともこれは海の兵庫のことでしょうが。

建築家

3  私の足を強く引きとめた都市一神戸一。

海、山 に迫られた都市神戸は実に好ましい。

太陽に溢れ 、緑したたり、裂い海に固まれ

て、はぐくまれた都市感情は、明朗 ・大ら

かで寛容な空気がある 。聡明で感性豊かな

律動 が異人砲をも融和 してしまう。

合理性と適当なこぴは現代の臨窃j を痛い程

知らせてくれる 。

今、息吹きの街こうべ一一私 はとても 好 き

なのだ 。

2  私 はやはり 山本通り北野町の呉人館が

好 きです 。北野町の小林 秀雄氏 邸 などは殆

んど昔のままで保存されているし、手入れ

もよく行届いています 。 山本通りの門兆鴻

氏邸は随分大切に保存されていますがよる

年波には勝てないのか棟が少し. くづれはじ

めました 。シ ュエケ 氏邸 は大丈夫ですが裏

や検の鐙窓をとってしまったのが残念です、

門氏邸は市県の税金を免除して早く修繕し

ないと赤信号です。早 いうちに補強するこ

とが何よりも大切と思います 。

2  仕事の 関係で、三木市へよくまいりま

す。 そこの鍛冶屋さんたちの住んでト、 仕事

をしておられるあたりの雰囲気が好きです。

その鍛冶屋さんたちが歌集「鍛冶職 の歌」

を、ごく最近上梓さ れ ましたが、すばらし

いものです。

し ・ ｃ ｾ＼ａ 、 じ

また石峯寺の境内、落ち着いて、しかも明る

く、これも大好きな建物 であり、環境です。

もっともこのお寺を再度にわたって訪れた

のは、その寺蔵の大鋸 を拝見したか ったた

め。 これも道具に 関係しています。

2  竜野市f立野町

さらさらと流れる溝に沿 って、目をあげる

と白壁がふ っと入 ってくる 。幾らか疲れ切

った板塀や瓦との調和が1可とも言えない 。

街並を曲がると妻壁が威厳と風格をも って、

立っている。人々の現代へ駆けだそうとし

ている 心 を引きしめてくれる( 可かがある 。

酷しい強さではな く、R2 t かい和やかさ、包

みこむような懐かしさなのである 。 日本瓦、

木肌、 白壁の素材が風土に合 って いるから

だろう 。

11 

異人館・門兆鴻邸 (1日ディフレ ンスン邸)
石峯寺境内 (三 木一三回問 )

竜野の衝にて



- 兵庫県のイメ ージアンケー卜

清家 清 東 京 工 業 大 学 教 授

E  説によると、ハイマート( 故郷) という

概念は少年時代に形成されるということで

す。少年時代を送 ったところが、その少年

のふるさとだと云うのです。 ところで、私

は東須磨尋常小学校から兵庫県立第二神戸

中学校( 現兵庫高校) を卒業しましたから、

その少年時代というのが神戸に住んでいた

ことになります。従って、私にと ってのハ

イマートは兵庫県であり、神戸市であり 、

須磨のわけです。兵庫県についての私のイ

メージはハイマートです。

2  センチメンタルな意味で上記の東須磨

小学校の校舎。分隊派風の R. C造で、私の

少年時代のままで、す。それに私の作品を挙

げでは申訳ないのですが、御影の小原流家

元会館と芦屋の蟻回さんの家。小原流の建

物は、現場から出た本「御影」の石を使い

ました。蟻回さんの家はバタフライ屋根で、

もう 20年にもなりますが健在です。だいた

いが山崩れでできた神戸の土地柄は、風土

にマッチさせておかぬと、手きびしい仕返

しを風土から受けるかもしれません。

石* 寺附近の農家
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「ここらより

杉の匂ひや

ほと 、きす」旅水

崖下にひ っそりたつ碑 ・竜野

白川 { 屋作家

E  民家のたたずまいは、人間の郷愁をそ

そるものですが、兵庫県下でも、そう言う

古い集落は殆んど消えてしまいました 。 い

まはわずかに西播州と但馬地方に残 つでい

るだけでし ょう。

2  神戸市生田区北野町のー函に残 ってい

るいわゆる異人屋敷の存在は、1 ' . t 重な建築

群と思われます。神戸のターミナルに近い

地域だけに俗悪な巨大建物の侵入によ って、

昔日の面影を失おうとしております。 これ

を守るには、地域の市民運動もさ η ながら、

やはり強力な法的規制に侠たねばなります

まい。

室津港の干カレイ

山 本 学 治 東 京 芸 術 大 学 建 築 科 教 授

E  私は北兵庫や日本海岸の兵庫について

ほとんど知りません。 したがって私にとっ

ての兵庫県は瀬戸内に南面して神戸から姫

路にいたる細長く明るい傾斜地という 印象

が強いのです。勿論有名なi宇土寺浮土堂や

姫路城また円教寺などの名建築が頭に浮び

ますが、やはり地域に結びついた兵庫県の

風土としては、徳川末から明治期に育まれ

た町並みや建物をかなり残している神戸港

からトーア ・ロードや北野町を経て六甲に

いたる神戸市のあり方にも っとも興味をひ

かれます。

2  神戸市の所詞異人館だけでなく、活溌

な西洋化を目指した明治日本の最先端にあ

り、他のどんな都市よりも早く深〈西洋の

生活文化に親しみ 、その立場に誇りを持 っ

ていた人々の気持を残す建物群すべてが好

きです。

異人館など現存の建物の保存再生は当然必

要でし ょうが、建築家がことさらに明治の

神戸らしさを出そうとする近頃はやりの折

褒デザインには疑問を持ちます。第 2 大戦

前の神戸の雰囲気 lこ誇りと愛情をも った施

三たちの記憶と連想とが中心となるべきで

しょう 。

室津 ・土塀



西山知三京都大学名誉教授

1  日本列島の中央に近い位置をしめなが

ら、南fHlj は瀬戸内海だが、とにかく日本海

と太平洋の両方海に接しているという県。

播州はすっかりコンビナー卜的風物去にか

わったが、北の但馬は山陰の風土である 。

それに明治| 羽田以来の近代化した神戸。こ

の三つをつかまねば、兵庫をみるといえな

いだろう 。いやそのほかに篠山とかいった

中圏内陸の、 「とりのこされた」 地減もあ

る。みんな京阪神、東京へ何ものかを吸い

とられつつあるようだが。

2  戦後深くかかわって来た地域に姫路と

城崎がある 。姫路の方は城の休恕所の設

計。 あの当時、 l被災地姫路に薪然としてそ

びえていた城は今はピルの影にかくれがち

で、手柄山などひどい姿になった。 日本の

戦後開発が景観をメチ ャクチャにしている

典型例。滅的の方もかわったが、それほど

ではない。大谷川にかかる戦前の「変な」

デザインの精が、今では城崎の シンボルに

なって いる 。外湯はのこ したいもの。篠山

はこの間みて古い町がのこっているのに感

心したが、改築期を迎えてどうするかっ

篠山・古道具屋 (河原町)

十河 巌 洋画家・ジャーナリスト

1  わたしは散歩が好きです。散歩に目的

があってはならない。雲もない青空のよう

な心持になって足まかせに歩くことだ。

しかもその街カ常事ぎたない街で、は困ります。

どちらかといえばヨーロッパのどこかの街

でも歩いているような気持のするハイカラ

な街であってほしい。 そんな街は建物も看

板も街を歩いている人間の服飾もハ イカラ

で気がきいたものでなくてはならない 。

そんな街は日本中に神戸を除いてはほかに

ありません。むろん兵庫県はハイカラな神

戸という街の影響をうけていて 、郡部の道

わきのドライブインでも矢じるしの下に

ｔｏｉｌｅｔ とｾいていて便所なんて悪臭のす

る文字は使 って いない。

2  神戸は前にあかるい海を抱え、うしろ

に緑の山を背負 っている 。 この街にはいつ

もそよそよと西風が吹いて、東西にはしる

帯のように長い街を快い風が吹き通してい

るのです。

この快い西風と海が釧ねかえす明るい光を

絶えず家の中へ導入するのが明治初年から

ある居留地)ll の建物がふんだんに用いてい

る鎧窓である 。この鎧窓をいっそう効果的

にしたものが、六角形を半分に割った、 一

( 布段 ドへ)

篠山・要入り商家 (河原町)

張出し窓のある旧キ ャセリ ン・アンダーセン邸

( 広瀬安奨「神戸の異人総 J より)

- 兵庫県のイメージアンケー卜

富士正晴文筆業

1  神戸市は育 ったところだから、まあ好

きです。それ以外は余り知りません。

神戸にのみついていえば、山と海とが近く

て風通しのいいのが好きです。

2  これは近頃あまり行 ったことがないの

で、余り知りません。はなはだ残念です。

(在fJ t より)

方窓の出窓である 。

この鎧窓に調子を合せた鎧張りの建物の外

装一一これらはいづ、れも居留地方の建物が

備えている 。

ず、っと以前のこと、六甲にあって俗に赤洋

館といわれていた居留地風の建物に住んで

いたことがある 。毎朝この鎧窓から流れこ

む柔らかい朝の光に朝の眼さめのひとときを

楽しんだものだが、神戸の街のクリマと居

留地風の建物とはどうしても切り縦しでは

考えられない。

1 3  



- 第 1章兵庫県の地域特性 1

地域づくりを考える一一兵庫県の地域構造一一

鳴 海 邦 碩

1. 地 域 構 造 の 変 化

この 10- 15年の聞に大都市への過大集中が進行し、大都市問題と

いわれる多様な問題をひきおこしている 。大都市への集中は順次近

郊開発をひきおこし、量的にも面的にも非常に膨脹しつつある 。大

都市に依存した近郊部の開発は 、人々にすまいを供給しつつも長距

離の通勤を強い、 一方、都市部における業務機能等の増大は、公益

施設網( 下水道、交通網等) に過大の負担をもたらしている 。 また、

近郊地における住宅もすでに相当高額なものとな ってきており、住

宅の確保と通勤距離を代替しうる限界にきているように思われる 。

三大都市圏を、人口をそのままにして日本列島からけずりと った

状態を想起してみると、わが国土も広大であることに気がつく 。面

干員 シェア l l % のI也t或に、 45% の人々がf主んで、いるわけである 。、、狭い

国土H 観は大都市居住者の錯党のようなところもある 。三大都市圏

外では、人口集中地区に住む人口の割合は37% 、非人口集中地区が

63% である 。つ まり 、63% の人が農村的地械 に住んで、いると考えて

よい ( S 45年)。 昭和35年にはこの割合が、 30% と70% であ ったこと

を考えれば、農村部から地方都市への人口の集中が進みつつあるこ

とを示している 。

一般に、人口 10万人以下の都市は衰退する傾向にある 。昭和45-

50年の国勢調査によれば、人口 10万以上の都市では、 3 % の都市が

人口減少を示し ているのに対し、 10万以下の都市では 、その割合は、

42% にもな っている 。前のことを考えあわせれば、人口 10万人以上

の都市が各地域で拡大しつつ あると考えられる 。

人々の生活の多くが農業によ っていた時代には、農業の基盤で

ある耕地を求めて、人々は奥深い山の中にも居をかまえた。河jll の

下流に形成される広大な沖積平地はもちろんのこと、谷J l Iぞいの小

さな平地まで人々は耕作したのである 。そして 、 その土地の生産性

に応じて人口が分布することとな った。地域によ って、土地の生産

性に差はあろうが、面的な生産基盤である耕地を基銭にした人口の

地域分布は、比較的にホモ ジニ アスであ った。

しかし 、都市は二次的には農業的な生産に立脚するものの、元来

物資や情報の加工および交換機能を基盤に成立するものであり、 一

種の装置的なものとして考えることができる 。都市には、空間のも

つ経済的価値を高める作用があり 、前の農業に立脚した人口のホモ

ジ‘ ニアスな地域分布の中に、ヘテロ ジニアスな凝集部を形成してい

く。

今日の日本の人口の国土的な分布は、このことを考えれば、非常

に論理的な結末を示しているものといえよう 。 しかし、わが国にお

ける農業が2000年の歴史をもつのに対し、近代産業のそれは高々 100

14 建築と社会/ 1977年 2 月号

年であり、これによ って形成された現在の人口の地滅的分布は、ま

だ励起状態にあるのではないかと考えられる。すなわち 、適当な地

域開発によ って、この構造はまだまだ変わりうるのではないか。

このようなわが国の地域構造において、居住空間の整備という観

点からすれば、最も大きな問題が、前に示したような大都市の過集

積および過密問題である 。 この対極にあるのが、山間および離島に

おける過疎の問題である 。つぎのレベルの問題としてあるのが、地

方都市および、 一般的な農業地域の居住空間の問題である 。

これは、わが国に固有の問題ではなく 、世界的 な問題でもある 。

東南ア ジアや南アメリカでは、こうした問題はも っと極端な様相を

おびている 。農業地域から、地方都市を経ず、直接大都市に集中す

る人口は著しく 、一次産業的地域構造の地すべり的変化を表してい

るとい っていいだろう 。

2 . 兵 庫 県 の 地 域 構 造

兵庫県は衆知のとおり、わが国では特呉な地域構成 をも っている 。

すなわち 、但馬、丹波、播磨、摂津( 阪神) 、淡路という、 5 つの地

勢および風土的条件を異にする地域によ って構成されており、大き

くは表日本と裏日本の 2 つの性格をもっ。 日本の縮図といわれる所

以である 。

実際、兵庫県の人々は、自分がどの地域の出身であるかをよく口

にするし、また 、それぞれの地域が独特の人情をも っていることを

誇りにもしている 。現在、兵庫県に含まれる摂津の地域は、むしろ

大阪と 一体的な性格をもっ地域であり、兵庫丹波は、県庁所在地で

ある神戸に結びついているというよりも、京都よりの意識が強い。

図一 1 は豊臣政権下の地域構成を示すが、ここに示される但馬、丹

後、丹波、播磨 、摂津、 淡路の各地域は、それぞれ風土的にも、地

勢的にも、まとまりをもっ地域である 。現在の人々の地域に関する

意識は、この時代の地域構成を反映しており、地域構造の歴史的な

慣性の強さを示している 。

こうした地域構成が、明治維新後の廃吉野置県によ って、いくつか

の段階を経て現在の県h換におちついたわけであるが、当時の論議は、

兵庫県の現状とも共通していて奥羽未深いものである 。

まず、淡路であるが、近世初頭以来徳島藩の領地であり、廃藩置

県後も徳島県に属していたが、紛争処理のために兵庫県管結地域に

なった。

但馬 、丹波の処置については、つぎのような経緯がある 。当初、

励起: ; 1 量子論によると、原子や分子のタト側電子は、基単状態で一定のエ ネルギー準f立を占

めるが、適当な刺激を受けると、 一定のエオ、ルギーを吸収 して、高いエネルギーの

状態 に移る 。 この変化を原子または分子の励起という 。



図ー 1 皇臣政篠下の大名配置 資料 1 による

図 - 2

近俗画区域および

過疎地域

図 - 3

人口増減指数

昭和50年

昭和25年= 100

。

既成都市区減

近郊整備区域

3都市開発区域

一- j 保全区域

- 過疎地減
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皿皿 10∞0刊 0%

堅霊図習 7苅0%以下

但馬に豊岡県を置き 、現在の鳥取県もこれに合併すべきであるとい

う意見があった 。 しかし、但馬と因幡の聞には高山が起伏しており、

往来が不便であるという理由で、この方針は拒否された 。つぎに但

馬、丹波、橋磨 、摂津、すなわち、豊岡県、兵庫県、姫路県の 3 つ

を合わせて、兵庫県とする案があ った。 しかし、これでは面積過大

の県となるため検討を要した。

当時の内務卿大久保利通の 『兵庫県は開港場をもっているので県

カが貧弱であ ってはならない 。』という意見をとり入れ 、内務省地租

改正局五等出f士、桜井勉は『それでは豊岡県を二分し、但馬一国と

丹波二君15を兵庫県に合わし、丹後( 丹波一郡も) は京都府に合わせら

れてはどうでしょう 。 こうなれば、兵庫県の地域は瀬戸内から日本

海までも含む他に例をみない所になるが、中間 に大きな 山 もなく交

通が便利なので人民にと ってもよいのではないか』と述べ、現在の

兵庫県の県械が決定された 。( 資料 l によ る)

このあたりの事情は 、摂津臨海部の港湾機能を背景にした都市化

の但馬地域への波及効果が期待されていたことを示すものである 。

しかし、現実には 、地域整備の現状をみても、摂津や播磨の経済力

が但馬の地域にどのような波及効果を及ぼしたかそれほどさだかで

はない。現在の但馬地域には 、市指IJ をしく自治体は豊岡市ただ一つ

であり 、その人口も 5 万にみたない 。 これに比べ、鳥取県には人口

10万を越える市が 2 つあり 、地域豊富備の核をもちえている 。

大久保利通は、 r県力が豊かであるべし』とい ったが 、 これは単に

面積の広さや人口の多さのみを示すものではあるまい 。全国に例の

ない地域的 な広がりをもっゆえに 、縁辺音Jl はいつも見すごされてき

たのではないかという疑問もおこる 。

県械というのは、地域計画でいえば、計画区域のひとつといえる 。

計画の際にはこの区域の設定の仕方が重要な意味をもっ 。 いったん

計画区域が設定されると、その広がりの度合で具体性をもちうる要

ぷについてのみ検討されがちである 。 また、区域外の条件について

は選択的にしか考慮されない 。 したがって広域的すぎる計画では 、

無視される地域や要素が生じうる 。

近畿圏整備計画によれば、兵庫県は既成都市区域、近郊整備区域

(阪神地域)、 都市開発区域( 播磨地域) をもち、但馬地域の一部を

保全区域としてもっている 。同時に、大都市圏にもかかわらず、過

疎地域がある 。(図- 2参照)

図 - 3 は、県内市町の人口増減指数を示したものである 。県全体

では 、 150 % を示しているが、全92市町のうち、 100 % を下まわる

ものが58市町、 70% を下まわるものが14町とな っている 。 これに対

し、 200 % を上 まわるものが 6 市町にあり、人口の都市集中を如実

に示している 。

兵庫県は国土的なスケールでみれば、大都市圏に含まれるが、細

かくは 、大都市( の一部) 、大都市周辺部、地方中心部市 、地方中小

都市、農 - 山 . i.魚、村 の各地域空間によ って構成される 。 それぞれ固

有の 問題を もち、 地 域整備上 の課題は多い。

表 - 1 は、居住地の魅力度に関する意識調査の結果を示したもの

である 。 どの地 域 に住む人もやはり 、居住したいと思う地域として

現在自分の住んで・いる地域をあげるものが多い。農 ・山・漁村の欄

から、 JI頃に第 2 番目に住みたいという地域をみると、高次の都市域

に居住したいという意向が働いていることがわかる 。大都市および

その周辺の居住者は、大都市圏に居なおり型の意向を示している 。

過疎地峨 : 一般には人口が急激かつ大幅に減少 したために、社会生活を営むことが困難と

なり、 一定の生活水搬を維持するこ とができな くなった地域。過疎地減対策緊

急措訟法 ( S 45) によれば、 5年間lの人口減少率が10%以上ならびに財政力指

放 0.4以下の地域をさす。
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表 - 1 居住地の選考意議 資料 2 による

¥居¥住弛居江鏡主、しうた地し域¥ と思

( N)  大都市
地方仙中(枢札台

幌都市、

地方中 そのイtll

広島、福九

枢都市 の地方

人 の周辺 州岡)  、北
の周辺 都 市

%  %  %  %  %  

大都市名(東京、川京都崎

困 33 !  
償大浜 、 古屋) 、

(  642)  6  4  3  

阪、神戸

、

大 都 市 の 周 辺 (  768)  11  回 7  6  6  

地方台中枢都市福(札幌

仙北九州、広) 島、 岡、
(  165)  4  5  国 19 4  

地方中枢都市の周辺 (  292)  3  10 19  回 14  

その他の地方 都 市 (1，217)  5  9  7  :  21  回

農 ・ 山 ・ 漁 村 (1，051) 4  7  7  13  

兵庫県はマクロにみれば大都市圏に含まれ、人々は生活のさまざ

まな側面において大都市の影響を受けている 。 とくに、内陸および

但馬地域には、人々の都市居住指向をうけとめるような都市もない。

このままでは、人口はさらに臨海地域に集中し、格差がますます広

がるとも考えられる 。 ここでは、兵庫県の地域つ、くりの方向を具体

的に述べることはできないが、海外の事例をひきながら、それを考

える索材としたい。

3 . 地 域 づ く り の 事 例

ドイツの自治体は、自治体の自立という強い伝統がある 。西ドイ

ツの連邦憲法であるボン基本法にも定められているように、市町村

は最も基礎的な地方公共団体であり、強い自治権が保障されている 。

西ドイツ全土に、 23，629の市町村があり、人口 1，000 人以下のも

のは、 15，940 (1969年) を数え、日本のほぼ同時点の 3，285 に比べ

ると約 7 倍にあたり、独立指向の強いことを示している 。現在、い

ずれの州 においても、合併、編入などによ って統合が進められてお

り、目標とする規模はほぼ 8，000 人、最低 5，000 人程度としている 。

どの州でも人口 300 人 - 500 人以下の市町村の監理を最優先課題と

しているが、独立の伝統が強いため、なかなか合併は進行しないと

し、フ 。

こういう強い自治意識を反映して、町づくり、村づくり運動が進

められている 。人口 3，000 人以下の自治体を対象とした 、( われわれ

の村をも っと美しくしよう- Unser  Dor t  sol l  schoner 、verden )

や、人口 3，000 人- 50，000人の自治体を対象とする 〈市民よ、君の

凹I が問題 だ - Burger ， es  geht  um Dei  ne  Gemei  nde) というコン

テストはその例である 。 これらのコンテストでは 、f主民の参加によ

る事業の成果、計画の有無およびその進行状JW等多微な側面にわた

って競われる 。 コンテストに入賞して得られる最も大きいメリット

は、ラ ジオ、テレビや出版物を通じて、全国的に紹介されることで

ある 。 このことは、観光客を誘致するためにも、また住民の誇りを

高めるためにも役立つ。他の自治体への刺激にもなる 。 なによりも

重要なのは、各地でのさまざまな実際的活動の成果が地域づくりの

手法の事例として蓄積されていくことにある 。 ドイツ人には都市は

新陳代謝するものであり 、都市の生存競争にまけられないという意

識があり、この意識を活用した地域づくりの事例である 。

もうひとつの事例はブラジルの例である 。 ブラジル南部にサンタ

カタリナという升|がある 。 このナト|の大西洋 lこj主ぐイタジャイ河の流

域にドイツ人が入植してから 100 年になる 。 ドイツ人を中心にこの

1 6  
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流域にいくつかの中小都市群が形成された 。

この中心にな っているのが、プルトナウと

いう人口 11万余の町である 。 この地域は山

がちな土地であって、大声見模操業にはあま

り適さなか った地域である 。 ドイツ人は森

林を伐採し、牧場をつくり、新しく植林し

て、針葉樹林をつくり出した 。 そして、こ

の地域から、独自の勘維産業、木材産業等

の産業が生まれた 。 この流域の都市は、ど

んな小さな都市でもそれぞれいくつかの工

場をも っているのである 。PITの郊外には、

地域の特産を集めた展示場がつくられ、地

J戎をおとず. れる人のためのショーウインド

ーとな っている 。11fTは整備され 、 どの住宅

も花でかざられ充分に手入れされている 。

ブラジルでは美しい都市のひとつに数えら

れている 。すまいを大事にし、ぞして自分が住むまちを大事にする

というドイツ人の気質が、速いブラ ジルでも開花したわけである 。

4 . おわりに

都市には、生存競争があるということは、だれもが認めることで

ある 。 しかし、多くの人はそれは しかたのないことだとあきらめる 。

また政府がし っかりしないからだともいう 。 わが国の地方行政の中

央集権; I ; IJ が、ある極の依存関係をっくり出してしま っていることは

確かである 。地方自治体にと っては上級官庁への陳情が、ひとつの

地域整備の武器にな っている 。 この システムでは、あらゆる問題の

責任を上へ上へとおしあげていく結果になりかねない 。上級官庁に

とっては、ひとつの自治体のことばかり考えるわけにいかないのだ

から、対策はおのずと 一般論めいてしまう 。 これも悪循環である 。

わが国の広域行政 ・広域計画は、国土的スケールで、の産業や経済

施策を考えるうえでは有効な手段であ った。 このことは 、前に示し

た兵庫県の県域の例をみても理解できょう 。大きな計画区域の設定

では、 一定レベル以上の問題しか意識されないからである 。 われわ

れの日; 常的な生活空間を考えていくためには 、 それに兄あ った計画

ヌ域の設定が必要である 。

将来の地域づくりのためには、市11fT単位の計画が一層レベル ・ア

ップすることが必要で、ある 。住民の PITに対する誇りと、 >>'Tの生存競

争にまけまいとする意欲なしには、大都市中心型の地域構造への変

化に歯止めをかけることは不可能で、ある 。 そのためには、市町のも

つ計画カミ単に上級官庁への陳情の材料に終わらないような、制度的、

財政的な改善が必要で、ある 。

参考資料

1. 兵J取県の歴史、八木哲浩 石 田 善 人 若 山 川 出 版 社

2  同土計画の基礎資料集 その 2 r人 と国土J 臨時I骨刊号 国土計画協会

3  近畿圏要覧 国土庁大 郡市圏盤備局

4 . 兵庫県市町別主要 統 計 指 標 兵 廊 県 企画部統計課

5  特集・ 生活空間の管理と創造 鴫海邦傾編都市住宅 1975年10月 鹿島出版会

( な:る み 〈にひろ 京都大学工学部建築学教室)



i、

- 第 1章兵庫県の地域特性 2

兵庫県の古い町並

多 淵 敏 樹

各地に残っていた近世の町並が、ここ 20年ほどの聞に急速になく

なりつつある 。 それは大都市周辺のスプロール化が大きな要因だが、

過疎化の進んで、いる農山村音11でも、建替わりがはげしい。 このこと

は 1世紀ほどをへてそろそろ大規模な修理を必要とし ている建物が、

良きにつけ悪しきにつけ、現代的な生活に順応しにくいために見捨

てら れつつあるためである。現代社会が 一方では自然とともにあ

る生活を求める動きをはじめながら 、全体としては、より人工的な

反自然簡 な方向へと動いているための必然の結果かもしれない。

兵庫県にはまだかなりの古い町並が残 っているが、それらのほと

んどに共通する点は、近世を通じて大いににぎわ った町でありなが

ら、明治以降の日本の近代化の路線を傍観する立場におかれた地域

であることだろう 。 その意味でこれらの町は封建時代が現代に残し

た遺産である 。城下町として最大胤棋の歴史的建造物群を今に伝え

る篠山や、生瀬を中心とした旧京伏見街道沿いの宿場のいくつか、ま

た参勤交代の大名の上陸地であ った港町室津など、いずれも江戸Hキ

代にそれぞれの地方において抜きんでで繁栄した町であ った。

篠山 (多紀郡篠山町) この町の形成は、慶長14年 (1609) に天下

普請として篠山城が築かれたのにはじまる 。械の周囲に武家屋敷を

置き、その外側の束と北に町家が配された 。 道はせまく屈折し、ｾ

所に公の役所や寺社を配置して 、非常時に備えた。 このうち武家屋

敷では徒土の町である西新町が肯い町並を残しているし、 IHT屋では

河原町、立PIT、呉服PIT、魚屋町など、ほとんどの町筋が旧規を残し

ている 。 その保存の良さは最も改造や建替えの進 んで、いる 二階plJ で

すら、他の地方の歴史的町並といわれるものと 比 較 しでも 、おとら

ない。 これらの道筋は延長 3k mを越えていて、まさに圧巻である 。

篠山が良〈残っている理由は、多紀郡の中心でありながら鉄道の釈

が遠い内陸都市で、近代的産業の発達がなか ったことによる 。

・西新町 西外j豪の西側に徒士を居住させたもので、古くは御徒士

町 と呼ばれていた 。現在では10数戸の革主Eを主とした武家住居が並

んでいる 。新建築も点在しているが、築地塀や主主主主の門が侍屋敷の

風情を伝えている 。各戸の敷地は間口 8 間 (約15m) 奥行24問 (約

45m) で、 町家の平均の 21音以上の!日i 口l隔をもっている 。 このPITは

天保元年 (1830) に大火があってほとんど焼失して 、 その後に建て

られたのが、現存する古い屋並である 。外観は同じように見えるが、

実際には建物ごとに違いがある 。たとえば道路の東側では、座敷は

西に置き床聞を西につけるから、道路との間に庭はない家が多いが、

西側の住居では、座敷は東に配して床聞を北または南側につけるか

ら、道路との聞に前栽ができる 。入口の位置もきまりはないし、桃

色ゅうもん" "

も直交させるいわゆる中門建( 曲屋) の屋根もある 。閉じ草主主屋恨

で通庭形式の平面をも っていても 、農家の場合は画一的であるが、

武家住宅では同じ徒士という階府でも自 由な柿成が可能であ ったこ

ヲト
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西新町の町並 ( r r，wの町並」よ り)
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とがわかる 。城下町 として侍屋敷の残っている 町 は少なくないが、

徒士町としてこれだけのまとまりをもって、かっ閉じころに建った

住居が町並を形成しているところはめずらしい。

・河原町 篠山の東南端の篠山川沿いにある東西およそ 600 mに及

ぶ細長い町で、京への上り口にあたり 、江戸時代から明治時代へか

けて 、多紀地方の商業の中心 として大変にぎわった。しかし商業が西

へと移るにつれて次第にさびれ、最近では買物客も少なくなり 、時

たま観光客が訪れる 閑静な町並となっている。 北摂や丹波の町並の

多くがそうであるように 、 この河原町の建物も、妻入の瓦主主二階

屋が車干を連ねているが、建立年代や生業や主尉莫などで変化がある。

古い家で規模の小さな家は妻入で、二階も半二階の天井の低いもの

が多いが、規模の大きな家では平入の半二階屋が多いし 、時代の新

しいものは本二階が原則となり 、間口の小さなものでも平入にする

傾向が強い。表構えも古くはしとみが多く、格子を建てた家がこれ

についだ。二階の窓も 出格子窓にむしこ窓をつけるのが多い。敷地

は間口 3 聞から 4 間( 約5.7m - 7  . 6m) で、奥行が20間 (約38m)

前後と細長い。平面は北の北 ・南の関係なく、京側に通した土問に

沿 ってこないし三室をもち、坪庭をへだてて納屋や離れをつく って

いる。この構成は同じ篠山の他の町並でもほとんど同じである 。

河原町の復元町並 ( r 兵/ilf の町並」よ り)

城下町としては他に 、三田 ・竜野 ・出石 ・姫路などに部分的では

あるが、古い IHT並がみられる 。

生瀬 (西宮市) 瀬戸内海に沿った西国街道と姫路で分かれて三木、

淡河、湯山( 有馬) 、生瀬、小浜、池田と結ぶ主要街道を京 ・伏見

街道( または湯之山街道) と呼ぶが、この街道沿いには古い町並が

良〈残 っている 。 そのなかでは、とくに生瀬の保存が良い。 ここは

さらに道場河原をへて、 三回、古市、篠山へとつながっていたから、

大阪や京から有馬への湯治客も加えて 、この地方の烏次の中心的な

宿駅であ った。江戸時代後期から明治中ごろまでは、丹波からの産

米を西宮や大阪への輸送には、ここを利用するため 、米商人を兼ね

る者が多く活気があふれた町であ った。 しかし明治32年 (1899) に

阪鶴鉄道( 福知山線) が開通してからは、 一転して逼塞してしまい

繁栄を止め、当時の町並を今に伝えることにな った。

田Tの生長は文書が残っていでよくわかるが、家数を見れば、延宝

年間 (1673- 81) には 107 戸で、享保 15年 (1730) に 165 戸と急憎し、

元文 5年 (1740) に大火があり 157 戸が焼け 、わずか 9戸残 ったか

ら、 166 戸あったことがわかる。その後ややへって天保 9年 (1838)

に 138 戸となり 、明治 11年 (1878) には 137 戸だから 、ili ま横ばいで

ある 。街道に沿った家も延宝で東側が27戸、西側が28戸で、この数

は現在の屋敷数とほとんどかわっていない。 町並の大部分は妥入

半二階建瓦葺の家でなり立っている 。外観は一階にさしかけ庇をつ

18  
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け、道路沿いに 2 階をつけ妥に武者窓や格子窓をつけて外壁を白し

つくい塗りにしているのは、篠山などの町屋と大差はない。ただ土問

の位置は篠山河原町のように一方に決ま っていなく、建物によ って

まちまちである 。屋敷の則絞も間口側は河原町と大差ないが、奥行

は浅い。純然たる町屋と、農業をしながら他に宿駅としての仕事を

兼ねていた家との差であろうか。

近くの宿駅で、同じような長入の町並を残しているのに、道場と

古市がある 。古市は篠山に近いだけに兄務としがちだが、残存状況

はきわめて良好で、ある 。同じ! 釈として結抗した町である小浜も、ま

だ古い家が並んでいるが、平人の家を主としているのは、摂津の工IZ

IDf' 部の傾向を示すものである 。 また同じ街道で播磨へ入ると淡河と

一木もやはり古い町並を残している 。

平福 (佐用郡佐用町) 閉じ宿場でも平揺は山あいの阿であるが、

長l 次の駅でもある 。J番磨と図的を結ぶ街道の一つで、佐用で作州街

道から分かれて、大原をへて何頭へ抜ける道の沿道にある 。すぐ績

を{ 主用川が流れていて、岡Tはこの )IIiGいに曲がりながらキ句 1 km!こも

達する 一筋町である 。道筋でみる限り平入で半二階の瓦主主の町並が

つづくのだが、この町の特徴は何とい っても佐用川沿いに並んだ蔵

の対観であろう 。因幡や美作の奥地から陸路はこばれた産品が、こ

こで高瀬舟に積みかえられて、瀬戸内海へ送られたが、その品々を

舟に乗せるまで保管するための土蔵や納屋が川岸に建てられたので

平福の町並 ・佐用川沿いの蔵 ( r 兵1市の町並J より)

d 、



ある 。 荷の積み 出 しは広い中庭から建物ドを通 って 川岸へ ＮＧｉ ｾること

のできる通路を使用していた。このような方法で水路とつないだ例

はめずらしい方法といえる 。 このｾＮＺ観も近年行われた護岸工事のた

めに一部しか残っていないのは惜しまれる 。

室津( 揖保郡御津町) 古くから瀬戸内の海上交通のinとして知ら

れ、遊女の滋仰の地 として有名な室津にも、江戸時代{ 変則の古い 111r  

並が残っている。ここは江戸時代に参勤交代の大名や外国使節の

上陸の港で、大きな宿場町であ った。 その脱絞は「室千軒」といわ

れ、狭い土地 に千軒の建物がひしめいて建てられていた 。 そのにぎ

わいは、西鶴の「好色 E 人女」の、お夏 i，'1 1-郎の悲宏、の物語りの出

だしに 、 「室津はにぎわへる大淡なり J r此津の遊y . 八 1-七人有し

を」などとあって、 17世紀中ごろの様子が述べられている 。現在は

一軒だけ残 った本陣も、かつては六軒あ ったが、このように多くの

陣が置かれた宿場は箱根の宿以外にはなく、室津の宿場としての

ｾ Ｎｬｕ Ｚ英の 大 きさがよくわかるだろう 。

町は大きく湾曲した浴にそ ってつけた路に面して 、大部分の家が

建っていた 。木陣などの主な家は III Tのほぼ中心部にあり 、宿屋とな

る大きな家は裳玄関を港に向けてつけていた 。道が曲が って いるた

め、宅地 は矩形ばかりではないが、 IMl 口 3 1m(約5_ 7 m) 、奥行 121::1 (約

23m) か15間 (約29m) が標準で、他の柄上坊やIIIT屋と比べても狭い

のは、多くの家が建てこんでいたためだろう 。建物は予人の瓦丘 一

階屋が多い 。一 階の柿成は他の ｾ ｉ ｔ 出と同じで大戸と絡子からな って

いるが 、二階が総二階で、道路に面して械をつけ 、11安市の日制をつ

けたものが標準的な 外WI . である 。 この形式は県下の他の地方では明

治時代に入 って よく用いられるようになるから 、室j幸は進んでいる 。

なお普通の家では通庭形式の土問をも っているが、本陣などの大き

な家では、通庭でない線維な間取のものが多か ったらしい 。 この室

津の 町 並がよく残ったのは 、 他の古い ｾｉ ｔ 並と同じで、明治に入 って 、

参勤交代の廃止 と交通路の変化 ・鉄道の 1m通 、蒸気機関による海上

輸送の大型化などで、ほとんど港が利用されなくな ったためである 。

戦後も30年代までは陸の孤島のような漁港であったため、古いIIIT並

をそのまま保持していたが、最近では播磨工業地帯の通勤固とな っ

てベッドタウン 化 しているし 、作る漁業がようやく軌道に乗 って 活

気づいてきたこともあって、時期的に大がかりな手直しを必要とし

ている古い家並が、次第に新しい家にかえられてきている 。

室津の町並 Ｈｲ ｊｾ ｊ， ｉｉ の町並 Ｇ ｊ よ ηＩ

イ也の瀬戸内の西国街道に誼かれた宿駅には 、大久保 、加 古川、 青

山など、古い面影を今に伝える町並が比較的良〈残っている。

養父郡の養蚕家屋、 但馬では、古い町並はほとんどうしなわれて

しまった。雪と季節風の関係であろう。だが八鹿から関宮への 9 号

線沿いにみられる養蚕家屋の集落は 、他に見られない独特の町並を

造りあげている 。二階または 三階の切手J の出般をもち 、赤茶けた大

壁に小さく 1mけた二、 三階の窓の家々は 、災図的である 。 この形5ず

は19世紀中ごろから盛んに建てられたり 、改造されたもので、さほど

古いものではない 。 も. ともと雪のために軒を市く造る但馬の民家で、

氏の77生のための入母屋を切妥屋恨として、小屋表を二、三階とし

て利用したものである 。 したがって一階の平面は平入の広間型また

は|川間取りを抜本としているし、正面の扱いも将通の民家とかわら

ない 。

淡路も古い UIT並がほとんどなくなってしまった。街道が東浦 ・

阿I1日とも海岸を通 っているから 、j瓜や j良が強いし、道路の拡幅が進

んだことも原閃である 。 そのなかで岩屋や福良にわずかだが残って

いる 。 また洲本は城下111) としての III H t11が残っていて 、古い 町屋もさ

がせばあちこちに散在している 。このほかに土生のように 山がせまり

平地がないから、急、な山すそに段階状に備に家が建ち並び、特集な

jif 主Jl を兄せている集部や、ぎっしりと家の立ち込んだ沼島の町並み

もある 。

以上が、兵庫県に残っている古い町並の概観であるが、篠山 をは

じめ、保存の良い UI T並が少ない 。 しかしこれらの IHJ 並も 、戦後の高

度成長のもたらした 、 自動車という小さな魔物の普及によって 、通

勤圏の拡大や工場の進出などがもたらされて、急激にその姿をかえ

つつある。これらの III T に{主まないわれわれが、そこのf主人たちに家

の建て従えを責めることはできない。 そのかわり、現在の古い家々

でも、新しい薄っぺらな建物よりも快適に生活ができることを 、具

体的 に示して 、協力を要請し、保存対策を社会全体の共同負担とし

て実施する必要があろう。そして、建築家としての立場から 、少な

くとも古い凹I並に調和できる家の設計を提供すべきであろう。それ

が、古い UIT並を生きたままで、後世に伝承できる最善の方法だと思

フ。

( たぷち としき 神戸大学助教段)
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- 第 1 :章 兵庫県の地主主特性3

中国縦貫自動車道について - 中間報告 -

斉 藤 昌 之

1. 夢の回廊

中国縦貫自動車道 ( 略称、中縦) は、 l吹田 ~下関間 542kmと言わ

れ、兵庫県下では全線開通し、岡山県の北房インターチ ェンジ まで

が供用されている 。中縦の l羽通は、とくに哀日本と大阪圏とを結ぶ

動脈としての機能を発揮しつつあり、全線開通した場合の“ 効果"

一 一時間距離の短縮、輸送量の増大等ー ーは計り知れないものがあ

ろう 。

県は、中縦と沿線の個々の開発計画を総合して、「揺磨内陸都市圏

構想」および「緑の回廊計画」を作 った。 “ 緑の回廊" とは、中縦

そのものについて言われることもあり、また中縦沿線に計画された

社会、文化、レクリ ェーションなどの施設を言う場合もあるが、総

体として「内陸都市圏構想」の一部をなしている 。

また、兵庫県下では、 “ 夢のかけ柿" と言われる本四連絡架橋や

山陽自動車道が事業着手され、これと述動・抜合して“ 夢" は限り

なく大きく広がってゆくかに見える 。 r高速自動車道が開通し、イ

ンターが出来、そして追いかけるように工場と住宅が来る 。」…

このような開発期待は、全く根拠がないわけではない。周知のよ

うに 、東名 ・名神自動車道の開通に伴い、相対的には低開発地域で

あった絡岡県や滋賀県に、内陸型工業が進出したことは、事実であ

ったし、 「新全総」や「列島改造論」は、高速自動車道によるネッ

トワークの建設と工業再配置を基本的な枠組みとしており 、 「ハイ

ウェーが、工場と住宅を乗せて走って来る」ことは 、疑問の余地の

ないところであ った。

このような状況の中で、中縦沿線の住民は、①所得が上昇し、②

地価l が高騰し、 ①地域全体が都市的になることを、 一般的な期待と

して持 った。 また、民間開発業者の期待も大きく、投機的要素の高

い土地買収が昭和45年頃をピークとして進んだが、その保有面積は

約 2 TJ ha に及ぶと言われている 。これらの土地取得は、東名 ・名神

自動車道の先例にも見られるように、大都市地域から拡散してくる

はずの工場や住宅などの受け皿l を、先取りしたものである 。むしろ

結論から先に言えば、内陸部の開発を優先させるために、 山陽自動

車道に先行して中縦を建設しているのであり、相応の開発が行われ

ないとするならば、中継の目算が狂うことに存る 。

中縦は、東名・名神とは異なり、低開発地域を縦貫する自動車道

として建設された 。瀬戸内沿岸の国道 2 号線、山陽本線および山陽

自動車道との関連では、地形的な制約もあるが、典型的なラダーパ

ターン( 悌チ型) とな っている 。 これを大阪およひー瀬戸内臨海との位

置関係で性裕付けすると 図一 1のような桃造となる 。 “ 大都市地域"

とは、常識的な怠味で、、阪神間への通勤可能な圏械を意味 している 。

“ 非大都市地域" 県下では播磨内陸地域に相当するー ーは、

“ 大都市近接地域" とそれ以外に分けられるが、播磨内陸部の主要

20 辿集と社会/ 1977牛 2 何百

な側面は、大都市近接型である 。

2. 播磨内陸都市圏構想

か こ いら ゆめさき い If ち〈さ

矯磨地域は、加古 川、市川、 ＩＭｾ［Ｚ前 川、 揖保 川 および 千種川 の五水

系を基盤として成立してきた地域である 。南部は、いわゆ る播州平

野であり、古来より播磨の中心地であり、姫路、加古川、高砂など

の臨海部には 、重工業が立地し、日本でも有数の工業地帯を形成し

ている 。 また東部は丘陵、台地であり、 北 および西部は中国山脈に

速なる老年期の山地を形成している 。

播磨の臨海部は、戦前から製鉄、鉄鋼、造船などの基幹産業が集

積していたが、戦後はこれに加えて、化学工業や電力産業が立地 し、

名実ともに“ 新産都市" として成長しつつある 。

播磨内陸部は、阪神大都市固とこの臨海工業地帯の後背地 として

の性絡を持ち、労働力と農産物の供給源であった。昭和30年代の過

疎化現象の中で、裏日本のような壊滅的な打撃を受けなかったのは、

臨海部からの通勤圏にあったことや相対的には都市的基盤施設が蓄

ｾｮ されていたことなどによるものと思われる 。 しかしながら、この

内陸部は、自力で成長をとげるほどには、カ hl を持 っていない地域

であった 。

しかし、今や「中縦の建設を契機として 、開発ポテンシャルを急

速に増大させ、近畿圏の今後における開発上の大きな焦点として 、

その相対的地位を高めようとしている 。J (昭和48年度報告書) とさ

れ、さらに内陸部の状況をつぎのように概観している 。

・当地域は近畿圏において都市化の高い可能性を持ちながら、未だ

進行していない最も広い地械の一つである 。

・中縦の建設をはじめとする地域の基盤整備の進行は、当地域の開

発ポテンシャルをいやが上にも憎大させている 。

・大都市地域内では、過密、公害など種々の都市問題をその域内で

解決することが非常に困総なことから 、拡散をはかろうとしてこの

地域に注目している 。

・これらの状況を先取りし 、n仰を あるいは投資をもくろんで多くの

土地買収の動きが進行している 。

・これを放置しておけば、これまで各地に見られるような開発のス

プロールを引きおこすことは必定である 。

・一方、地元住民は、経済活動の低迷状態から脱却したい ( 安定し

た職場の獲得、符産業の質的発展、農業の質的発展など) 、同時に

生活関連施設の充実をはかりたいという要請がある 。

・地主は、この動きに乗じて現金を握りたい。

・これらは、個々バラバラの要請であって、計画として具体化 しな

ければ、 開発は住民にとって逆の効果しか果たせないことになろう 。

等々であるが、なかでもインパクトの強い東播磨地域が注目され

たのは当然で、ある 。
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3 . 東播内陸都市圏構想

従来から 東橋磨の内陸部は“ 非大郎市、大都市近接型" の地域で

あったが、中縦の 開通に伴い阪神大都市圏に直接引き寄せられるこ

ととなった。 そのことを最も端的に表しているのは 、民間資本など

による沿線の土地 買い占めである 。東条 ・吉川地区など阪神大都市

圏に最も近接している 地区では 、民 間の手のついていない土地はす

でに皆無 という状況になっている 。また 、この地域の南部の三木 ・

小野両市は、神戸市のベッドタウン 的位置にあり 、民間の団地開発

が進んでいる 地域である 。

瀬戸内臨海部に直接接しているこの地域は 、ある程度の開発圧力

がありながら 、全般的 には都市化 が進まなか った。 その要因は 、①

阪神圏に結びつくような交通手段が欠けていたこと 、②相対的には

自立型の地方的小都市群を形成 していたこと、などによるものと思わ

れる 。

兵庫県は、 「播磨内陸都市圏構想」の共体化 を、まずこの東橋地

域で実 施 するものとして 、 「 東 揺 内陸 古 ｦｴ ｬ ｲｬ￭ 圏 桃 ｾｴ ｊ の実現に 力 を ｪ 主い

だ。構想は、この地域の母都市 ( 4 市) を既存の都市核とし 、かっ

インターチェンジの周辺 に集積される都市核を組み込んで、広域的

都市圏を構成しようとしている 。 この都市圏椛恕は、①各都市核が、

広域的 に述携することを前提として各都市が相応する機能を保持す

ること 、② 阪神大都市固とは相対的 に内立した都市圏を構成するこ

とを特徴としている 。図- 2 に示されるように 、中縦を軸として南

北 に展 開 する形 態 となるが 、 その 中 でも沌 ｾ ｮ . 社地区、吉川 ・東条

地区および三木 ・小里子地区で構 Ij友され るトライアングルは 、このI也

域のるt本的 な椛成要素と なることが予想されている 。

県および自治体のこの構想、にかける夢は大きく 、関連事業とされ

たものは、重点施策の一環として特別の配ぽを受けている 。 しかし、

中縦開通に伴ぃ新たに計画された 事業でも、未だ土地取得ができな

いものもあり、とくに工業団地や流通業務団地 などの基幹的胞設の

め ど

事業実施の目処は明確になっていない。

また 、この磁の構想、には常に付きまとう 問題であるが、民間開発

に対するコントロール手法を持たないため 、公共投資が、民間投資

の先行的受け皿作りに 陥ってしまう危険性を持 っている 。

4 . 行 政 の 対 応

この地域は、 一昔11が都市計画区域であるが、大部分は都計区域外

である 。土地買収のピークであ った昭和45年頃は、全く無税制の状

態であり 、乱開発を防止せよとの声が強か った。行政の本来とるべ

き措前としては、都市計画区域に編入し、規; t ; 11 を強化すべきであ っ

たが、 これは実現されなかった。 この代将えとして 、 「宅地造成等

規制法」による規制区域が指定された。 ，規制法」は、 “技術基漁

法" であり 、都市計画的見地や規制の手段を持たない法律であり、

規制区域指定の意味 も、本来の趣旨とは呉な っているが、乱開発を

防止するという観点からと った行政側の措置であ った。

また 、これと前後して県は、 'fJf J発指導要綱」を策定した。 この

要綱は 、都市計画区域以外 についても 、 1 ha以上の開発行為は「都

市計画法」を準用 しで承認を要することを規定したもので、 “ 要綱"

という 強制力 を持 たない制度ではあ ったが、 「国土利用計画法」や

「森林法」が制定 ・改正 されるまでの 問、相応の効果を上げたもの

と評価 される 。

5 . 今、何が・ ・

中縦沿線の民間買収地は相当な虫にのぼるが、今のところゴルフ

場以外の開発は予想されたような 進展を示していない。 ここ 3 年来
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のインフレ不況による経済情勢の悪化 が直接の原因であろう 。 また 、

ゴルフ場経営の中には、当面の金利負担分を回収しつつ、将来の窃j

併に備えている側面もうかがえる 。 また一方、期待された工場の進

出 も予想以上には進出 していない。 そのような意味では、当初の予

iJIIJ に反しで急激な変化は表れていないと 言 えるだろう 。

しかし 、このような経済情勢を最も深刻に受け 止めているのは、

民間の零細な 開発業者と先行買収地 を待 った公的団体 である 。中縦

沿線だけに限らないが、いわゆる“ 山林分譲" が大きな 問題になり

つつある 。 “宅地 まがいの山林" や“ 山林まがいの宅地" が法律い

っぱいのところで市場に放出 されてきている 。現在のところ 、県の

行政は有効な手段を講じていない。

一 方、前述の内陸開発情想に，Ｑ，Ｎｾついて先行取得した土 地 の処置は、

公的団体の悦みの樋にな っている 。中縦関連の諸計画は 、組長期的

な同途で実施されることが前徒であるにもかかわらず、それに適合

できる 制度的な枠組みを持 っていないからである 。事業在手しない

ことには金利分の資金運用も 収拾が符かないというのが、実態のよ

うである 。

6 . 中縦の落とし子

中縦椛悲! を 、県が公式に打ち 出 したのは 、fl tl 和45年であり 、本絡

的 な検討は昭和47年カ: ら始まり 、現在も続いている 。 この間に経済

社会' 情勢は大きく変わ っている 。 “ I百度成長経済" から “低成長"

Hキ代へと移行したと言われ、設備投資優先、11月発優先の声は弱くな

っている 。 また 、公害n: JJM.j などに対する 世論の認識 も厳 しくな り、

投機的 な ｬｊ ｾｧ･ が困 維 な状況も生み 出 されている 。

このような情勢の中で、中縦梢想自身が言 うように 、 “地域の良

好な環境を保全しつつ 、地域の振興を最優先する複合的 な地域計画"

が、 言葉のとおり実現されなければならない H寺代にな っている 。

兵庫県は 、国に先駆けて、 “環境JU響評価制度" を粂例化 しよう

としている 。 “地域の良好な環境を保全する. . ための一つの措置で

あり 、迎行そのものは積極的 に評価 されるが、吉11内では必ずしも 好

評ではない。 その理由の一つは、土地買収に先行してアセスメント

が実仰されるべきであり、 ロ収も済み 1)ト19を椛fE、が確定している段階

で適用しでも 、事実上は開発を 是認するか多少の修正を加 える程度

であり 、 膨大な調査をｾ胞する害 ｉｊ には効果を期待できないとするも

のである 。 また、 一定 ; Jc準以上のものは、 ful でも許可せざるを得な

くなり 、一砲の“ お墨付き " をうえるこ とになりは しないかという

立兄もある 。

また 、県は 、 “地域整備総合管理 システム" と呼ばれる、コンピ

ーターを 使用した情報処理 システムを昭和50年度からぬ討している 。

これは環筑; ; 診響評価制度と表哀をなす部分もあるが、広域的 な社会、

経済的諸条 件を重視している点、で、はより秘極的 な面を含んでいる 。

これらの施策は 、必ずしも“ 中縦の孫とし子" というものではな

いが、 “環境の保全ドや“ 地域の振興" が、 “高i車道路と工場団地"

の付録としてではな く、真正面から語られなければならない Hキ代に

さしかか っていることの証左ではないだろうか。

従来、 地域開発を考える場合、程度の差こそあれ都市化の方向

人LJ .t 段、人口の二、三次産業化、所得、 ? M.!( の増大など がプラ

ス方向 と考えられていた。 しかし 、この価値意識は徐々にではある

が変化 しつつあるように忠われる 。 また郁子行が、 無限の膨張エネ ル

ギーを持 っているかのように 比える 11;千代 も去りつつある 。

大郎市|遡の主要{ J ! l J面は、すでに膨燥することではなく、 |守fl1J (セ

ルフガパメン卜 ) せざるを得ない段階にきているのではないか、と

思われる 。 ( さいとう まさゆき J ;;I .lil'供述築郎総括f ¥'h仏車)



アンケートにあたって

「風土に根ざした建築へ」 と言 われて久しし 」 しか

し、一方において混乱した町と 建築が日本の都市を

埋めており 、風土に根ざした建築や町並みは未だう

まれていない。

一方、それぞれの地元設計事務所や建設会社は、本

来的にはある地域に責任を持つべきとも思われるが、

なかなか手を出し得ない現状である 。今回、兵庫県

下の神戸・姫路・尼崎 ・豊岡・三回 ・洲本の六市を

選ぴ、地元の股計事務所と 建級会社に末記の項目で

アンケートを行った。それぞれの地織の自 然や歴史

や文化、さらに生活環境に規定された風土性を建築

にどう反映すべ きなのか。その可能性はあるのか。

また 、それぞれの地犠での段酎事務所や建設会社は、

地減に根ざした活勘をや っていけるのだろうか。そ

ういった ことをや っていける条件は、どんなことが

あるのか。 さらに、兵庫県下の地域における 建築と

建築界はどのような現状 とな っているのか。以下、

アンケー卜を中心にまとめてみた。

アンケートの対象者は、兵庫県下の各地域を代表す

る地域中心都市より 、下衰の ごとく選んだ。神戸は

県下最大の都市、姫路は掲州の中心都市、尼崎は阪

神間の工業都市、盛岡は兵庫県内裏日本の中心都市、

三国は内陸の中心地、洲本は淡路島の中心都市であ

る。さらに人口規模により対象者数を変えている 。

回答状況は、 ! e'. 述式という こともあ ってあまり 集 ま

らず、若干回答者が少な かっ た点は残念であ った 。

( アンケート 項目は巻末を参照)

アンケー 卜対象者数と回答数

設計事務所 建 設業 者

対象者 回答歓 対象者 回答数

神 戸 30 13  30 7  

尼 崎 15  2  15  5  

姫 路 15 2  15  4  

三 回 10 2  10  l  

豊 岡 10  2  10  4  

洲 本 10  2  10  l  

合 計 90 23 90 22  
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兵庫の風土と建築・建築界 ;三:ui

一一 地域設計事務所・建設会社アンケー卜一一

1  . 風土に根ざした建築

風 土 に つ い て 、 こ れ ま で一 般 的 な 立場 か ら は い ろ い ろ 言 われてき

た が 、 物 的 な面 か ら 風 土 を 変 え う る 立場 に い る 、 建 築 家 や 建 設 業 者

は 、 ど の よ う な 配 慮 や 工 夫 を 行 っ て い る の か を 聞 い て み た 。( 表 1)  

最 も 多 か った 意 見 は 、 「 周 辺 の ま ち な み と の 調和 を 図 る 」 で 7 例

あ っ た 。 面下l い こ と に こ の 意見 は 、 神戸 市 と 姫 路市 か ら し か で で き

て い な い 。 こ の こ と は 、巽 人 館 ・酒 蔵 ・城 下 町 な ど の 街 のイ メー ジ

が 確 立 し て い る こ と 、 大 都市 の 街 並 み の 混乱 を 眼 の あ た り に し て い

る こ と の 反 省 、 あ る い は 建 築 家 の 意 識 が 建 築 単体 か ら 街 へ 拡 がっ て

い る こ と な ど が 考 え ら れ よ う が、 は っ き り し な い 。

つ い で 多 か っ た の は 「 自 然 と の 調和 」 の 5 例 で あ る 。 こ れ に 関連

して 、 「 緑 の 設 計 」 が 2 例、 円 切診 を 生 か す 」 が 2 例、 i j挑望 計 画」

が ｬ 例 あｾが 、 これ白いずれも 神 戸 市 からの意見であり 、他都 市 か

ら は あ がっ て い な い 。 こ れ は 、 神戸 市 が、 六 甲 山 系 と 海 に 挟 ま れ た

細 長 い地 形 上 に あ る た め 、 常 に 自 然 を 身 近 に 感 じ 、 また 1' 3 : 重なもの

通 )i l に対 す る 配

ri¥!:は 、 5 例 あげら

れ て い る 。 夏 む し

持 い 日本 で は 、 湿

担 を 除 くた め通 Jl l

を考 慮 す る こ と は

必 須 条 件 と な って

い る 。 と く に 豊 岡

市 で は 、 多 雨多 雪

・高 温 多 湿 の 気 候

条 件 の も と 、ま ず、

こ れ らの悪 条 件 を

取 り除 くこ と に 力

点 が置 かれて い る。

岡 市 か らの ア ンケ

ー トのほとんどカミ

防 湿 ・防水 ・排 水

・耐雪 性 ・冬 の 日

表 1 風土に対する工夫

工 夫 の 内 容 |旦|答数

l  まちなみとの調和 7  

辺周の 自然との誠和 5  

状和調 I也形を生かす 2  

j兄
眺望 1  

と 緑の設計 2  

通j員 5  

日H世 3  

2  
日差房 2  

自
台風、浸水 3  

ｾ Ｉ ミ
排水 3  

ｾ［ｬ［＠ Jl1ji !J 2  

況

耐雪 2  

メン テナン・ス l  

冬期工事の乾式柿造化 I  

色彩 2  

3  
進歩性 3  

設意図計

日本的感覚 l  

エキゾチ y クなふんいき 1  

明るい外観 1  

Jf3 をitgu占らしく 1  

芸術性 1  

4  騒音、振動、事故防止等

施工選択
腐食性のあるスチール製品使用 に

上

1;1: 目c[&

そ
外装は汚れの少ない 材料を l  

材の
新しい建築家像 l  

料 他 その他 21  
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神戸は、. 人口 136 万人を有し、全国第 6 番目の

大都市である 。

おだやかな瀬戸内気候のもと、六甲 山系と海に

挟まれ 、南斜面上に展開された市街地は、街の

いたる所から山や海が眺められ、また南北がせ

いせ.い数kmということもあ ってヒューマンなス

ケールを保 っている 。また、四季を通じて、笠

山・水泳 ・釣など身近に自然に親しめる街であ

る。こうした自然的条件が、他の大郎市との最

も大きな迎いであり、神戸のイメー ジをおめる

要因ともなっている。

しかし、神戸市全体からみれば、六甲山系以南

の市街地はほんの 1 害IJ にしかすぎず、その背後

に広大な 地域をも っている。それらは古 くから

の図園地主主 として固有の歴史と文化をも った地

域ではあるが、近年 、市街地に近い地区に は宅地

開発の滋が押し寄せ、ベ‘ ノドタウン化しつつある。

神戸の街は、古くから「務古の水門 J r大給困

の泊 J r兵庫の津」と呼ばれ、海上輸送 ・圏内

取引・大陸貿易の中心地としてー発展してきた歴

史を持 っているが、明治の兵庫開港後は、 国

際 i各部として，色、激な都市化を遂げ、その過程に

おいて外国人との接触を通じて外国文化の) ; 引停

をもろに受け、現在に至 っている 。

神戸の経済は、神戸港と密接なつながりを持 っ

ている 。造船、製鋼、機械、製糖、製粉、 ゴム

など神戸を代表するいずれの工業も 、原料 ・製

品の輸 ・移出入の {更 により立地しているもので

ある 。商業においても 、貿易商社、通信巡輸業

が活発である。 神戸の都心である 三宮、元町は、

外国文化の影響を受けて洗練されたセンスを持

っており 、とくに戦前においては、 「流行は神

戸から」といわれたものである 。

中偲管理部門や卸売業などは、隣に大 I淘都大阪

があるため充分な集積をみせておらず、こうし

たことが神戸の経済力の弱さとな っている 。

こうした歴史的 ・地理的条件のもとでのやl' 戸の

衡は、ア ンケー卜によれば「浴情紡」があり、

「モダ ンな香り」のする「健康で明る J <  r気

さくで持らしよい港町」で、 rlJlj 放的な生活感の

中に合型的な市民意識が融和して J r よいもの
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照 ・暖房 ・メインテナンスを考えた設計施工といった項目に集中し

ており、自然条件の克服 ・シェ ル ターとしての性能確保に最重 点 が

置かれている 。

また、尼崎市では、密集工業地という状況を反映して、「施工時の

近隣への騒音 ・振動の防止」など ( 4 例) 、 「外装は汚れの少ない材

料を選ぶ」などの 材料選択の問題 ( 2 例) などが最も多く述べられ

ている。この両市では、こ うした惑条件の克服が、風土への考肢と

して把えられている 。

設計意図の面からは 、色彩 が 2 例 、「外観はともかく、ディテール

やインテリアに日本的感党を入れる」や「エキゾチックなふんいき」

をもたせるという意見がある 。一方、 「郷愁を固守していてはその

都市の発展はありえない」とする意見もみられる 。 r進歩性」につ

いては、 他 にも 2例あげられている。また、「明るい外観 J r形を索時

らしく J r芸術性」 が各 l 例見られる 。 これら 、設計意図にあげら

れた意見はす べて神戸市 からの意見であり 、先 に述べた「まちなみ

との調和 J r自然との調和」などが多かったことを考えあわせると 、

豊岡市や尼崎市との遠いが明瞭になり興味深い。

その他 、「まず都市計画 による整備が先決」、「特別な HOW TO は

ありません」、「小{主宅の R C造の新しい形を考えてい る」などの意見

があげられている。
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風土は、われわれの先人達が営々として築きあげてきたものであ

り、風土を与条件として受け入れるだけではなく、これからどんな

風土を創りあげていくか、という姿勢が重要だろうと思われる 。 そ

れは、単に建築技術だけの問題ではなく建築精神の問題でもある 。

つぎの意見はそうした指向性をもつものとして評価されよう 。

「街を構成する ー要素のー っとして建築物があり 、ひとつひとつの

建物の外面的 なものと、その 内容および使われ方が街のイメージを

形成する 。人間の社会的活動のための場 を構成す る容としてその敷

地の立地 に応じた適切な使われ方がいかにあるべきか。 このことは

建物ができるためのさまざまな条件の中でクライアントの要求条件

を一方的に単に建築技術のみで消化していくことでは解決できない 。

今後の建築家の役割として最終段階の技術的処理にとどまらず、計

画立案に参画しうるコンサルタントとして幅広い職能が要求される

と思う 。」

2. 地域ドクターの可能性

質問内容は、若干、漠然としたものであ ったが、関心は非常にお

いものであ った。

1  ) 地域ドクターの可能性はあるか



であれば低抗なく受け入れ、惑いものは惜しげ

もなく捨てられる」気質を持 っている 。が、一

方では「港は、かつてのエキゾチ y クな零囲気

やドラ 7 はなく」なり、 「住民の気風も、土地

に似て明るいが軽薄で重厚さや緩大さに欠け」

「流行はあるが文化は不毛である」という声も

聞かれる 。

県青s である神戸市の建築界は、県下への影響力

をあまり持たず、むしろ東京や大阪からの進出

に折l されがちであり、昭和49年の神戸市建築文

化11: ・の受賞者は全員市外の建築家であったよう

に、大都市としては停滞している方に入ろう 。

神戸の街並みは、 代表的なも のとしては、 1難の

酒蔵 ・北野の異人館群あるいは御影 ・ジェーム

ス山などの優良住宅地 が残っているものの、多

くは戦災を受け、全体としては「無秩序な混乱

状態の街並み」と なってい る。

すぐれた自然条件をもちながらも、現在の建設

傾向は、中高層マンションや文化住宅の建設 ・

宅地の細分化・ 乱雑なミニ開発などによ っで、

既存の街並みを破壊する方陶にある 。 こうした

傾向は、地価の高いこともあ って 、ますます崎

長するものと思われるが、神戸をどのような街

にしていくのかという点において設計者や建設

業者の資任は重大である 。

の神戸の市街地

②三ノ宮センヲー街アーケード完成予想写真

(生田区三ノ宮町)

段計 :神戸建築股計事務所

幅員 1 1 mの道路上 1 2 mの高さにかかる立体

トラスのアーケード

③ T 氏邸(灘区赤松町)

④鈴蘭台ビレ ッジ( 北区鈴蘭台東町)

設計ー神戸建築位計事務所

傾斜地を利用した段状の共同住宅

⑤ 御影天神山コートハウス (東灘区御影山手)

設計施工: 戎工務底

⑥ 坂道から海が見える

⑦ 酒蔵( 東灘区)

③元町商庖街レ ンガ舗装:

都市・計画・段計研究所

エキソチ ッヲなイメー ジの再生復活

③近国幼稚園設計施工王子建設

⑬異人館 (生田区北野町)

。旧居留地 (生田区海岸通)

。にしむら (生田区中山手通)

役計施工 竹中工務庖
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表 2 地主義ドクヲーの可能性

F三

可能性
そうありた

ii り
い無が現理状で

ｉｾ＠

設計事務所 15  4  

必 要

無

無 し 回答

2  2  

dロh、

百十

2 1  

その可能性であ

るが、回答者 36例

中 28例 の 方 が 可 能

ど答えている 。

た と え ば、「設 計

業務の中で、おた

ず、ねのような 士也f或

の仕事は 、建築設計者の義務だと思います J ( A  Y  6 ) とか、「必然的に

そういった方向を指向せざる限り建築家の存在意義は薄れる 一途を

たどるのではないか。J ( A  Y  1 ) 、「建設技術者として直接できる社会

への奉仕貢献のみちであることは論をまたない 。J ( A  X  1) など、可

能であるというよりも必要だと述べられている。( 表 2)  

建 設 業 者 13 2  
。

7  2 2  

そのうち 、さらに現在すでに行っているとして、建設業者において、

「ホームサービス部」を設立した ( B X 1) とか、 f Nサークル」と

して活動している ( A X  6 ) といった意見が 2 例 、 また、「兵庫県では、

上 記 の 趣 旨 に 添 う べ く 、 官 民 共 同出資のもとに 、財 団 法 人 “ 兵 庫 県

住宅建築総合センター" を創設し、 … ー ( 中目的 … ・・積極的に協

力参加している 。J ( A  X  4 ) とか、「専業の設計事務所の任意団体であ

る兵庫県建築設計連合も 地 域 の 建 築 の ホ ー ム ド ク タ ー と し て …

( 中略) … 一 5 年前に発足している 。 ただ社 会 へ の P R不足で、ま

だ 十 分 お 役 に 立 っ て い な い が ・J ( A  Y  12) といった組織ができてきて

い る こ と を 紹 介 す る も の が、 2 例 見られる 。

一 方 、必要無しと答えているもの( ; ! : 、「現状では無理」を含めて、

8例 あ る が、 「私は、特殊建築物調査士の資格を持っておりますが、

それは、どういうことかと言えば、法的に言う持殊建築物( 病院、

百 貨 庖 、 マ ー ケ y ト、学校など) は 、定期的に検査の義務を課せら

れているにもかかわらず、それすら守られていない。 その結果が、

百貨庖の火災、雑居ビルの火災など列記すれば、限りがないb ま ず

そ の 方 が 先 決 で は な か ろ う か ? J  ( D  Y  2 ， C  Y  1類似) の 2 例 であり 、

さらに 、 「大変良い発想、であるが… … ( 中 略) … とくに現在の分

譲住宅などは、ひどいものである 。 このような建物は数年ごとに手

を加えることは、良くすることよりも直すことであり 、改 良 と 呼 ぶ

には程遠い 。J ( B  Y  1 ) とか 、 「ホームドクターも良いが、 … … ( 中

国各) ・…ー より良き環境づくりに設計事務所が参加できる仕組みを作

るべきである J ( A  Y  5 ) 、「修繕、改造等の工人が減少し ていること

により 、 相談 し た こ と が 実 現 し な い の で は な い か。J ( F  Y  1 ) 、「そん

な能力や権限が設計者にあると思われない 。J ( A  Y  8 ) 、「ニュータウ

ン建設途上にあり、 … ・( 中略) …. . . 現 在 担 当 す る 県 市 の 態 度 が 五

里 霧 中の状態と推察できる。そんな 中 で、意見として不通。J ( D X 1)  

などの意見が見られる 。

2 5  



姫 路

姫路市は、兵廊県西南部、播磨平聖子のほ l; f 中央

に位置する商工業都市。 r わが播州地域は、気

候、歴史、文化などは全国的に見て、まれに見

る住居環境にすぐれ ・・・・」と言われるごとく四

季を通じて浪l夜、 小雨の気候と石英籾面岩の償

出や、市川・ 4歩前川 ・揖保川 などが運んできた

土砂で埋秘された按合三角洲の地形の自然的条

件が主主 って'絞倉地帯となり、良質の工業用水に

恵まれたr . rs市である 。

また 、 「姫路市の中心部に国宝姫路城があり、

戦災で市の大半が焼けてしまったが、焼けてい

ない町並みは械下町にふさわしい 、ひなびた美

しいものがある」と言われるごとく 、白鷺城で

名高い姫路城は、市のどこからでも眺められ、

シンオf ルとなっている。

また 、城下町としての古い町並みは、お城の北

古1Iに若干残 っているが、ほとんど保存の努力は

見られず、市城の発展とともに、マンションな

どに少しづつ変貌していっている 。そうい った

古い町並みとは対称的に 、姫路駅からお城まで

の駅前通りに、デパートや事務所がひしめき 、

市の中心街を形成している 。 さらに、市域の南

西部に位置する手柄山中央公園には 、文化、体

育、娯楽施設が集中的に建設され、ぉ、械の周辺

の公園とともに、 f主み良い 中被都市 として、市

民の手近 lこ車止と忽いの場が建設されている 。

産業簡では 、飾磨 ・広畑などの臨海埋立地区を

中心 に、鉄鋼、紡縦、 機械、電気、食料品 など

が発達し、 ' 7 "j チ生産においては全国生産の 6

mlJ を内め、わが国第 5 の工業地・掃磨工業地恨

の中核 をなしている 。 さらに 、姫路は古くから

交通の要衝であり、国鉄、私鉄、道路 などの結

節点とな っている 。 そういった性格をそなえる

姫路市は、阪神 /It l とは 、また迷った一つの文化

圏を形成し、人口43万人としては、かなり大き

な文化ホー Jレや、体育館などをそなえ、近隣市

町の中心ともな って いる 。それは、建築界にも

表れ、 表 12 に見られるごとく人口が若手多い尼

崎に比べても設計事務所は、約 2f告という乱立

ぎみの状ィ兄が兄られる 。
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2  ) 地域ドクタ ー 化への条件

全体的に 、可能性があるという方向の意見が多いと思われるが、

それでは、どうい った条件が整えば可能であろうか。(表 3 )  

まず、建築家などの自覚ということで、 「建築家自身が自覚するこ

とJ ( A  Y  1 ) 、「個 人 の人間性の問題もあり … 一J ( A  X  2 ) 、「建築士

の地 域貢献意欲の宜の問題だと思います。J ( A  Y  2 ) 、「技術者の養成」

( A  X  7 )、「ただし、担当官公庁の人間性、従事する民間の人々のnが

問題である。 排除す べきは、①エコノミック性、②ー{立総たかり時

代と 言われる 非創造性、 ①建前と本音の分離相 反 J ( A  X  5 ) と5 例

あり 、逆に世間一般の認識ということで、「電気製品などとは別の品

物 で有ることを一般の人に認識してもらわなくては … ー (目的 … コ

( E  X  4 ) 、「可能性のある無しは、相談される住民の意識しだいと思

います。J ( A  Y  7 ) 、「施主の理解 J ( A X  7 ) 、「建築技術者、建築コ ンサ

ルタントの P R を積極的に行い、世間一般の認識を高め信頼を得る

表3 地域ドクタ ー化への条件

へ

タよ公共 党 建築
J桜 世

幸酬民 事
そ

( A  C Z  

l る IIII 

の 化業
虫図ｾ＠

の第団 家

σコ

方向 3  体
包守ナｾ＠

自主
縦[I)j でき

f合ロや

セ 等 の の

クに 自 ?忍 イヒる f也 主 計

回答数 9  5  5  5  2  26  

2 6  

ことが先決ではないかと思う 。J ( A  X  3 ) 、「問題はいかにして、 一般

の住民に自己の住まいへの技術的な関心を持たせられるか。J ( A X  1)  

と同じく 5 例 見られる 。

さらに、具体的な提案としては 、「事業化できる報酬の明確化 が必

要」と 5 例 において述べている 。 たとえば、「地域社会の人々で、設

計料、相談料を支払う認識ができることが必要 でbある 。J ( F Y  1 ) 、

「必要な条件としては弁護士のように技術的助言に対して 、経 済的

な評価が必要である 。J ( E Y  1 ) などが見られる 。 また、 一方におい

ては、逆に、営不1J を目 的 としないものとい った方向、つまり、公共

団体や第 3 セクターの方向が望まれている 。 I この行為が営利 と無

縁であること … … J ( A  Y  2 ) 、「営利を目的としない団体を作ること」

( A  Y  9 ) 、「相談料など、出資 が大でないこと 。J ( 8  X  2 ) 、 さらに 、

「… … ( 略) …ー そのためにも公的な方面や、協会などの奉仕団体

の指導と 推 進 が是非とも望まれる 。J ( A  X  1 ) 、「法的にそれをパ ック

アップすることが必要条件ではないかと思う 。J ( A  Y  1 ) 、「設計者の

団体と行政が協力することによ って 、き っと 建築設計の仕事が硝煙

的 に地 域文化 に貢献できることになると思いますし 、一一 ( 略) …・」

( A  Y  6 ) 、「資格に対する立法化と 、各市町村よりの助成金などによ

り、今の健康保険制度のようなものを 作り、 … … ( 略) … … J ( C  Y 2) 、

「…・・ ( 略) … … 設計業界 、施工業界 、一 丸となって常駐相談所を



尼崎

尼崎市は表 12でみるとあ、り、人口は54万余ある

が、一次産業の人口が極端に少なく、 二次、 三

次産業のウエイトの高い工業都市である 。 建 築

関係の数字をみると、たとえば同程度人口を有

する姫路市にくらべ、建設業者の数においては

あまり差はないが、設計事務所の数が非常に少

ないことがわかる 。 これは尼崎市が大阪、神戸

という大古s市にはさまれた位置にあるためによ

るのかも知れない。

周知のように尼崎市は、工業都市特有の生活困

維が全般的に顕在化しているところである 。 こ

の辺の問題に関係した意見には、つぎのように、

「今後は都市再開発や、工場団地 設置など進展

しつつあり 、緩慢 であるか環 境の改普ーが進みつ

つあるのでf主みよくなってゆくものと思う」と

いった期待をもつものがある。

また、新興の工業都市という名が与える 一般 的

なイメー ジの中で、見逃されがちな点として、

「歴史的にも秀吉ゆかりの寺、今はないが摩川i

城跡があり、 PIT としては古くからあり ・一」と

いったものや、 f. .. .・・市内北部にはいわゆる『武

庫之荘』という 地 名で代表される高級住宅街が、

また、各所に繁華街( 中央、 三和、 .t/u頼など)

がある」といった紹介がされている 。

そして市民性については、 「・・・・庶民的気 j瓜が

多く、中に入ると楽しめる街である」というよ

うなものがある 。

交通商については 、「東西軸は阪急 ・国 鉄 ・阪神

があるため便利で、あるが、南北輸の交通が不便

である・ ・・」と指摘されているように、南北 rJl の

公共手段は時間のかかるパスがあるのみで 、 こ

のことは、市域の南部と北部の結びつきを弱め、

文化的にも分断されているに近い状態となって

いる。当市の住民の多くも、この問題を都市重量術

上の大きな課題として考えているようである 。
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設けて、気長に P R すれば効果あると思います。J (E  X  2) 、「地域の

設計業務担当者を主体とする何組みかの単位グループを編成し、当

番制で行政官庁後援のもと常設無料相談コーナーを設置する 。J ( DY 1 )

以上、 9 f列が寄せられている 。

その他、「一度、相談することによ って、身動きできなくなるよう

な拘束性がないなどの運営面での配慮が必要と考えられる 。J (B X 2) 、

また、 「だれでも判る住まいの管理に対する小雑誌を作るべきであ

る。J ( A  Y  9 ) などの意見も見られた。

以上、全体を通じて言えることは、表 4 のごとく地域ドクター化

への目標のイメージとして「第 3 セクターイヒ」と「営業サービスと

して」の 2 つあり 、それぞれが、芽ばえらしき例もあげられている 。
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r 弁11土 の よ う な 報酬

と地位の明確化J

営 業 サ ピスとして

仕 事 と し て や っていける

もσ〉

(可 能 性 と し て の 芽 1;( え)

O ホ ー ム サ ー ビ ス 部

Q N サ - 7 ル

また、それに透する条件としては、「建築家の自党」、「世間一般の認

; 放」、さらに「公共団体、協会等の協力」、「弁護士のような報酬と地

伎の明確化」が必要である 。 これらの条件は、なかなか困維な面も

多いが、それぞれの地域での風土に恨ざした建築を育てていくため

にも、また地域の設計事務所や建設会社が、より 地域社会に貢献し

ていくためにも、今後、さらに追求していくべき方向と忠われるし、

その可能性が見られるようであ った。

3 . プレハブ化の問題

この問題について設計事務所に対しては「どのように感じている

か」を記述式で答えてもらい、建設業者には「営業上の問題」と「ど

う考えているか」についてそれぞれ選択式で答えてもら った。

1  ) 設計事務所の回答

寄せられた回答の内容を 、プレハブ工法などを支持するか、しな

いかという観点で大きく 4 つに分けると、つぎのようにな っている 。

イ) 積極的に促進すべきだ … ( 2 例)

ロ) 現在は問題があるが、本来の目標が実現すれば支持できる. .. .

(  8 例)

ハ) 支持できないが需要があるから仕方ない …・ ・( 5 例)

ニ) 支持できない・・… ( 7 例)

2 7  



①遺書事会館一一明治

県立畳間高畿の一面に建

つ霊岡市指定文化財

②玄武岩の石垣

玄武岩を積み上げて高床

とした民家は、盛岡でも

このあたり だけ。それが

積雪によるものか、円山

川! の氾遣によるものか定

かではなし、。

③盛岡市立文化ホール

円山川の河川般に建つこ

の建物は、雪国の陰うつ

なイメー ジを磁ろうとし

たのか、異色である 。河

川敷は駐車場と公園に利

用されている 。

豊岡

「山陰の小都」と 言われ、「明治までの城下町」

で、但馬地方l唯一の市 (人口 4 万 6 千) である 。

ここは「円山川 を中心にした盆地」であり、「古

来全域が沼地」であ った。気候的には日本海の

ｾｾ響をもろに受け、したが っ て「冬は寒＼ J 最

高時の積雪は 2 mに達し、底冷えがする 。夏は

「高温多湿で雨も多く」 “弁当忘れでも傘忘れ

るな" というほどである 。

山陰本線 を北へー駅下ると玄武洞公図があり、

さらに下ると 関西でも有数の城崎温泉がある 。

さらにパ y クには「山陰海岸固定公園を控える」

など、観光資源は豊富である 。 しかし、そのこ

とが盛岡の産業 ・経済 ・文化 を規制しているわ

けではない。市には観光用の宿泊施設も少なく、

交通網も北側とさほど密ではないし、経済圏も

他県、f也市の影響は少なく、 「強いて 言 えば阪

神方面よりも京都府との交流がある 」。 人口噌減

も、但馬全体では緩慢な減少傾向にありながら、

この笠岡ではほとんど横ぱいであ って、どちら

かといえば、表兵庫にあ、いて自立自営をかろう

じて保 っているといえそうだ。 したが って今の

ところ「自然破壊もなく J 、 「静かであ り住み

やすい」と言える 。

その原因は第一に地場産業にある 。柳行李から

発展した「鞄産業は全国の 8 書IJ を生産し 、その

生産額は 150 億円にも及ぶ」 。今のところ「大

手企業の進出もな く」、 「家内工業的零細企業

でも一応の生活基盤はあるが、若人を惹きつけ

る魅力に乏しく」、不況とイ ンフレの波に弱しミ。

第二 に裏兵庫の行財政 ・教育 文化の中心地で

もある 。 ｲｾ ＧｦｉＮＮＮ行財政の出先機関もそろい」、文

化教育施設も県立 ・市立を |悶 わず充実してきて

おり、実業高校! ; l : l ; i 1兵J i l i ではここだけである 。

「街並みもノ マリの都市計画に習 った区画で小さ

く形成され」、駅前広. r J ; ) に向かつて、商庖街を

メインとした 3 本の道路が放射線状 に延びてい

る。しかし、明治以前の城下町も、ほとんどみる

影もない。

個々の建築物は、今や歴史的風土や自然的風土

とは無関係に建設され、 「日照 ・通風 暖房に
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これを見ると現在のプレハブ工法を否定的に考えている例が圧倒

的に多い 。ニ) の支持できないという意見にはつぎのようなものが

寄せられている 。

「設計の必要がなくなります。」、「経済的効果のみに起因するあり

方には自づと限界があろう 。 すくな くとも 本来 の建築の諸条件を満

足するものではない 。」、 「人 間の顔がそれぞれ違うように、できれ

ば個性のある住宅の方が良いと思う 。」

つぎに、ロ) の「現在は問題があるが… … 」という意見が一番多い

が、 これは以下のような考えが出されている 。

「ノ、ウス 55の結実を見守ります。個 々のメーカ ーの技術開発の期

待よりも国の建築行政の一環として取り上げるべきである … … 」、

「… … 本来住宅の プ レハフ、大量生産方式は高水準、均質低廉、供給

の容易、そしてつぎの世代に 引 きついでゆける立派な住宅を目標に

したものである 。一方現在市販の プレ ハ ブのほとんどは営利追求の

ものであるのは今の経済機 構の反映 であろうが、かえ ってそのため

に需要も延びない。本来的な目標の プ レハ ブで開発にはも っと統ー

された研究事業でなければその解決はできない … … J ( A  Y  6) 、「大

量生産による長所を充分に出して下さねば結構だ と思います。 たと

えば安価になるために私達のような者( 低所得者) にもマイホームの

持てる、可能性ができてくるとか… … J ( A  Y  7)  

28 

一方 、積極的に促進すべきだという意見には、「現代 建築が生産に

属している限り当然と思われます。 むしろ積極的に今日の 問題 とし

て取りキ且ん でいきたく思っています 。J ( A Y  3 ) といったものがある。

2  ) 建設業者の回答

・営 業上 の問題

イ) プレハフe工法修得済み 、問題なし. . . . (  9例 )

ロ) プレハフザ工法修得してないため悪影響あり … … (無し)

ハ) 関係なくや ってわける、 問題な し・…・・ (13例)

・プレハブ工法についてどう 考 えるか。

イ) 歓迎できる …・・ ( 9 例)

ロ) 技 術 修 得 困 雌 …・・ ( 1  例)

ハ) 自由な仕事ができない … … ( 6 例)

ニj 満足のいく仕事ができない …・ ( 5例 )

以上の結果を見ると、営業上はさして問題ないようであるが、受

けとり方としては否定的に考えている例が多くな っていることがわ

かる 。

つぎに、その他考えていることについての意見を紹介してみる 。

「枠組工法は当初、 地方一戸建需要担当の大工 、工務庖の合理化、

近代化との建前で有 った が、現実には大手不動産業者の住宅建設へ

の独占指向的 システムとなり 、地方業者を下請労務提供下にお く結



対する計画に配慮する」穏皮に留ま っている 。

生活条件としての職種が複雑化すれば、建築に

おける平面計画も海然化し、自然条件に打ち勝

つ技術( たことえば、暖房、通風、防t昼、積雪荷重、

防水方法、基礎工法etc) が高度で多岐にわたれ

ば、 もう自然条件とは無関係の越を持った建

築 物 が と こ ろ 構 わ ず 建 立 さ れ る 。 そうして 一

度4庄壊されてしま勺た歴史的 J.tl土はもはや、 二

度と顧みられることはない 。

したがって、ここの建築界も、同じ 4 万数千人

の人口を有する他市よりも 、量的には一級 二

級とも設計事務所が多く、業者も比較的上位ラ

ンクに入るものもいるなど、地域に根ざしなが

ら但局地方の核となる可能性を秘めているが、

人円の i{') 加lも、産業柿造の変化も生じる 255誌は

少なく、したがって市内での建築活動にお、いて

は的にも質的にもその主体的力 1止を t{') )j 11 させる

可能性は希湾である 。 { 旦均一円を、京阪神から

の今後憎大するであろう観光旅行客のために、

tEt- -な観光資源を破壊から守りながらどのよう

にIJtJ 与をしていくかというそのときに、そこに :(f

住する建築関係者の力 lit が問われることになる

だろう 。

③ 兵庫県立但馬文教府

R C造にしては、自然と敵合している

方だが、イメー ジは全体的に暗い。

③ 但馬信用金庫

技術が自然を克服して近代的ビルが建

ち込んできた。ただ、ショーウインド

ウには地場産業の鞠が展示されている。

⑥ 緩崎の疎水ベり

玄武岩の石! j ! 疎水と、柳と、街路と、

木造 3 階の旅館。今、この水を汚濁か

ら守ろうとして、下水の暗渠工事が進

んでいる。

① 豊岡市立郷土資料館とその門

朽ちかけた江戸末期の大門とその中に

立つ大正の建物

③ 城崎グランドホテル

温泉街の中心から離れると高層のホテ

ルが目立つ。

9 日和山海岸

ここは嫌崎の温泉客の観光コース。大

ホテルも 2 カ所建ち込んできた。
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果となり … … 全く残念である。 J (A  X  5) 、「コンスタントな需一要 が な

い 限 り プ レ ハ ブ 住 宅 は 営 業 と し て 成 立 し ま せ ん。 プ レ ハ ブ メ ー カ ー

から代理庖の勧誘もあるが、莫大な保証金やノルマがあり、食指が邸j

きません。J ( E  X  2 )  

以上のように回答の多くは、 一 戸建 プ レ ハ ブ 住 宅 を 意 識 し て 、 経

済 的 な 側 面 や デ ザ イ ン 性 の 問 題 な ど に つ い て 語 ら れ て い る が 、 そ の

ほ か に 出 されている意見には、「但馬という土I也中肉、プレハブには問

題点、が多いと思います。第 一 に 雪 の 点 が 問 題 で 、あ ま り 良 い と は 考 え

られません。J ( E  Y  2 ) と い う よ う に 、 プ レ ハ ブ の 立 地 限 界 性 を 指

摘 す る も の も み ら れ る 。

全 体 を 通 し て み る と 、 現在 の プ レ ハ ブ 建 築 の 生 産 が 、 相 当 数 に の

4. 設計上、営業上もっとも力を入れていること

ま ず 、 設 計 事 務 所 に お け る 設 計 上 も っ と も 力 を 入 れ て い る こ と は 、

表 5 に ま と め で あ る ご と く 半 数 の 事 務 所 が 、 「 施 主 の 要 求 を 可 能 な 限

り追求し 、施 主 の 身 に な る こ と 」 を 上 げ て い る 。 つ い で 「 良 い デ ザ

イ ン と 構 造 」 の 追 求 と い う こ と で 、 た と え ば 「 釣 合 条 件 を 満 足 さ せ

て 紫 材 の 美 し さ を 発 揮 し 、安 全 か つ 長 く あ き な い 建 物 を 造 る よ う 力

を 入 れ て お り ま す。J ( F  Y  1 ) とか、「自然な無理のないデザインと構

造 J ( A Y  11 ) とい ったことなどがあげられている。 さ ら に 「 各 設 計 事

務 所 の 努 力 目 標 」 つ ま り 、「 と く に 商 庖 街 の 再 開 発 … 一 ( 中 略) …

地 域 の 街 区 造 り に 貢 献 す る 。J ( A  YI O) とか、「個人共同住宅を毎年つ

ぽ る メ ー カ ー の ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム の 中 で 行 わ れ て い る 仕

組 み を 整 備 し 、 統一 化 さ れ た 開 発 ・生 産 体 制 を 確 立 す る こ

と の 必 要 性 が 強 く 求 め ら れ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 建

設業者の立場からは、営業上の制約や、ものを造' I J 上げる

こ と の お も し ろ さ が な く な る の で は な い か 、 と い う よ う な

不 満 な ど が 基 調 と な っ て い る 。

表 5 設計事務所の設計上、営業上もっともカを入れていること

こ の よ う に プ レ ハ ブ 化 の 問 題 は 、 アンケート結果からも、

こ れ か ら 解 決 さ れ る べ き 課 題 を 多 く も っ て い る こ と を 硲 認

できるように思われる。
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① 三国学園旧館木造校

舎一 明治から大正初期

市街地から隠れた丘陵

地。池と松林に固まれ、

明治をしのばぜる。

② 三田市街地

南西の丘より市街地を

眺む。

③ 九鬼邸一大正期

鹿取町のふもと、和洋

折. の変わった建物。

これだけがぽつんと残

されている。

C! 1/l 1l 町のまちなみ

三田で量も高舗の住宅

地、車の侵入でどんど

ん変わっていくが、土

塀だけ l孟残そうとして

いる 。

⑤ ゴルフ掲

レジャー開発の進む中

で. 瓦の大屋根 lム 雄

大な丘陵地に適してい

る方だ。

二回

「神戸市街地より六甲を隔てて約25kmの距! 維にあり、北部東部に、撚高

500- 700mの山々を望むのに対し、南西宮11は 300 m以下の丘陵地とな っ

て、おおむねゆるやかな銑地を形成している 。 その中央を、多くの支

流を集めて武庫川が北西から東南に向けて縦断して」いる 。 r気 候 は 比

較的温暖で、冬でも 雪 の積もることは少ない J 0  r ここは文化的にも歴

史的にも特筆すべきものはない」が、古くから知られている 三 回米は、

この武庫川を舟で下り阪神間に運ばれたという 。 だが、その面影はもう

なし、。 ただ l品業用の潟池だけが無数にこの広大な丘陵地に散在するだけ

である 。

ここはどちらかといえば、大阪圏に属している 。県 下21市中最も少ない

人口 ( 3 万 5 千) ではあるが、産業別就業人口は第三 次産業が急泊して

卜 y プを占め、第一 次 産 業 は二位に落ち込んでいる 。 一方「丘陵地であ

るための水不足 」と、交通網の不備のため tF，二 次産業としての工業は盛え

る条件を備えていなし、。 しかしながら通勤聞としては大阪まで国鉄一柄拘 l

山 線 で 1 U寺間 15分、神戸新開地まで判戸電鉄で、50分であり、阪神 間への

「出かせぎ」が噌加している 。 そうしたことから生活全般は「田舎の訓

に物価l が市く、都心部と比べて余り大差はない」。

したがってここの建築界もまだ基盤を持つに至 っていない。 設 計 事 務 所

も建設業者も数少なく 、本来の業務から離れ「零細な多角経営とな って

おり、阪神間の外人部隊にほとんど依存している 」状況である 。 今のと

ころ、水不足と「市の 6 割程度が市街化調整区域に入 っている J ため 、

「工場誘致や宅地開発が規制されている」が、やがて図霊能に直面してい

る「北摂ニ ュータウンの実現に向けてダム建設がなされ」、上下水道が完

備され、そして福知山総が被線になれば、 「一定の社会問題が生じてく

る」。 つまり前述の傾向はますます助長され、完全に大阪圏となり、その

ベ ッ ドタウンと化すことだろう 。 そしてそのことが必ずしもここの建築

界の発展に紫がらない 。 大手建設業など外人部隊が動き廻り 、中寺錯すべ

き自然的風土も歴史的風土もないだけに、それらにつちかわれるべき粕

村的風土も都市化されるのに従順で、ここの建築界が一 定の自立した地

域性を備えることは困難なことだろう 。

近 年 、 ゴ ル フ ブ ー ム に 乗 り 、 絡 好 の ゴ Jレフ fJ;) として、丘陵地が次々に開

発されてきたが、これも阪神間の日帰りコースとしてのレジャーランド

にな っている 。 さらに「宅地としては一 等地である廿からの屋敷町」も

数少ない歴史的街並みとしての孫ち必きは破壊されつつある 。 やがてス

プロールの焦点となるに違いない三 聞も、今のうちに適切な全体計画を

持たなければ、心ない宅地開発と車に破話題され、第二 の宝塚となること

だろう 。
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づ け た い 。J ( 8  Y  2 ) とい っ た 、 そ れ ぞ れ の 設 計 事 務 所 の 今 後 カ を 入

れ て い き た い こ と を 述 べ て い る の が 7 例 あ っ た 。 そ の 他、経 済 設 計

に|刻 す る も の 4 例 、 充 分 な 設 計 期 間 を 取 る こ と や 、 「 設 計 期 間 の 厳

守J ( A  Y  4 ) と い っ た も の が 4 例 あ っ た 。

つ ぎ に 、 営 業 上 で の も っ と も 力 を 入 れ て い る こ と を 見 て み る と 、

設 計 事 務 所 で は 、「過去 ・現 在 の お 客 様 を 大 切 に す る 。J ( A  Y  4 ) とい

っ た意見が、 5 例 。 さらに「“ 営業" と呼ぶような活動はしないが、

強 い て 言 え ば 打 ち 合 わ せ 設 計 現 場一 一追 跡 調 査 と い っ た一

連 の 活 動 そ の も の が 営 業 活 動 で あ り 、 そ れ ら へ の 総 体 評 価 が つ ぎ の

営 業 へ つ な が る も の と 考 え て 重 視 す る 。J ( A  Y  1 ) な ど の 「 良 い 仕 事

を す る 」 と い う 例 が 3 例 、 他 に「苦手で、苦労している J ( A  Y  2 ) な ど

4 例 が あ っ た 。

一 方 、 建 設 会 社 に お い て も 、 表 6 に み ら れ る ご と く 「 建 設 業 に と

っ て や は り 『信 用 』 と い う 基 盤 に 立脚 し て す べ て が 成 り 立 つ た め 、

安 全 顧 客 の 開 発 と 高 品 質 な 施 工 と に カ を 入 れ て い る J ( 8  X  1 ) と い

っ た 意 見 が 回 答 者 の 半 数 以 上 に 見 ら れ る 。 さ ら に 、 工 事 コ ス ト を 低

減 さ せ る 努 力 と 、 一 方 に お い て は 適 正 請 負 額 の 維 持 が 、 4 例 述 べ ら

れ て い る 。 その{ 也、 各種 資 格 の 取 得 な ど に よ る 信 凶 の 向 上 を は か る

も の な ど が 見 ら れ る 。

以 上 、 全 体 を 通 し て 感 じ ら れ る こ と は 、 や は り 「 施 主 の 要 求 を 可

能 な 限 り 追 求 し 、 そ の 中 で 良 い 仕 事 を 行 い 、 信 用 を 得 て い く 。」とい

っ た 堅 実 な 方 向 が 見 ら れ る よ う に ， 忠 わ れ る 。

表 6 建設会社の営業上 もっ とも力を入れていること 表 7 設計事務所での建築技術の向上方法
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洲本

兵 庫 の 最 大 の離島、 淡 路 島 は 、花 とミルクとオレンジの品として広〈知ら

れ、周囲 170kmに及ぶ白砂育松の海岸線を有する: h k ij 野地で 、瀬戸内海国立

公 閣 の 最mms に位誼 している。この島の南端、西淡町 の 鹿野 総原は、年 11:1

l': ，'( 、

50万 人 の 観 光 客 が抑 しかける、その IIITの「命綱」であり、以南端のド 'J 山奇

1三J誌の他台跡、またそこから眺める1 I，f. l門 海 峡 は 年 IUJ60万人が訪れるな ど、

京阪神一円からの観光私ーは年 IUJ 500 万人に達する 。

「気候は温11変で、季節風は掃磨灘より東へ吹き、冬場はきびしい」。また「毎

年の台風の通路」にもかかわらず、案外被害は少ない。

洲本はその京海岸にあり、大阪湾 lこ面している 。 ここは市に 三熊 山 ( 海

より隆起) 、 .J tに丘陵よりなる断M! 也，jlFの 中央に洲本川が大阪湾にJ主ぎ、

ｲ 中村 ｩ 層、 ｩｴｾｭ 層から形成された平野である 。

ここは人 1. 4 71 4 千からなり、このぬのy. の人，1を有する工業 ・商業の

小心地 である 。 品全体としては、必ｾ Ｎ 水産業が主であるが、ここは、

阪神 間 との海 七輸送」二の窓口として、また 、東海 岸 の 国 道28号線の E芸術と

して、大企業が進出 し、 クレーンが立ち並ぶようになった。

| 打来こ のぬは徳島務に属し、明治以後、兵庫県に編入されて、文化の伝

捕 は 、 人 ・建物とも入り混じり、戦後「阪神間lの文化流入はー段と激し

くなり、生的はしにくいところ」となっている 。 400年の伝統をもっ淡

路人形芝居( 国指定無形民俗文化財) も、大阪商人に守られて発展した

文 楽 と 迷 って 、 今 は も う 細 々 と 生 き て い る だ け だ。 「国道28号線も通過

交 通 」 で 、 洲 本 以外 には「利益はない」し、人円流出も S，45年から 50年

の 5 年/ l fl に淡路全域で、 5 - 6 % 、洲本 市 でさえ減少傾向にあり、過J b R ! 也

h或とな っている。

. i l l 築も変わった。 観光ブームでホテル 国 民m1号・民 街 な ど が350- 360

軒主主ち並び、京海岸は商業の中心として近代ピルが乱立する 。 r 旧幕時

代の城下町も 三 カ所ほど、その面; ; 杉を留めているにすぎなしり 。 洲本 ・

三原地域に点花する農家だけが、 「今なお旧来の述築方式に ｉ ， ｾｉ 執してい

る」が、「在来の特色を残 しつつ、現代 生 活 に 合 わ せ て ど う改善するかが

問題点、として工夫の必要な点、」である 。

今後、 神 戸 ・鴨 川 ルートの本/ l q述総体U"rUi や 淡 路 縦1' 1 : 道路、鉄道など、大

Ｑ ･Ｒす ｊｾ 業が ｻＱＱ［ 進される中で、 一 定のインパタ卜が ｉ ｊｦｉわり 、 「阪神のニュー

タウンとして、住宅建築でも多くなるかもしれない」が、そのことが、

必ずしもここの建築界の経済的、技術的発展を招くとは限らなし、。なぜ

ならここの建築界は全体に小規模で、公的にも少なく、どちらかといえ

ば阪神間の技術に負うているからである。しかし別の側面では、個々の

地域に限らず淡路全域に影響力を持 って活動が定者しており 、一 定 の 地

域性を有する不能性を秘めているといえる。

liiJ 述の大型事業が推進される中で、淡路の優れた海岸線 ・緑地空間 ・自

然 産 業 ・文化遺産をどう生かすかの環境アセスメントを、今後ここの建

築家と淡路f主民が、責任を持って与えていく必要があるだろう 。

① 県立淡路交化会館瓦屋根が多い反面、

この建物は、地中海的環境にふさわしい。

② 沼島雌島総合開発センヲー

高調量匙築般計事務所

兵11:県. 南端、古い伝鋭を持つ厳島。今

は老人とヰコが目立つ。

@ 寺院本宣 教見段計司匝務所

寺院も R C進で建つようになった。

④門崎 ・砲台跡より鳴門海峡を眺む

数年後、鳴門大織が架かる 。

ＨＵＭ， ｾ立淡路高 毒 事者館学院 明るく強い日

差しを意降してか、ルーパーが小気喋よ

も、。

⑥ 洲本市内を見下ろす。
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l  

5 . 技術力の向上方法

設計事務所で、の建築技術の向上方法としては、 表 7 に兄られる結

果とな っている。 内容を見てみると、どれも常識的なことのように

辺、うが、ふり返 ってわれわれ設計にたずさ わるものとして、この中

のどれができているかと考えてみると 、 なかなかできていなし、 。こ

の回答においても 、各設計事務所で、平均 2 項目をあげている結果

となっている。今一度、 J支術力の向上について考えてみるのに 、 な

かなか参考になるチェ y クリストと言える 。

方 、 建設 会社 における技術力の 向 上方法については、 表 8 にま

とめられる 。設計事務所と建設会社とでは、同じ技術力と言つでも

一方は設計 、一方は施工技術ということで、大分 違 ってくるが、建設

表 8 藍 童会社での建築労働者の技術力向上方法
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会社では、「良質な下請業者の総保と育成」の面と、社員の技術力向

上方法が含まれている 。 これらの項目も、設計事務所と同じく常識

的なことが多いが、回答数も少なく、設計事務所の回答と比べても

あまり充分には取り手且まれていないようである。

6. まとめ 一一建築界のかかえている問題点

ある地域の控築界が、 そこに一定の縄張りを持って 、責任あ る仕

事をできる状況にあるのかとうか、また、その地域に恨ざした主体

性を備える可能性があるのかどうか。

ここではアンケー卜の全般にわたって概観してみたいと思う 。

1  ) 可能性の条件

イ. t也減の多様性があるか

兵庫は“ 11 本の縮図" だとよくいわれる 。 その原因は、 500万県

民という匡11本の大きさだけではなく、各アンケ ー トからうかがえる

ように、各地域の多様性にある 。 たとえば、 1 月にもなれば日本海

側の山間部は 2 mを越す雪 に埋もれるが、 一方南の島、淡路では、

ノk 仙 や菊が花ざかりとなる 。 その多彩な変化と特t ' t こそが、兵 庫 の

特色を形づくり、自然条件だけでなく、社会的にも、歴史的にも、

多面性を示してきたといえる 。

北海道、 Ｊｾｴ 、北陸地方に類するのが「但馬地方」、関東内陸が

3 1  



「播磨の内陸」、中部内陸が「丹波地方」、東海道メガロポリスに

相 当するのが「阪神 」 、中園地方瀬戸内海岸側が「播磨の臨海部」 、

九州 ・四国が「淡路」といった縮図が成り立とう 。

ロ. 風土に根ざした建築への指向

その地域で実 際 に創る側は一体どのように考えているのか。アン

ケート 結果は、回答数が少ない中でも、都市部では周辺や自然との

調和に配慮し、地方では 自然条件の克服 に努力がなされているとい

った、違い を見せている。さらに単体 としての建築をどうとらえ、

全体としてのその地域の風土をどう創りあけ‘ ていくかといった全体

的視点の芽ぱえもうかがえる。こうした指向が、 実際の創る行為の

中で どう具体化されているかは写真の中からは判然としないが、少

なくとも、意識の中での指向の芽ぱえは感じられる 。

地元建築界の活動範囲の調査( 巻末リスト参照) は十分ではない

が、一部を除いて 、ほ とんどがその市内で建築活動を行っている。

地方の建築界 がそこ で縄張りを待って 、風土に根 ざした建築を創っ

ていくには、まだまだ困難な条件はあるが、ここにもその兆しがう

かがえる 。

ハ . 地域ドクターの可能性

この点に関する論評は前記と重複するので省略するが、建築家の

社会的、経済的基盤が整い 、何 らかの公共機関が真に住民のための

行政を行える状況になれば、その可能性は十分にあるといえる 。

二. さらに良い建築を創る指向性

ここでも、後で述べる困 ｾｦｧ な条件が大きな障筈とな って 、“良い建

築" を創る指向性があるにもかかわらず、十分な力が発揮されてい

ない現状で、ある 。 i 設計に対する 一般の認識の不足」 、 「官公庁の

設計料の入札制度」の不備、 「施主 ・設計者 ・施工者のチームワー

クの不足」、「時間的不足」、「経済性や機能性のみの追求」、 「設計

者の人格、技術力不足」が障害であって、大きな立場にたって 、「後

の世代にまで受け継がれるべき文化遺産」であるとか「建築家も市

民もともにあらためる必要」とか、 「市民の理解と協力ではじめて

作り得る もの」といった意見は 、今後、建築家の建築活動のあり方

に大きな問題を投げかけている。

2  ) 困難な条件

一方、建築界のかかえている問題も多様で、ある。 表 9. 10にあげ

るものは「現在、も っとも 不満に思 っていることはどんなことか」

に対す るアンケートの収録であり 、 このことは兵庫県に限ったこと

表 9 設計事務所の不満
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表 10 建設会社の不満
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ではないが、特異な問題も含まれていると思う。

以下に、ア ンケ ー卜結果に基づいて採 って みる 。

イ. 建築界の社会的 、経済的情況

設計事務所からみると 、その社会的 ・経済的な基盤は薄いといえ

る。たとえば「建築士の社会 的 報酬 や地位が低い」 と答えたのが 8

例、「設計料のダンピング」に不満を持つものが 4 例 と回答数30例中

121列もある 。

なかには 、「良心的 な設計と営業的な設計とのジ レンマ」 、「世の

中の仕組みが複雑化 して 、振 り廻される傾向 は残念」などといった

矛盾をかかえ、一方「一般社会で設計料は、施工業者の負担と考え

ている」とか 、 「設計の意義に理解が少ない」、さらに「法規に合

うことが設計と考え 、これに対する報酬しか考えていない」といった

純主との価値観の相違を訴えている。また、 「設監料の入札で底な

しの所が多い」 、「立法化 して基準を設けるべき」といった設計料の

ダンピング傾向、「同和関係 で設計に参加できない」といった社会的

問題も含んで、いる 。

建築業者においても 同様で、ある。 i 不況イヒの競争激化に よるダン

ピング」に不満を持つとの回答が 6 例、 「物 価の不安定」が 2 例、

さらに「官公庁の発注の不公平」からくる経済的不満が4 例 と回答

数28例 中 12例もある 。とくに「発注減 による受注難のため、極端なダ

ンピン夕、が行われ、 自分で自分の首を締めている」とか「一般経済

界の不況の影響はとくに激しく、 一…・ ( 中間各) ・・ … ・よって政 治的不

況対策の推進につき、建設省なとe の地方業界の積極的援助策」の 必

要を訴える 、 といった経済的不安定を示している 。

さらに「実力 、経歴も浅いのに政治力 を使って官公庁の仕事の指

命を受け、常識はずれの値段で落札して … ・」といった過 当競争が

招く“ ゆがみ" や、 「受注量の減少していく今日 、各市 町 がモンロ

ー主義を打ち 出 し、・ ・…・ (中略) ・・・・ ・・(市 IITT外 の) 他業者 の締め 出

しをはかっている。また大型工事 については 、地方業者 でできる 工

事にもランク付けが有り 、指名参加できない状態で、 中小企業の業

者は、上下からの圧迫を受け、ますます経営が困難」といった深刻

な問題、さらに「大手建設業にかたよらず、中小企業育成の・一

( 中目的 … ー処置はないものか」など、官公庁の発注の不公平を訴

えている 。

設計事務所にしても、建設業者にしても、そのおかれている経済

的情況は きわめて厳しいものがある 。

回答数

31  

回

公ω  

数

28 

表 11 大手との関係

① 大きな仕事をとられ営業 ｉ ＭＮＮ ｾｮｳ［［ Ａｾ 特がある

@  仕事上の競合はなく、 ［ｾｪＧｾ はない

。 下請♀どの立場で技術上の向上が得られる

@  その他

11 

6  

4  

l  

浜坂町居組浜町の

岡本源次郎宅現状

平面図

提供 ; 黒田1担正

5m 4 3 2 1 0  
( 兵庫県教育委員会)



表 12

総人口
産業日1) 就業人口 (45. 10.  1)  

設計事務所教

建(4設9.業6者1)数

市
(49.6. D  

(50.10.1)  

第一次 第二次 第三次 一級 二級 大臣許可 知事許可

神 戸 1，360，530 13. 458  224.830 370，073 397 151 88 4.185 

尼 崎 545，762 2，202 138，272 131.319 84 57 35 1，634 

姫 路 436，ω9 15，512 86、163 95，644 127 126 25 1，341 

国 35，261 5，073 4，294 7. 709 5  11 
。

149 

豊 岡 46，211 6，167 6，741 11 ，091 16 30 3  180 

洲 本 44，135 5，451 6，527 12，029 9  12  3  167 

明 石 234，905 3，976 43，392 47，332 38 22 4  458 

西 宮 400，590 2，409 63，930 106.470 94 40 9  820 

芦 屋 76，211 202 9，452 21，610 19 158 

宝 塚 162，622 2，642 19.449 34.532 18  11 373 

伊 丹 171.979 2，121 38. ω3 34.029 33 22 6  419 

)11 西 115，771 1，484 17.969 19，582 12 16 223 

木 55，730 4.629 8.658 8，255 7  12 192 

野 40，578 4，488 9.157 6，644 5  9  106 

加 酉 50，167 8.419 11 ，447 7.215  4  15 155 

西 脇 38，109 1，791  11 ，569 7，571 2  21 
。

141 

加 古 川 169，297 2可874 32 町ω4 24，652 31  15  2  397 

iIi 砂 77，080 1，669 lι 127 13，015  13 9  185 

竜 野 39，644 3.938 8.479 6，801 13 14 116 

赤 様 49.583 2. 鈎O 11. 364 8，658 10 39 2  161  

相 生 42，∞7 1，511 10.988 7，508 8  23 
。

103 

市内合計 4.192.271 93.006 7ω. 995 981.739 945 656 187 11.663 

部部合計 799.639 154.922 139.601 138.649 85 730 23

1 /  

総 合 計 4.991.910 247.928 920.596 1.120.388 1，030 1，386 210 レ/

口. 建築界のアンバランス

表 12から見るように、一級設計事務所の地域間格差は、非常に激

しい。総数 1，030 件に対し、神戸市だけで38.5%、阪神 1ft] (村i 戸、

尼崎、西宮、芦屋) にすれば57. 7% を占め、その偏重を端的に示し

ている 。 また一級事務所は21市で92%、残る広大な郡音15で 8 %。一

方二級事務所は 、21市 で47%、郡部で53%と、逆の現象をきたし、都

市部から隊れるほど、 一級事務所と二級事務所の件数は逆転するの

がわかる 。

業者についても全くといって良いほど閉じ傾向がみられる 。 こう

したことは、郎市部から離れるに従って、零細化の傾向を示してい

るといえる 。 しかしながら都市部において、業者や事務所が巨大化

しているとは必ずしもいえない。事務所はアンケートの回答におい

ても 、その乱立による過当競争の現状に普段しているし、業者にお

いても、大臣許可を受けた業者は 200 件に満たない。 さらに大手と

の関係におけるアンケート結果では、 表 11 より の と答えたものは11

例もあるように、全国にまたがった大手建設業者に営業上の不利益

をこうむ っている 。 このことは、兵庫県に限らない問題でもあるが、

こうした小規綴な零細化を強いられていく傾向は、兵庫の建築界の

基鉱が厚いということではなく、経済的に不安定な基盤が多いとい

うことである 。

ハ. 建築界の技術力向上の困難

アンケー卜結果は、つぎのような技術カ向上の困難もあげている 。

設計事務所からみれば、 「優秀な技術者確保の困難」と答えた例は

3 例、 「調査 ・研究 ・勉強ができない」の回答が 2 例、 「良い仕事

がとれない」が 3 例、合計 8 例ある 。 これは経済的条件との相乗関

係もあるが、なかでも「… ・・・優秀な者ほど独立して …・・ ( 中田各) …

設計事務所を創り 、それが過当競争の大きな因になっている」のは

見逃せない事実であろう 。 さらに「調査 ・研究の資金不足」といっ

た経済的要因からくるもの 、 「も っと地域に密着した仕事に参加」

したいという技術力向上意欲を示したもの、さらに.は、「建築教育不

在を経由した新卒生( 大学 ・大学院)J といった現在の教育のあり方

に問題提起した例もある 。

一方、建設業者も 、 f .J:支術力不足」が 2例 あげられ、とくに「若

手技術者の研修不足や熱度不足」に手を焼いている。 さらに品且織上

の問題として「若手社員との思想的合意の難しさ」や「中堅技術者

との対話不足」といった企業内部としての意志統一の不徹底が見受

けられる 。

ニ. 官公庁に対する不満

指導的立場にある官公庁も否定的側面を持 っている 。設計事務所

は「指導の峻昧さと緩慢さ」を 4 例示し、 「建築法規の抜雑化と社

会的ず‘ れ」を 2 例示している 。指導上の問題で、 「前任者との行政

の仕方が違 って」困るとか、 「行政当局の責任回避と建築士の責任

の過大」などなかなか痛烈である 。法規の点では「あまり細かすぎ

て、行政指導も建築そのものの良否に無関係 なことばかり」とか、

fJ 彰式上の綿密さにもかかわらず現実の変化に対して多くの矛盾」

を示している 。

業者は、「画一的法的規制と現実のギャップ」を 3例示し 、前述の

「発注の不公平」では 4 例あげている 。 f 地方自治体の現実に合わ

ない」とか、 「行政能力の欠陥」、さらには「惑いものはチェック

できるが良いものができない」とい った不満を述べ、 一方では「官

庁の理解と援助」を期待している 。

3  ) 今後の課題

今まで概観してきたところでは、兵庫の建築界がその地域に根ざ

した主体性を備える状況は、一方では地域の多様性や、その風土

に恨ざした指向性、あるいは地域ド クターに対するとらえ方、等々

の面で可能性を秘めており 、一方、経済的条件、社会的条件、そし

て政治的条件、さ らには主体的力量の点で、しかも多岐にわたって

困維な条件をかかえているといえそうだ。

今後の課題として しかもこれが最も問題を複雑にするものだ

が一一ーこの兵庫県ではさまざまな大規模プロジ ェク卜があり 、それ

が、個々の自然、個 々の歴史、個々の生活、そして個々の人間に一

定のインパク卜を加え、変えていくことだろう 。 中国縦貫道路( 緑

の回廊) 、本四連絡架橋、北摂ニュータウン、芦屋浜開発、こうした

大型の開発のもたらす結果について、正確に予測することはきわめ

て困難である 。最ー近流行の「アセスメン卜」とやらも、利益を生み

出す効果の追求には熱心だ ったが、マイナスの効果については、は

なはだ心 もとない。開発がもたらす災厄は、生命や健康への脅威だ

けではなく、われわれの生活様式や生活意識にまでひずみや害義を

持ち込んでくる 。 こうした細かい点の予測を、あらゆる分野の科学

者の多面的協力のもとに、その地域の住民と地元の建築家がともに

考えていく必要がないだろうか。

風土に根ざした建築とは 、そ うした生活機式や生活意識に支えら

れ、そこの自然や歴史を心から愛している住民や建築家に受け継がれ

ていくべき筋合いのものではなかろうか。

3 3  



4 建設業者・設計事務所共通のアンケー卜質問項目

・貴社( 賓設計事務所) の活動範囲はどうし、った地

域に及んでいますか。 ( ここ 2 - 3 年 の 工 事 金 額 の

多少により大体の都合を書いて下さし、)

i ) 本社( 設計事務所) の所在する市 約 割

ii ) 兵庫県内で市外 約 書PJ

ili) 兵 庫 県 外 約 審j

・貴社( 貴E宣言十事務所) の請負う工事( 対象建築物)

のうち多いものから順に 3 つ下からお選び下さい。

( 多い、少ないは工事金額や種身の手間のかかりぐあ

いなど全体的な感じで考えて下さし、)

1寸" " 1i I " ' 一一 一 1 Ｒ 位 ｾ ｲ すを 了 一 一一「

一 戸 建 住 宅。文 化f主宅。 マンション。 公 的 住 宅 ( 市

営など) 。商 底。 インテリア。事 務 所。工 場 ・ 倉 庫。

宿 泊 施 設。学校・幼稚園。 医 療 施 設。土 木 工 事。 そ

の 他。

・費社( 貴俊富十事務所) の所在する市( 地域) はどの

ような風土と言えるでしょうか。特 に 自 然 環 境 ( 気

候、地形、歴史、文化) 、建築環境 ( 建築、衝なみ、

街 道) 、生活環境( 住みやすさ、生活しやすさ、働き

がい) のうち特長のある点や誇りを持っておられる

点についてお書き下さい。

・そういった風土の中で建物を 建 段 (1宣言十) される場

合、どのような点を工夫したり考慮していますか。

どんなことでも数多くあげて下さ L、

・貧社( 貴Z量針事務所) の所在する市、またはその周

辺で、貴社の建設ぽ宣計) された建物、あるいは、

他の会社の関係された建物から特に風土にマッチし

ていると思われる建築を 3 点、また 、 良い作品だと

思われる建築を 2 点選んで下さし、。

・営業上 ( 設計上) もっ ともカを入れていることや、

建築労働者の技術力( 建築技術) の向上の方法はど

のようなものですか。何でも自由にお書き下さし、。

・現在、仕事をすすめていく上で不満に感じられて

いることはどのようなことですか。

・ある大学の建築の先生は 「住 ま い に も ホ ー ム ・ ド

クター制度を J ということで住まいを人間の身体に

たとえて、住宅をいつまでも快適な状態で維持しよ

うとすれば、人間と同織に住宅にも専門家の診断・

予防・治療が必要であること、そのためにも、自分

の家のことをよく知っている大工さんなど、すなわ

ち住まいのホーム・ドクターを確保することが重要

だと述べておられます。 この考えをさらに発展させ

て、それぞれの地歯車の建築事務所や建築業者の人た

ちが、地域ドクターとして、住民の相談や、また一

つ一つの設計業務の中で、地域文化に貢献 で き れ ば

と思いますが、そのような可能性はあるでしょうか。

また、このことのために必要な条件があるかどうか

お寄き下さし、。

設計事務所アンケートリスト

て::

2  

所!I 人位 活動革m川 ( %)

内 外 市内 市外 M外

A  Y  1  I  4  
。

80 10  10  一戸¥l!住宅

。
2  5  

。
60 30 10  Ｇ ｉ ｉｉｾ 所

'ヤ 3  37 
。

60 35 5  教 ｦｻ 縄 ｊｾ

"  4  13 
。

36 64 
。

教f I 砲投

"  
5  

。
30 20 50 一戸注住 宅

宅診

6  
。

50 50 
。

J ' 注住宅

"  7  
。

20 20 60 事務所

， 
8  3  

。
60 30 10  ←戸挫住宅

"  9  5  
。

81 18  -}' 也住宅

"  
10 30 4  30 30 40  向車ピル

今 II 20 2  30 50 20 '11侍所

今

12  15 
。

70 15  15 ｊ ｉ ＱＱｾ 所

"  
13  28 7  20 60  20 ｩｾＨｉＢｊｦ ｬＺＧｩＺＺ＠

日Y 1  I  2  
。

25 10  65 - マンンョン

"  
2  2  

。
80 20 

。医棺施設

c、l 17 
。

40 50 10  牧f I 施設

"  2  8  
。

80 15  5  一戸建住宅

D Y  1  1  2  
。

60 40  
。

ード也住宅

"  
2  2  30 10  60 工2品

1，:  Y  6  
。

10  80 10  '11傍所

"  2  
。

60 30 10 ｬｦｩ ｩ Ｈ 市芭 ｊｾ

F Y  1  1  
。

70 30 
。

- p 述住宅

争

2  6  
。

20 80 
。

一戸挫住宅

34  

4建設業者へのアンケート質問項目

・費社の社員の人数は何名ですか。

i ) 連 設 業 務 鑓 当 者 名

( うち土木担当者 名)

ii ) 事 務、 営 業 担 当 者 名

iii) 上記のうち他都市の出張所などの人数 名

・貴社には設計担当組織がありますか。

イ. ある( 設計担当者数 名)

ロ. ない

・費 社 の 仕 穆 で土 木 工事 の 割 合はどのくらいですか。

イ. ほとんどない。

口. ある程度あるが建築工事の方が断然多い。

ハ. 建築工事と同じ程度。

ニ. 建築工事より多い。

・あなたの市にも大手建 設 業 者 の 手 で工事が行われ

ることがあると思いますが、大手難者の地元での活

動についてどう考えますか。

イ. 大きな仕事をとられ営業上悪自信響がある 。

口. 仕事上の競合はなく、影響はない。

ハ. 下請などの立場で技術上 の 向 上 が得られる 。

ニ . そ の 他 (

・住宅などにプレハブ工法や枠組笠工法などが普及

してきましたが、営業上どのようになっていますか。

イ. プレハブなどの施工技術を修得しているので在

来工法と問機に仕事ができ、営業上問題はなし、。

ロ. プレハブの施工技術をよく修得していないこと

などで営業上悪影響がある 。

ハ. プレハブ工法に関係のない仕事で十分やってい

けるので問題はない。

・前!eのプレハブ工法の普及についてどのようにお

考 え で す か。

イ. 工程が合理化でき、工期と手聞がすくなくてす

み、歓迎できる 。

ロ. 妓術の修得が困鍵で、技術者の警成に手聞がか

力、る 。

ハ. 大手プレハブメーカーの系列に入らざるを得な

くなり、自 由 な 仕事ができにくくなる 。

ニ. 土地柄や、伝統、普からの材料などを生かせず、

満足のし、く仕事ができなし、。

ホ. その他、お考えのことを何でもお書き下さい。

4 設 計事務所へのアンケート質問項 目

・あなたの設計寧務所の所員の人数は何名ですか。

名 左 記 の う ち 、 他 都 市 の 出 張 所 に 名

・現在、一方では プレハブ住宅をはじめとして、 工

業化による大量生産の方式が多くなりつつあります

が、このことをどのように感じられますか。

・その他さらに良い作品を生み出してい くにはどう

すれば良いでしょうか。 また、何が障害となってい

るか、どんなことでも自由にお. 書下さし、。
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八木主建E築設宮針十司事E務F所斤 側母倉工務庖
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今回の企画を終えて

昨 年 9 月に、日本建築協会兵庫支部で兵庫特集をく

むということで企画したわけですが、企画内容の決

定が遅れてしまい、原稿執筆期間やアンケート回答

期間に“ しわ寄せ " がいき、執筆して下さった方や

回答して下さった方身には誠に申し訳な〈思ってお

ります 。

しかしそれにもかかわらず、執筆者はもちろん、ア

ンケートの場合も多くの方 4 より熱心な 回答をいた

だき 、 とくに、ほとんどが記述式にもかかわらず、

詳細に記入されており、私達も身のひきしまる思い

でまとめさせていただきました 。本当にありがとう

ございました 。

ただ 、私達、未熟な者ばかりで、まとめに際して、

意味の取り遣いや間違いが多 4 あるかも知れません

が、何とぞよろしくご跨恕下さいますようお願いい

たします 。

なお、本企画に際しましては、神戸大学の嶋田勝次

先生、兵庫県斤の上原正裕氏、竹山清明氏、神戸市

役所の垂水英司氏、田 中直人氏、増淵畠利氏、児島

安夫氏、さらに本箆編集部のみなさんにご協力を得

ましたことを 、E志上をおかりして、あつくお礼申し

上げます 。

筆 者 ( 順不同) 黒図達雄( 兵庫県営繕隷)

船弁美彦( 神戸市住宅局)

稲 毛 政 信 (神戸市住宅局)

笹原和喜男 (神戸市都市計画局)

建設業者アンケートリスト
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鋼構造柱脚部の固定度

その 1 鋼構造柱脚部の実状 について

中 島 茂薦

の 定 着 長 さ 不 足 ・ A. Bt納 部 の 付 着 物 ・ 補 強

筋、 A. Bt の相互間隔がせま過ぎる もの

以上のほかに基礎コン クリート自体の問題、

基礎と地悠との関係も固定度に影響する 。

• A.Bt 、ナ ッ トの実状について

鋲総業者で加工された A. Bt について、数年

前に材質などの調査をした。現在も大きな変化

はなく、その結果 2) と合わせて現状を記す。

i )  A.  Bt の軸径 J I S B1178 基礎ボルトに

錦構造物の構造設計をおこなう際、柱脚部の よると納径25mm以下で、は、許容差 が::!: O.  5 mmで、

支持条件を仮定して、骨組の応力分布を求める あるが、細引き鉄筋使用 のため全体に細く、 16

が、とくに低層建物においては 、仮定と実状と mm以下て、許容値をこすものもある 。

の固定度の相違により、骨組の応力状態に与え ii ) ねじ精度 J I S ではメートル 3 級と指定さ

る影響は大きい。近年、構造物の解析は長足の

進歩をとげ、詳細な研究がなされているが、鋼

柱と基礎とを結ぶ柱脚接合音sの研究は、欽とコ

ンクリートとにわたる異種材料情lの接合部でも

あり、余り進歩がみられない。柱脚部は上部構

造からのカを、安釜に基礎に伝達しなければな

らない重要な接合部であるが、不良施工 1) に陥

りやすい困難な接合部でもあり，固定度は施工

状態と関連し明確ではない。柱脚部を i経視した

ために生じた災害例 2) は数多くあり、: h1近の地

3)4)  

震 、台風、竜巻などでもその被害 が報告され

ている 。 そこで鋼精造柱脚部の実状に ついて紹

介する 。

- 施工状態からみた柱脚部の問題点

写真 1 は、鉄骨建方中に倒壊した建物の柱脚

部であるが、種々の問題点がある 。通常、柱脚

れているが、試験 した A. Bt はすべて切削 ウイ

ッ トね じであ った。最近、 32mm以上の太径はメ

ートルねじが多いが、それ未満ではウイ y トね

じも多い。限界ゲー ジによる合格率 を表 1 に示

す。細引き鉄筋から切削ねじ加工したため、 A.

Bt の合格率は低い。写真 2 はね じ部を投影器

で拡大 したものであ るが、制径ではね じ精度が

かなり低下する 。最近では 16mm以下で、転進ね じ

が多くな っているが、切削ねじは注意を要す る。

ii i ) ナ ッ ト 冷悶，熱間，抜きナ ッ トがある 。

抜きナ ッ トは座面が水平で、なく粗雑で19mm以下

に用いられる 。最近では、 19mm以下に冷問ナ ッ

トが多用され、熱間ナ y 卜は16mm以上のボルト

に用いられる 。表 2 は各社のナ y 卜高さを示す。

J I S では納基準寸法の約 0. 81告であるが、細径

用に高さ不足が多い。

iv )  A.  Bt  (5 541 ) とナ ッ トの材質 ロ y クウ

昔日はアンカーボルト ( A . Bt )、 ベース プレート ェル硬度試験の結果、 A. Bt はH RB 65- 80で、

(B  . pl ) で構成され、固定度に関係する要因と ナ ッ トは熱悶ではHRB70- 80に分布する 。冷問、

して、 B . PI 下街と基礎上面との聞の変形量は 抜きナ γ トは加工硬化 し約20程度硬さがI留す。

とくに重要である 。中小規模の施工中の鋼柱脚 図 1 は A. Bt 納部の引張強度ヒストグラムを示

部の調査をしたが、施工の悪いものに比較的共 す。 S S 41規格値を満たさない組悪品もあり、

通する事項について、 B . PI 、基礎上面、 A .Bt  

に大別して問題点をあげる 。

i  )  B .  PI • A.  Bt の位置ずれにより再び穴

をあけたもの( 鉄骨加工の問題点として、 B. PI

の溶接ひずみ、柱軸に対する B. PI の垂直性、

A. Bt 用穴の過大などがある)

ii ) 基礎上面 ・まんじゅうの位置す‘ れ、大き

さ不統一、不整形、レベル不揃 . 建方中にま

んじゅうが破壊 . 後詰めモルタルが充分に詰

められていない( まんじゅうの高さ不足や均し

モルタルの沈降、収縮などと関述)

iii )  A.  Bt ねじ部、ナ ッ ト、ワッシャ - ・A

.  Bt の埋込み精度不良によりナ ソ トがかからず

ねじ先端にねじ部を溶接、ナ ッ ト下にパイプの

切端や太径用ナ ッ トなどを挿入後ナ ッ ト締め、

ナ γ ト下の遊びねじ長さ不揃、ね じ音11 を含む車曲

部の強制的曲げ加工、 A. Bt 振れによるナ ッ ト座

面の間隙. ねじ音11養生不良 . 一重ナ ッ ト

. ナ ッ ト締付力不統一 ・ B. plの過大穴あきに

ワ ァシ ャーなし . ワ ッシ ャーの形状不良

iv )  A .  Bt 輸部、定着部 .  A.  Bt のかぶり厚

さ不足( コンクリート表面に亀裂の発生してい

るものが多いが、建方中! こ A.Bt lこワイヤーロー

プをかけることによるものが多い) ・ A.Bt

これは無規格品を使うため である 。

v )  A.  Bt の引抜 試 験 図 2 の治具 により、 一

重と 二重ナ ッ トの引抜試験をした。図 3 は荷重

と試験機のヘ ッ ド間の変位虫との関係のーイ列を

示す。一重ナ y トでは、ねじ山部の曲げ、せん

断破域により 一山づっ引き抜けるものが多く、

表 3 に引抜破壊を した割合を示す。二重ナ ッ ト

では、いずれも、ねじ谷部で破断する 。A . Bt

は強度上はもちろん、ゆるみ防止の点からもぜ

ひ二重ナ y トにすべきである 。

置 ま と め

主主脚昔日は不良施工に陥りやすく、固定度は施

工精度と密接に関連する 。 A. Bt は細径のもの

に粗悪品が多い。 A. Bt の詳細な規格化 (検査

法を含む)、そして柱脚部の施工精度に関連した

固定度の綿密な研究がのぞまれる 。

1 ) 鉄.rH-""造物の不良胞工 の実態 とその背 景 建 築 雑誌

1976. 3 pp. 190- 192 

2 ) 鈴木・中島他鋼構造柱脚部の現状 とその問題点

路工 No.68 1972. 4 pp. 75- 92 

3 ) 新潟地震 によ る鉄骨建物の被害状況調査報告u

J  S  S  C  vo l. 3  No.22 1967 pp. 53- 57 

4  ) 特集 / 十勝沖地震 災害調査報告 J S S C  vo l. 4  

No.32 1968 

(なか しま しげ とし 大阪工業大学建築学科講師)
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図 1 ボルト輸部の強度ヒストグラム

図 2 引抜試験治具
。一重ナ y ト 二重ナ y 卜

図 3 荷重 一変位 (へ y ド問) 曲線

表 1 ウイ ット4級並目限界ね じゲージによるボル ト.

ナットの合格率(%)

36 32 28 25 22 19 16 13 9  

ナット 1 7 1 9 6 9 3 9 5 9 6 9 9 8 5 5 9 8 1 8 9

表2 各社のナ y ト高さ一覧一一数字は軸径に対する値

， ｾ ＳＸ＠ 36 32 28 25 22 19 16 13  

ヰ討
9  

A 一 一 一 一 一 O.770 O. 782 O.  513 O.  625 ー

B 一 一 一 一 0. 797 O. 801 0.753 O.  732 O.  775 

C  O. 782 O.  775 O. 818 O.  816 O. 973 O.  528 O.  593 O. 783 

010. 795 - 0. 795 - 0.831 - 0，830 - 0. 776 

ｅｾｾｯｾｯｾｯｭｯｷｯｭｯｾｯｲｮｯｭ＠

F 一 一 一 一 一 一 0.810O.  813 O.  708 O.  944 

G  10.  803 O.  785 O. 816 O.  790 O.  834 O. 847 O.  864 O.  720 O. 712 O.  904 

表3 一重ナット引妓試験の引き抜けたものの割合

川38 36 32 28 25 22 19 16  13 9  

%  I  22 13 42 17 8  39 39 67 17  53 

法 集と社会/ 1977年 2 月号 3 S  
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蓄熱そうの計画

吉 村 武

蓄 熱 そ う の 応 用

蓄 熱 そ う を 利 用 す る 場 合 、 つ ぎ の 4 つ が

あげられる 。

① 熱の需給のアンバランスの解消と負荷

の平均化。( たとえばヒ トポンプ、熱回収

方 式 に お け る 採 熱 時 間 と 冷 暖 房 時 間 に ず れ

があるとき)

② 熱源機器のピークカ y トによる容虫の

節 減 、 間 欠 的 な 定 格 負 荷 運 転 に よ る 効 率 の

向 上。

① 深夜電力の使用が可能。

④ 将 来 の 負 荷 噌 に つ い て の 対 応。

しかし蓄熱そうを用いるとき、つぎの欠

，点カずある 。

① 水そうの構築資がかかる 。

② 開 放 水 そ う を 用 い る と き は ポンプ水頭

の地加と 、水質の悪化。

① 夜 間 運 転 移 行 に よ る 人 件 費 の 噌 大。

夜空名そうでは通常、水を蓄熱に利用する 。

た と え ば 1 m
3  

(1，000kg) の 水 温 が 3 deg 上

昇する間に利用できる熱立は3，000Kcal であ

り、 1 USRt ( こ相 当し、 200m
3

の蓄熱そうを

フルに活用したとして 50US Rt の 冷 房 負 荷

を4 時間分をまかなえる 。( 1 U S Rt= 3，024 

Kcal /h)  

蓄 熱 そ う の 大 き さ

ある建物の 1 日の冷房負荷の変化の状態

を示したものが図 1 で、 1 日に消費する熱

量 は 3，144，960Kcal で、このとき冷凍機容量

は最大負荷 125 U S Rt とする 。 このとき冷

凍 機 の 負 荷重軽は10時 間 運 転 す る と し て 、

3，144，960/3，024 X  125 X 10= 0.  83 

このとき蓄熱そうを利用して、冷凍機の

運転時間を 161 l 寺問とすると、冷凍機容品は

負 荷 率 100% として、

3，144，960/3，024 X 16= 65U S Rt  

i軍事i H寺l聞を 20日寺間とすれば、

3，144，960/3，024 X 20= 52US Rt  

が冷凍機容量となる 。

蓄熱そうの必要容盆は、蓄熱完了時の他I

内温度と放熱時の温度差、つまり利用温度

差により変わってくる。

いま 16時 間i軍事E 、65US Rt として 5 ー 10

℃、 すなわち温度差を 5 deg とすれば、

(3，144，960- 3，024 X 65 X 10)  /  (10- 5  )  X  

1，000 キ236m
3

また温度差を 5 - 12.C すなわち 7 deg とす

れば、

36 l . I! ?i ! i と社会/ 1977 i
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(3，144，960- 3，024 X 65 X 10)  /  (1 2 - 5  )  

X 1，000キ 169m
3

20時間、 52US Rt とすれば 5 degで、は315mヘ

7  degで、は225 m
3

となる。( 水そう内の最低

水 温 は 5 .C ぐらいで、一般的には 7 - 8 .C  

のことが多く、空調器からの還水温度は12

- 15.C 、実用上の最高温度は20.C ぐらいで

ある)

水そう内に蓄えられた水のもつ熱量はす

べて有効に利用できるとは限らず、いわゆ

るミ死に水とや温E芝差を有効に利用できな

い場合や、蓄熱中に生じる熱損失( 冷水そ

うは10% 以下、温水そうは20% 以 下 が の ぞ

ましい) も考慮して水そうをいくぶん大き

めじ作っておく必要がある。

蓄 熱 そ う の 効 率 ( 蓄 熱 効 率 ) は 建 物 の 地

下水そうを利用する場合 、一 般 に は50- 70

% ぐらいとされている 。したがって前例に

対して仮に60% とすれば、 65US Rt 、16時間

運 転、5 deg差とした場合必婆な蓄熱水そう

の 容 量 は 236/0. 6- 393m
3

となる 。

蓄 熱 効 率 はa) 水路に誘導板を設ける。 b)

水そうを浅く、水路の仕切を多く、述通管

を増して、対角線上に置く 。 c) 水そう内に

かくはん織を設ける、等により 80% ぐらい

まで改善できる 。

蓄 熱 そ う の 配 置 ・ 繕 造 ・ 配 管

水 そ う の 形 式 と し て は 密 閉 式 と 開 放 式 が

あり、前者はポンプ7 ] < 頭を節減できる平IJ点

はあるが、余り大容訟のものには不適で、

一般 に は 建 物 最 下 部 の 床 ス ラ ブ と 基 礎 床 板

との空間を利用する開放式が多く用いられ

ている 。

水そうの内部は蓄熱運転に有効に役立つ

ような水の流れが必要で、多数そうの場合

は図 2 (a)( b)のように述通管の位置を考え 、

7 ] < の流れを配I在、する。単水そうのがJ 合 は 間

に隠壁を設けたり、7 ] < かくはん機を取りつ

けることもある。

また図 2 (c )に示すように空 気 述 通 管 、 排

ノ' ] ( 用述通管 、マンホール 、照明用コンセン

トなども 3支ける 。

蓄熱そう上の床スラブは、表面温度が周

囲の露点温度以上になるよう床の厚さや断

熱材を決め、 一般 に は 熱 通 過 序 はl. OKcal  

/h  ' m' ・deg 前後とするこ とが多い。側面な

らびに底面については、周囲の土じようの

本分の多い所では、断熱をl J i 厄す所がある 。

図 3 (a Xb )にその例を示す。

蓄 熱 そ う の 配 管 は 利 用 す る 水 温 が一定 で

あることを必要とするか否かにより 図 4 (a)

(b) となる 。

( a )の場合、冷凍機l!!1J の水1止が空調号制1J よ

り多いと、水そう内の流れは点L線の方向と

なり、蓄熱述dii に支障を来たす 。 また(b)は

白並 Ｑｊ 制御装置により低 ｩｾｍ ＡＡＱ ｊ とお撮刊 Ａｉｊ の水を

適宜混合して 一定値に似つ方法で、 一般 に

はこの方式が多くJ l J ｾ、られている 。

{ よ し む ら た け る 大 阪 府 立 点i上 占 工 業 高 校 教 諭)

1251  USRT 

100 

50 

125US RT 

10 12 14 16 1  B  20 22 24 時

一ー 1日時間一一___，

一一一一一一16時間一一一一→

一一 20時間

房負荷と蓄熱

医平三E 主主ヨヨ

排水連通管75-150ゆ

(cl構 造

図 2 蓄熱そうの一例

水そ う側 _ . / モルタル (2()nml

'  メタ J レラス

V 代れさ登記ち盟主豆s::::- )レーフィン 7 2届

ム4ラ4 ザ" " 壬ムι 台以ミ¥ー 25mmフ有一ムポリスチレノ2届

/ /  / /  / /  / /  11 " モルタル (2加 m)

t  // // // / / 一一一一コンヲリートスラフ (5ωm以上)

図 3

(al鐙 ・床の断熱

(bl天井の断熱

蓄熱そうのく体と断熱の例

(a l 冷水温度を一定に

する必要のない場合

M 1自動制御弁

(bl 浄水温度を一定に

コントロールする場合

図 4 配管例
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埋込ぐいの高止りに

ついて

貝 戸 俊 一

1 . 高 止 り の 定 義

くいの先端支持カを十分に確 保 す る た め

には良 好 な支持地盤への根入れが十分( く

い径の少なくとも 2 - 3 倍 ) で な け れ ば な

らなしミ。打 込 ぐ い の み のH寺代にはなかった

高止りとは最近公害問題発生とともに急速

に発展 ・開発されてきた無音 ・無 振 動 工 法

のうちプレボーリングおよび中堀工法など

の 埋 込 み 工 法 に よ っ て く い 本 体 が tJ f f i さく深

さよりも浅くにしか掃入 ・枕埋で、きなか っ

た場合であって、その差が高止りi l l ; となる 。

くいが高止りをした場合 、プレボーリング、

中堀り等いずれによ ってもその部分の地盤

は荒れていることになり 、地 質 調 査 時 点 に

おける支持カ特性は大幅に劣化しているこ

とには 間違いない。なおピヤぐいの場合は

スライム堆績などで表されることになる 。

2  高 止 り は ど う し て 起 こ る の か 。〔図 1)  

1  ) プレポーリングの場合

a)  掘さく子L中の排土が完全で、あればよい

が、通常はオーガーなどで掘さくするため

先端支け層である砂れき部分の排土は閲覧ft

である 。

b)  掘さく中に掘さく 況 が 曲 がって、 くい

の掃人ができなくなる 。

c)  孔 の iiil 腹 、沈積物によ って掃入ができ

なし 、

などが考えられる 。

2  ) 中堀の場合

この場合は掘さく機の先端が通常くい本

体よりある程度の長さ先にでているため、

その差が高止りすることが考えられる 。 た

だしこの工法の場合はくいとともに沈埋さ

していくため、前記。、 dのケースはない 。

3 . 高 止 り は 許 容 で き る か 。

原則的には高止りは許容できない 。 たと

えわずかでも高止りがあれば、 3ゼ端支持力

が大幅に低下する恐れがあるからである 。

そのためには打撃や圧入によ って堀さく深

さまでくい本体を下げてやることが必要と

なるが、 一方、このようにすることによ っ

てくいの紛傷、設備の巨大化が起こるとい

うことにもなる 。

そこで特別の対策を施した場合は 、 ある

程度の許容値を採ることが可能となる 。 た

とえば〔セメント ・ミルク注入工法〕の均

合、 図 2 にあるように、支持府への恨人れ

長と恨同め溶液の充填長の関係を多数の級

事年試験結果から決め、高止り許容f直を設け

ている 。

4 . 高 止 り は 予 知 で き る の か。

プ レポーリング工法のようなぬ合、くい

を婦人してみなければ高止りが分からない

というのは大変や っ かいな問題である 。 く

いが短いＮｴｾ合は引き抜いて再度姻さくを行

えばよいが、長くなると ( とくに継ぐい)

ヲ| き抜けなくなるし、またくいに矧{ 拐を生

じる 。 これらの問題解決にはいろんな手法

があると思われるが、「セメント ・ミルク i主

人工法〕の場合、筆者の考案した 図 3 のよ

うな測定器を用いてこれが予知と対策がで

きるようにしている 。 こ の 使 用 実 績 は 相

当数あ って、一応 好 成 絞 を あ げ て い る 。 こ

れらの詳細については拙著「セメン卜 ・ミ

ルク注入工法にあ、ける高止り防止とその手

法について」を参照せられたい 。

いずれにしても、高止りについては慎重

に考慮する必要があり、そのためには婦さ

く長 、 くいの挿入長などを正確に測定する

ことが大切で‘ ある 。

( かいと しゅ んいち 大阪市港i内向技術的主幹)

打

込

み

中

堀

リ

ン

デ

プ

レ

ボ

l

支 同 . "  

着二. . 0  

マTT凶!Ji H±f Ja?
;  ら . . オーガー '  

オーガ 突 出 部

鋸さく深さ

図 1 高止 り図

t且入 れ長 1. 5m

} のぬ合 l主、

充 以 上是 1. 5m

L 、ずれ もO.5 mの婦人 を身えると、

恨人 れ長 か らは 1. 5 - 0. 5= l m

充 境 長 から は 1. 5 - 0.5 = l m 

で汗容1也は 1 m とな る。

図 2 高止り 許容値

6 9 X12 Xl 00 

9ヶ

42世t-5

全重量60kg

図 3 S  K式高止り 測定器
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建 築 設 計 監 理

一 級 建 築士 事 務 所

鳴 瀬 建 築 設 計 事 務 所

所 長 鳴 j頼 敏 左佳

姫 路 市今宿 字 五反 長 15 2 2 - 1 5 6 姫 塗 ピル 3 F  

T E L  0 79 2 - 9 6 - 2 0 9 1  

特 定 建 設 業

⑨ 株式舎社柄谷工務右

本 社 尼崎 市玄 番 南之 町 4 番地 T E L 4 1 1 - 1 4 5 l{ ¥:

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・高 砂 ・豊 田

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

建 築 設 計 監 理 ⑨ 土 木 設 計 測量

顎 宮 本 工 務 設 計 事 務 所

事 務 所 : 宝 塚市 野 上 1 丁目 2 - 3 4  (宮 本 ピ ル)

T  E  L  (0 7 9 7)  7  1 一 0 4 3 1 - 5 (代)

ｉｚｉｾ＠
tEヨE ヨ1

¥司防/

株式会社 固E ttI _ L 君量 1晶

‘'・・‘. ・... ーー唱・ ・ーーーーー- .#司. . _  
・本社 兵 Ｑ 蟻県城崎 Ｑｾ Ｑ 日高町持田 Ｒ Ｐ Ｕ 07964- 2- 1085 ( 代表)

・{旦均支底 兵雌県城崎 ＱｾＱ 日高町下 ｦ 回 Ｒ Ｐ Ｕ 07964- 2- 1085  ( 代必)

・神戸支庖 神戸市苛合区琴紺田T5丁日 2- 5 078- 241- 8888(代表)

・東京支庖 * 京郎港区高輪開T2丁目 20ド30桧山ピル 2 F 03- 445- 5227 

・大阪営業所 大阪市北区牛丸町56 06- 372- 457 1  

・尼 崎 営 業 所 尼 崎 市 塚rl f，l;の，iiI 391- 1 06- 421- 5173 (代長)

・笠 間 営 業 所 盛 岡 市三坂町220の1 07962- 3- 1533' 

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川U川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川111川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111

“  株式会社黒田建築設計事務所

代 表 取 締 役 黒 田 公 三

干 650 神 戸 市 生 田 区 山 本 通 1 丁目 35番 地 点 洋ノ、イツ

屯 諸 事t 戸 ( 078) 241 - 4  3  1  1  ( 1¥)  

甲 南 建 設工 業 株 式 会 社

ム 代 表 取締 役 原 精

尼 崎 市 南武 庫 之 荘 2 丁目 7 '1s: 2 3号

T  E  L  ( 0 6 )  4  3  7  - 9  6  3  1  (代)

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川山t副11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11 l  

38 



兵 庫 県 特 集 ( 兵 庫 の 風 土 と 建 築 ・ 建 築 界 ) 賛 助 ・ 兵 庫 県 下 業 者 有 志

11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川l川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川|川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川|川川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川11川11川11川l川川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川l川山l山11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

綜 合 建 設 業

株式会社 粂 井 工 務 庖

代 表 取 締 役 粂 井 弥 平

豊 岡市山王町11番 3 号 T  E  L  (07962)  3  - 0555(の

。
株 式 会 社 森 組

兵 庫 県 加 古川 市 加 古 川 町 粟 津469- 1 ( Y  K ピル)

T  E  L  (0794) 22- 0181 ( 大代 ) 24- 1311 (代 ) T 6 7 5

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川i副11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川l川l  

総 合 建 設 業

株 式 会 社 原
戸 組

本 社 加 古 川 市 加 古 川 町 粟津 471番 地 T E L (0794)  23- 5551 

神 戸 支 庖 神 戸 市 生 回 区 海 岸 通1丁目5番 地 T E L (078)  391- 3771 

。 株 式 会 社 戎 工 務 庖

取 締 役 社 長 戎 良 男

本 社 神 戸 市 灘 区 岩 屋 中 町 1 丁目 2 番 9 号

i"t i ，活字l' 戸 (078)( 881) 0 7 0 1  - 6帯

設 計 古11 神 戸 市 灘 区 山 田 IHJ 3 丁目 1 ー 1 5  

六 甲 ア ト リ エ ハ ウ ス

芯 話 神 戸 ( 078) ( 821 )  6  4  2  7 番

l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川l川1川l川川11川11川l川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川l川川11川11川l川川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川11川11川l川川11川1111川11川l川山l山l川川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11 l  

建築物の内外装吹付材・塗料・製造発売元

⑬明石汗化学工業株式会社

本 社 明 石 市 藤 江 中 谷 町888番 地 (078) 928- 3456(代)

営 業 所 東 京 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 兵 庫 ・高 松 ・広 島 ・福 岡

出 張 所 仙 台

総 合 建 設 業

関 西 建 設 工 業 株 式 会 社

神戸市垂水区伊川谷町有湖i 4  5  7  

T E L  (0789)  74ー 1 4  4  1  ( 代)

11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11仰11川l川l川川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川11川11川l川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川l川11山11川l川川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川|川11川1川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川|川川11川11川11川l川川11川11 i  

衛生・空気調和・設計・施行

神 工 業 株 式 会 社

神 戸 市主主合区磯辺通2- 1- 11 T E L (078) 23ト 1234代

営 業 所 大 阪 加 古 川

建 築 設 計 ・ 監 理

株式会社 高 橋 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 柴 田 啓 一

やI'} i rl-i生 l到区中山手通 2 T  13 107 大信ピ J レ

〒 650 T E L  ( 078) 331ー 7955 ( 代)
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〈都 市 に コ モ ン 空 間 を 〉

一 一 一都 市計 画 に コ モ ン 思 想 を一 一 一

最 近 、 コ モ ン ス ペ ー ス と か 、 コ モ ン グ リー ンと

い っ た 言 楽 で、 コ モ ン ( Com mon) と い う 概 念 が

使 わ れ だ し て き て い る 。一方、 建築においては、

セ ミ パ プ リ γ ク ・ス ペ ー ス と か い わ れ て 種 々 険

討 さ れ て き て い る が 、 広 場 な と・土 木 精 造 物 の 地

域 利 用 を 考 え た 場 合 、 こ の コ モ ン 概 念 はm裂 と

思 わ れ る 。 ま た 、 単 に 土 木 精 造 物 に と ど ま ら ず 、

都 市 計 画 の 分 野 に お い て 、 コ ミ ュ ニティ 育 成 の

面 か ら 、 ま た 、 地 主 義 住 民 の 創 意 工 夫 を 生 か し 市

民主体者fl市 を 実 現 す る 手 段 と し て 、 ま た 思 想 と

し て 、 コ モ ン と い う 概 念 は 非 常 に 重 要 と 忠 わ れ

る。 現 夜 の 土 木 構 造 物 や 都 市 計 画 が 、 よ り き め

の 細 か い 1也I或 に 恨 ざ し た も の と な っ て い く た め

に も 、 コ モ ン 思 想 を も う 一 度 検 討 し 、 生 か し て

い く こ と は な 殺 の あ る こ と で あ る 。 ( 縮 毛 政 は )

圃コモンとはf i i J か

コ モ ン ( Com mon) と い う の は 、 も と も と ヨ ー ロ

y パ に お い て 、 昔 、 農 民 が 採 草 、 放 牧 な ど に 共

同 利 用 し た 入 会 地 の こ と で あ る 。しかし、 14世

紀 か ら 19世 紀 ま で 続 い た 囲 い 込 み ( エ ン ク ロ ー

ジ ャ ー ) で、 大 半 は 姿 を 消 し 、 今 、 主 に 都 市 周

辺 に 残 っ て い る も の は 、 急 速 な 都 市 化 で 、 オ ー プ

ン ・ ス ペ ー ス の 重 姿 性 に 目 覚 め た 住 民 や 、 地 方

自 治 体 等 の 努 力 で 生 き 残 っ た も の で あ る 。 例 え

ば 、 ロ ン ド ン 郊 外 に あ る ウ ィ ン プ ル ド ン ・ コ モ

ン の 局 合 は 、 約 3 万 人 の 周 囲 の 住 民 か ら 、 住 宅

の 大 小 な ど に 応 じ て 年 間 14万ポンドの維持' 貨を

集 め 、 約 450 ヘ ク タ ー ル の 昔 な が ら の 原 里 子 を 所

有 し 、 管 理 し て い る 。 コ モ ン に は 公 園 と 巡 っ て

柵 は な く ど こ か ら で も 出 入 り で き 、 人 々 は 哲 ー な

が ら の 自 然 を 大 切 に 管 理 し 自 然 に 親 し ん で い る 。

こ の よ う に コ モ ン は 全 て の 人 に 開 放 さ れ て お り 、

住 民 は 身 銭 を 切 っ て 、 シ ー ザ ー の 宿 営 地 跡 や 、

二 百 年 前 の 風 車 な ど も 保 存 し て い る 。

ヨ ー ロ ッ パ に は 、 こ の よ う に 公 共 と は一 線 を 画

し て 、 自 分 た ち で 共 同 所 有 し 、 自 然 を 育 て 文 化

遺 産 を 守 る 、 共 同 土 地 利 用 に よ る 個 人 の 利 益 の

享 受 の 伝 統 が 生 き づ い て い る 。 こ れ も イ ギ リ ス

の例であるが、 1895年 に 創 設 さ れ た ナ ショナル ー

ト ラ ス ト と い う 国 民 的 組織 が あ る 。 美 し い 自 然

や 歴 史 的 環 境 が 、 見 境 い の な い 開 発 で こ わ さ れ

る の を 心 配 し 、 市 民 の 自 発 的 な 寄 付 金 で 、 こ れ ら

を 守 る こ と を 決 め て 発 足 し た も の で あ る 。呪在、

会 員 は 48万 人 、 東 京 都 の 総 面 積 の 3 分 の 2 1立の

土 地 を 所 有 し 、 美 し い 海 岸 線 の 自 然 や 庭 史 的 建

造 物 や 庭 園 と い った ものを保存し、 一 般 に 公 開

している 。 更 に 、 「 ネ プ チ ュ ー ン 計 画 J と 名 打 っ

て 、 現 在 も 美 し い 海 岸 線 の 保 存 に 募 金 活 動 を 続

け て い る 。

一 方 、 こ の よ う な 伝統 を 踏 ま え て と も い え る が 、

ア メ リ カ を 始 め と し て 、 宅 地 開 発 の 一 つ の 手 法

と し て 、 コ モ ン グ リ ー ン ( コ モ ン ガ ー デ ン 、 コ モ

ン ス ペ ー ス と も い う ) と い う も の が あ る 。 コ モ

ン グ リ ー ン と い う の は 、 形 態 的 に は 、 あ る 戸 数

の 住 宅 を 供 給 す る 場 合 、 そ の 各 戸 か ら 土 地 を 出

し 合 い 、 共 同 所 有 し 、 共 同利 用 す る ス ペ ー ス の

ことてもある 。 ア メ リ カ の ク ロ フ ト ン ( Cr ok on )

という 3，000戸 の 住 宅地 で は 、 中 央 に ゴ ル フ 場 を

共 同 所 有 し て お り 、 750戸 の パ ー ク ウ γ ド( Par k

W ood ) の 住 宅 地 で は 、 池 や 草地 を 共 同 所 有 し て

いる 。あるいは、イタリアの3，000戸 の カ ザ ー ル ・

パ ロ ッ コ ( Cas al P al occo、「公園の中の家」とい

う 意 味 ) と い う 住 宅 地 で は 、 プ ー ル や テ ニ ス コ

ー ト な ど カ ヘ コ モ ン グ リ ー ン と な っ て い る 。 こ

の よ う な コ モ ン グ リ ー ン は 、 各 個 人 で は 卜 分 渦

さ れ な い レ ク リ ェ ー シ ョ ン 施 設 の 確f呆 や 、 総 の

保 存 を め ざ し 、 更 に 、 そ の 住 宅 地 で の コ ミュニ

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

テ ィ 育 成 の 一 つ の 手 段

と し て 成 立 し た も の で

あ る 。 ま た 、 近 年 に お も

け る 自 動 車 交 通 の 危 害

( 排気ガス、騒音、交通

事 故 な ど ) に 対 す る 安

全 な 住 宅地 形成、9 ! に

道 路 率 の 低 下 に よ る 宅

地 の 効 率 的 利 用 を め ざ

地 l摘発手法と なっている。

コモ ン グ リーンJ

が や る と い う の で は な ニ ュ ー ヨ ー ク に あ る 住 宅地の

く 、 そ れ ぞ れ のI也I或 にコモン。( 郎市環土阜のi貸出)

お い て 各 個 人 が あ ・ 金 を 出 し 合 い 、 共 同 利 用 の 土

I也』ゃr也3量を J寺ち、 f! E. 月: し て い く こ と と い え る 。

特 に こ の 中 で 、 コ モ ン が 地 域 住 民 の 自 発 的 な 組

織 や 活 動 と 結 び っ く と こ ろ に 、 現 代 的 意 殺 が 大

きし、と辺、われる 。

- 日 本 に お け る コ モ ン

日 本 に お い て も 、 い わ ゆ る コ モ ンと 同 等 の も の

と し て 、 入 会 上 也 、 入 会 継 が 存 在 し た 。 入 会 権 と

い う の は 、 日 本 の 古 来 の 地 方 償 習 と し て 発 達 し

た も の で ヘ 村 落 の 住 民 が一 定 の 山 林 、 原 野 、 池

沼などを共同して使用し 、収益し Ｑ ｾ 事る将軍利のこ

と で あ り 、 村 務 に お い て は 、 現 在 も 生 き 続 け て

ω る。

一 方、町においても、- t r - は、道路が町の組織上

の婆であり、榊目立f - l の共有のものであった 。 木

戸によって道 路をｉｬ ｾｬ 閉し、町の防衡をはか った

と い う こ と も あ る が 、 そ の 中 で 子 供 た ち は 遊 ひ ¥

主 婦 は 炊 事 や 洗 湘 に 弁戸 端 会 織 の 場 と し て 使 う

共 同 の 庭 で あ っ た 。 京 邸 な ど で は 、 道 路 を は さ

ん で 住 民 組 織 が で き て い た こ と に よ っ て も 明 ら

か で あ る 。 こ の よ う に 道 路 が 共 有 的 で あ っ た が 、

更 に コ ミ ュ ニ テ ィ の 成 立 を 皆 殻 と し て 、 町 全 体

が共有的ｾｮＺ ｬ として主主織されていたと考えられ

る。 す な わ ち 、 「 私 の 土 地J と「私たちの土地J で

町 が と ら え ら れ て い た 。 し か し 、 町 の 空 間 に 見

ら れ る こ の 共 有 性 は 、 近 代 化 に 伴 っ て 次 の よ う に

分 解 し て い っている 。 それは、共有的な空間が「お

上の土地」と 「私の土地」の二 つ に分解されてしま

っ た 。 つ ま り 地 域 に お け る 共 同 体 と い う 一 つ の

統 合 体 が 、 よ り ?';jl立 の 国 や 地 方 公 共 団 体 と い う

公 共 機 関 と 、 低f立 の 私 的 個 人 、 法 人 へ と 分 解 し

て し ま い 、 地 域 に お け る 共 同 所 有 形 態 が 捨 て 去

ら れ て し ま っ た 。 こ の こ と が 、 現 在 日 本 の 都 市

に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 崩 様 の 原 因 で も あ り 、 結

果 だ と も い い 得 る が 、 こ の 大 公 共 と 個 人 ( 私 有 )

を つ な ぐ 中 11: 1 のものが、コモンといえるだろう 。

そ う い っ た 意 味 で 、 日 本 の 初 市 を 眺 め て 見 る と 、

徐 # に で は あ る が 、 こ の一 旦 IJi l竣 し た コ モ ン、

すなわち大公共と個人をつなぐ中間のものの苦手ー

生 え が 感 じ ら れ る 。 そ れ は 一 つ に は 、 本 来 の コ

モ ン の 怠 味 に な る が 、 地 域 の 住 民 が 少 しず つ お

金 を 出 し 合 っ て 土地 を 所 有 し 、 共 同 利 用 す る こ

と、つまり、「私有地 の 共 同 的地 峨 利 用 J ( 私 有地

の 公 共化 ) が 行 わ れ つ つ あ る と き う こ と 。 更 に

コ モ ン の 意 味 か ら は 若 干離 れ る が 、 公 共 用地 に

お い て 、 国 や地 方 公 共 団 体 と い う 大 き な 単 位 で

はなく、近所の人が絡まって、 1也 峨 で 何 か を や っ

て い く 、 土 地 を 管 理 し て い く と い っ た 実 質 的 に

地 域 の 共 省 地 と な っ て い る も の が現 わ れ て き て

いる 。 つ ま り J 公 有 地 の 地 域 化 J ( 公 有 地 の 私 有

{ 七) とて志もいえるだろ う。

. コ モ ン 概 念 図

「地 域 で の 公 共 と 住 民 と 企 業 の 協 力 」

地域

「公有地の地 媛化 J r私有地の共 同的地域 利用 J

.  コ モ ン 思 想 の 実 例

1  ) 私 有 地 の 共 同 的 地 峨 利 用

イ 、 共 同 住 宅 の 土地 所 有

ア パ ー ト に 代 表 さ れ る 共同 住 宅 は 、 各 戸 が 土地

を 所 有 す る の で は な く 、 共 同 で 土地 を所有し、

遊 び 場 な ど に み ん な で 使 っ て い る 。 特 に マ ン シ

ョ ン な ど に 見 ら れ る 分 殺 の も の に お い て は 、 完

全 な コ モ ン と い え る 。 公 営 住 宅 な ど の 賃 貸 の も

の に お い て も 、 そ の 土地 の 使 用 は 共 同 の も の と

な り 、 共 同 管 理 が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 最 近 テ

ラ ス ハ ウ ス や タ ウ ン ハ ウ ス な ど 接 地 型 の 住 宅 地

に あ ‘ い て も 、 コ モ ン グ リ ー ン や コ モ ン ス ペ ー ス

が 次 第 に 造 ら れ て き て い る 。

口 、 商庖 街 の 広 局 、 催 し 場

く ず は モ ー J レ の 汽 車 の 広 場 や 、 神 戸 元 町 商 庖 街

の レ ン ガ 舗 装 な ど 、 商 底 街 の 各 庖 が 資 金 を 出 し

合 っ て 公 共 の 空 間1を 生 み 出 し 管 理 し て い る 。 こ

う い っ た コ モ ン 空 間 の よ り 積 極 的 な 拡 大 が 望 ま

れる 。

ハ 、 神 戸 市 丸 山 地 区 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動

丸 山 地 区 で は 、 数 年 前 よ り 地 区 に 遊 び 場 が 無 い

ことを憂慮、し、 主主 地 所 有 者 に 土 地 の 提 供 を 頼 み 、

廃 品 回 収 や 住 民 総 出 の 勤 労 奉 仕 に よ り 、 住 民 自

ら ち び っ 子 広 場 を 生 み 出 し 、 現 在 数 ケ 所 に 及 ん

でいる。更に、 地 区 に 集 ま っ て 活動 す る 場 の な

い こ と か ら 、 コ ミ ュニティ ・ポ ン ド を 発 行 し 、 地

域 住 民 が 口 い 取 っ て コ ミ ュ ニ テ ィ 会 館 の建 設 ま

で 行 っ て い る 。 こ の ち び っ 子 広 場 や コ ミ ュ ニ テ

ィ 会 館 も 、 丸山 地 区 の コ モ ンといえる。

二 、 神戸 市 紛 入 団 体 協 議 会 の 神 戸 市 催 の 引 受 け

昭 和 50年 の 12月から、 51年 の 初 め に か け て 行 わ

れ た こ の こ と は 、 長 年 に わ た る 協 嫌 会 の地 道 な

市 政 参 加 へ の 努 力 の 表 わ れ と も い え る 。 折 し も

石 油 危 機 に 端 を 発 し た 財 政 悪 化 の な か で 、 協 議

会 が 個 人 の 資 金 で も っ て 、 神 戸 市 財 政 の一 端 を

に な っ た こ と は 、 単 に 義 務 的 な 税 金 を 納 め る こ

と と は 速 い 、 神 戸 市 民 と し て の 述 体 感 に よ る も

の と 思 わ れ る 。 私 の 資 金 を 公 共 的 に 使 っ た と い

う意味 で 、 広 い : む: 昧のコモンといえるだろう。

ホ 、 生 活 協 同 組 合

前 述 の 件 を コ モ ン と す る な ら 、 i難 生 活 協 同 組 合

な ど に 見 ら れ る よ う な 組 合 も コ モ ン と い え る だ

ろう 。

へ 、 神戸 市 市 民 公 園 条 例

つ い先頃、臨I IA さ れ た こ の 条 例 は 、 丸 山 地 区 の

ち び っ 子 広 場 と 同 様 に 、 市 長 か ら 土 地 を 提 供 し

て も ら い 、 市 民 自 ら が 管 理 運 賞 し て 楽 し ん で い

た だ く と い う も の で 、 行 政 側 は そ の 援 助 を す る と

い う こ と に な っ て い る 。 つ ま り こ の 条 例 は 、 コ

モ ン 作 り の 条 例 と い え る の で は な い だ ろ う か。

更 に 、 こ の 条 例 に は 、 「 緑 と 花 の 市 民 協 定 J が

あり、市民が自主的に緑と花を育てる同志をｾ

め れ ば 、 市 が 樹 木 や 草 花 の 供 与 な ど の 助 成 を し

て く れ る 制 度 が あ る 。 さ っ そ く 六 甲 山 に 「 あ じ

さ い 協 定 」 が 結 ば れ た そ う で あ る が 、 今 後 が 楽

し み な 非 常 に 有 意 義 な 条 例 と い え る 。

ト、建築物 の コ モ ン

日 本 家屋 の 手 法 に 、 座敷 と 庭 と の n日に 鐙 か れ る

縁 側 と い う も の が あ る 。 縁 側 は 、 建 物 に も 庭 に

も 含 ま れ る も の で あ る が 、 そ の ど ち ら でもなく、

内 部 と外 部 を 結ぶ も の と し て 丞 裂 な 役 目 を し て

いる 。 こ の 縁 側 の 機 能 が コ モ ン だ と も い え る が 、

町 で 考 え て み る と 、 昔 は 、 カか、さが焦無晃〈ても各

4υ" 、

の 庇 を f云 っ て 行 け ば 家 に 帰 れ た と い わ れ る . ' と

く、主主築物の 庇 も コ モ ン と い え る 。 現 俗 、 総 合



設 計 制 度 に お い て 、 公 開 空 地 を 取 れ ば 客 積 率 の

緩 和 が さ れ て い る が 、 こ の 公 開 空 地 も 一 般 の 人

々 に f変 わ れ る コ モ ン と い え る 。 " l I ! に建物のセァ

トパ γ ク や 緑 化 、 美 し い 生 垣 や 塀 な ど も 、 一 般

の 人 身 か ら 兄 ら れ る 意 味 で は 、 コ モ ン と も い え

る。

こ の よ う に 本 来 建 築 物 は 、 弘 有 の も の で あ っ て

も 、 共 同 の 道 路 に 萌 す る も の で あ り 、 何 ら か の

公共 Ｈ ｉ Ｇ ｾ 寄与がなされるべきものと忠われる 。 そ

ういう 4ぜ 昧 で 、 日 本 の 都 市 を 眺 め て み る と 、 て

ん で パ ラ パ ラ に 訟 で ら れ た 建 築 物 の 公 共 性 、 コ

モ ン性 の 燥 さ が 残 念 で あ る 。

2  ) 公 有 地 の 地 域 化

イ、 rEJfJ.コ ン ク- ) レの花壇

神 戸 市では公園や市街ー

住 宅 地 や 道 路 な ど の 市

有 地 上 で 、 付 近 住 民 の

自 発 的 な グ ル ー プ に よ

る 花 担づ く り が 行 わ れ

て い る 。 公 有1也を より

I也械の も の と し て い く

な 味 で コ モ ン と 言 え る

砂「花担コ ンヲ - J レの花喧J

道路のグ リーンベルトと に

f l : 民によ 勺で育てら れた花

捜 ( 市民的 グラフ ε こうべ，)

口 、 学 校 公 閣

ア メ リ カ の コ ミ ュ ニ テ イ ースクールに立総を予をし

た 学 校 公 園 や 学 校 開放は、 学 校 を 単 に 学iii だ け

の も の と せ ず 、 地 減 住民 の コ ミ ュ ニ テ ィ情 動 の

綴 と し て い く も の と し て 、 公 有 地 の 地 械 化 のm

ｾなものといえる 。

.... r神戸市高貴台学綬公園 J 1河アF館. プー ル. ｦ 本ｦｉ晶Ａｻ ｾ

どをI血]Jj( に開政し ている 。

ハ 、 公 閤 管 理 会

花 峨 コ ン ク ー J レ に 見 ら れ る ご と く 、 付 近 住 民 が

自 分 た ち のl廷として、管内し殺しむことは、' 1 l :

ｾである 。 こういった住民の親切な符現によ っ

て 花 が 育 て ら れ 、 公 的 管 問 で はmら れ な い 質 の

が 脊 ち つ つ あ る 。 そ う い っ た コ モ ン の J立 織 は ど

う い う と こ ろ に あ る の か。 ま ず こ の こ と に 入 る

前 に 、 コ モ ンに 対 す る 疑 問l 点 を 検 討 し て み る 。

こ の 疑 問 点 の 第一 点は、 「コモンというのは、

コ ミ ュ ニ テ ィをT守 て る な 味 で は 重 要 だ が 、 多 く

の 人 々 と 話 し 合 った り 、 い ろ い ろ 約 束 を 決 め た

り 殺 務 が 生 じ る の で 、 や っ か い も の だ 」 と か 、

「 日 本 で は 育 た な い の で は な い か J と い う 点 で

ある 。 確 か に 日 本 人 は 公 共 心 が 弱 〈 、 公 園 を つ

ぶ し たり す る 国 も あ ると 忠 わ れ る。 しかし、君主花

徐 々 に で は あ る が、 変 わ っ て きて い る の で は な

い だ ろ うか。 そ れ は 前述 の各 組 の 例 に 兄 られ る

ご とく 、ほ ん の 一 部 で は あ る が、そ の 芽 が 育 っ て

き て い る 。 余 暇 のm大 や 戦 後 の 人 口 都 市集 中 も

一 応 の 務 ち 者 き を 兄 せ 、 製 在 人 々 は 、 自 分 の 地

域 を 中 心 と し た 環 成 1::1凶 へ と 感 心 が 高 ま って お

り 、 住 民 運 動 も 反 対J : o J ! ! f i J J から創造的運動へと質

的 転 換 が な さ れ よ うと し て い る 。 そ う い う 怠 味

で 、 社 会 的 に も コ モ ン成 立 の 基 盤 が 準 備 さ れ て

いるのではないかと J41われる 。 し か し 、 や は り コ

モ ン は 、 地 域 住 民 の (1 発 的 過!ffi l J を基盤とするも

の で あ る 以 上 、 行 政 が与 え る と い う の で は な く、

そ の 芽 を 大 切 に 育 て て い く よ う そ っ と見守り、

行 政 側 が そ の 受 けI皿 を 適 切 に 準 備 し て い く こ と

が 大 切 で あ ろ う。

更 に 第二 の 疑 問 点 と して い わ れ る こ と は 、 「本

来 行 政 が や る べ き こ と の 下 請 で は な い か J とか、

「税金の二 ' 1"( 取り で は な い か J と い う 点 で あ る 。

確 か に 行 政 と 民 1mは そ れ ぞ れ ど の よ う な 分 抱 を

す べ き か は 今 後 の 泌 組 で あ る 。 し か し 、 コ モ ン

と い う の は あ く ま で も 住 民 の 自 発 に 基 づ く も の

であり、 f主 民 主 体 に よ っ て 行 わ れ る も の で あ っ

て 、 行 政 の 下 約 と は な ら な い 。 一 方 、 行 政 も 公

共 で や れ る 沿 大 阪 の 努 力 は 怠 っ て は な ら ず 、 こ

モ ー J レ の よ う に 、 歩 道 と 市 道 の 上 と が 1 M 1 と な

る { 立 ま で 歩 道 を 広 げ 、 地 域 の 近 路 と し て い く 。

ま た 、 ヨ ー ロ γ パ 各 地 で 行 わ れ て い る 41締 め 出

し に よ る 歩 ili 化 、 緑i直化を t足進する 。 あるいは、

道 路 の 随 所 に ア J レ コ ー プ な ど を 設 け 、 道 路 に も

地 域 環 境 の 向 上 手 堅 務 を 与 え る 。

ハ 、 フ ラ ワ ー ポ ケ ッ ト プ ラ ザ を 設 け る 。

神 戸 市 民 公 国 条 例 で は 、 市 民 の 土 地 を 提 供 し て

い た だ い て 公闘 を 造 っ て い く も の で あ る が 、 逆

に 、 公 営 住 宅 用 地 と か 学 校 と か 公 閣 と い っ た 公

共 用 地 の 道 路 に 面 す る ー 函 に フ ラ ワ ー ポ ケ γ ト

プ ラ ザ を 設 け で は ど う だ ろ う か。 こ の プ ラ ザ に

は 、 花 壇 を 設 け 、 椅 子 と か テ ー プJ レを程き 、 地

域 の 住 民 組 織 に 開 放 し 、 花 を 植 え て い た だ け ば 、

本 当 に 殺 し い 町 と な る の で は な い だ ろ う か。

2  ) 私 有 地 の 公 共 化 の 促 進

イ 、 現 在 実 施 さ れ て い る 神 戸 市 市 民 公 悶 条 例 な

ど を 、 吏 に 多 く の 市町 村で 積 駆 的 に 推 進 す る 。

口 、 住 宅 地 に お い て は 、 コ モ ン グ リ ー ン を 積 極

的 に 取 り 入 れ る こ と が 重 要 で あ る 。 タウ ンハ ウ

ス な ど に 加 え 、 独 立 住 宅地 に お い て も コ ミ ュ ニ

ティ 背 成 や 緑 化 の 函 か ら も コ モ ン グ リ ー ン の 投

; 民が盟まれる 。

ハ 、 建 築 物 の 公 共 化

日 本 に お け る 建 築 物 は 、 建 築 基 織 法 な ど に よ り

統 制 さ れ て い る も の の 、 地 域 計 画 的 に 改 修 し 、

述聾築革物の公共化を図るという鋭

野 放 し と い つ た 状 態 で あ る 。 今 f後変、処理署協定や

公 ｉｉｾｉ 空地の拡大推進、更に宅地 ＱＱＱＱ 予を姉滞要項の

llii 本 ま で の 適 用 な ど 、 公 共 的 規 制iの 強 化 が 必 要

と さ れ て い る 。 また、 一 方 で は 公 共 的 に す ぐ れ

た 迎 築 物 を 表 彰 し て い く こ と も 大 弘 同らある 。

ニ 、 企 業 に よ る 公 共 的 寄 与 の 1 M 逃

i羽 庶 街 に お け る 広 場 育 成 、 事 務 所 衡 に お け る ポ

うい っ た 住 民 と 公 共 の ヰ11互 協 力 に よ っ て 都 市 を ケ ッ ト プ ラ ザ の 設 置 、 工 場 地 域 の 緑 化 、 各 企 業

住 み よ くす る も の と い え る 。 そ う い った怠味で、 の巡! 劫施設の地 減 開 放 、 更 に は あ る 地 械 で 共 に

公 共 で は で き な い よ り 質 の 高 い 利 用 が 可 能 と な 使 え る j厚 生 施 設 の 共 同 建 設 、 港 に お け る 浴 湾 企

り、 き め の 細 か な 符 叫 が な さ れ 、 う る お い 鐙 か 業 に よ る コ モ ン ス ペ ー ス の 育 成 な ど 、 各 相lの 企

な 地 域 社 会 を 築 い て い け る も の で あ る 。 業 の 協 力 と 市 の 援 助 に よ っ て 、 も っ と 多 く の コ

以 上 の ぬ 討 を 締 ま え 、 以 下 に コ モ ン の 怠 殺 を ま モ ン が 生 み 出 せ る だ ろ う 。

と め て み る 。

1  ) コミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 緩

住 宅 地 を 形 成 す る 助 合 に 、 自分 た ち の も の だ と

ｦｯｾ じる事ｩｊｩｊ或ＱＢＱＺが ＩＱ Ｚ Ｇ ，Ｇ［Ｇ［にＧＱＢＨ ' & ' であることカヘ 「ま

もりやすい住 ｾ ｬｉ ｮｊ Ｈ オスカー ー ニ ュー Ｗ ン脊 Ｉ

で 述 べ ら れ て い る が 、 こ の 傾 』 或 性 を 生 み 出 す の

が コ モ ン で あ る と い え る 。 I也I或 の 人 々 でt也』或を

共 同 使 用 し 、 I也m骨文化を n' て て い く 重 要 な 助 と

し て の コ モ ンの 怠 災 は 大 き い。

2 )  . .  ーか な 自 然 を 育 て 得 る

高 い 美 し い 公 闘 が 育 て ら れ る 。 公 共の 符 出で は 卜分 子Tて 得 な い 、 花 壇 や 小 鳥 を

ニ 、 Y可) 1 1の詩型掃 飼 っ た り 、 似 を行 て たり と い っ た 伎 の 高 い 向 然

神 戸 の 住 吉 川 な ど で は 、 年 に 何 回 か 付 近 住 民 に を 育 て 得 る 。 吏 に 住 民 の 協 力 に よ る 虫 的 拡 大 も 企医院のコモン・デリーン

よ って消予備され 、 f1.' が 放Y荒 さ れ た り し て い る 。 図 ら れ る。 きー ドの医院鮮の中央にある共用の庭。( 船市環演の漏出 )

河 川 は 公 共 の も の で あ る が 、 こ う い っ た 治 動 を 3  ) 都 市 の 景 観 形 成 上 の 意 遺 産 ホ、 観 光 地 に お け る コ モ ン の 育 成

通 じ て 地 域 の 人 身 に 親 し ま れ 、 う る お い を 与 え そ れ ぞ れ の 地 域 で の 住 民 の 合IJ な 工 夫 が 発 仰 さ れ 、 有 1耳温J止 な ど の 観 光 地 で も 、 個 々 の 旅 館 が そ れ

る も の と な って き て い る 。 山口県の浄和' J ! T ' では、 これまでの直 ｬ ー がｾ >d: /ij l 市 に 対 し て 、 各 地 械 で 特 ぞ れ 位 向 を こ ら し て い る も の の 、 全 体 と し て は

名 家 の li 刊 の 水 路 で 鯉 が 飼 わ れ て お り、地 域 の 人 色 の あ る 町 が 生 み だ せ る 。 ま た 、 そ の 土地 独 自 ま と ま り が 無 く 、 普 の 情 緒 が 次 第 に 失 わ れ つ つ

々 の シ ン ボ ル と な って い る 。 こ の よ う に 地 域 の の あ っ た か い 人 怖 が 怖 市 に 現 わ れ 、 個 々 の 建 築 あ る 。 ス イ ス な ど で は 窓 辺 に 花 を 飾 る こ と を 義

人 々 の 協 力 の も と 、 公 共 同 地 の "h'l 何} や作f ' Mを i並 物 も 地 域 へ 貢 献 し て い く き っ か け と な っていく 。 務 づ け た り 、 ホ テ ル の 色 の 制 限 ま で し て 風 光 の

じて 、 よ り 鐙 か な 自 然 を 育 て 、 公 有 地 を 地 域 住 4  ) 公 共 事 業 の 地 域 的 チ ェ ック を 行 う 維 持 育 成 に 努 力 し て い る 。 日 本 で も も っ と お 互

以 の も の に し て い く こ と が 成 さ れ て い る 。 道路や埋立て ｾ ｉｾ 業にＧｮＧＮられるごとく、これまで い が 協 力 し て い け な い も の で あ ろ う か 。

一一＿ーｾー 幅 』 主盟 国Wτ の 公 共工1I 量産は 必 ず し も 地I或 社 会 に 貢 献 じ て き た 3  ) 地 域 行 政 単 位 の 育 成

.... r住吉川のウリーン作戦 J r- (民会主ども ‘ :i1'h"; tの川

として縦 しまれている住吉川のクリー ン作戦に参加l して

いる 。( 市民のグ ラフε こうべ き)

- コ モ ン の 意 義

以 上 兄 て き た ご と く 、 現 在 で も 童 文 多 く の コ モ ン

と は い え ず 、 そ う い う 必 : 味 か ら も 公 共 用 地 の 地

域 化 を 通 じ て 、 I也峨I HI i : による公共性のチ ェッ

ク を 行 う こ と がで きる 。 更 に 地 域 で 未 利 用 な 公

共 用 地 の 積 騒 がJ な干IJIII が 行 え る 。

- 更 に 積 極 的 な コ モ ン の 育 成 を

以 上 検 討 し て き た コ モ ンをT守 て て い く に は 、 ど の

よ う な こ と が で き る か 、 以 下 簡 単 に ま と め て み る 。

1  ) 公 有 地 の 地 滅 化 の 促 進

イ 、 学 校 公 闘 や 公 閲 符 開 会 な ど を 育 成 し 、 公 有

地 を 更 に 地 域 でf史 い や す い も の と し て い く 。 ま

た、 地 域 か ら の 要 望 に 答 え て 、 公 有 地 を 地 』 或 に

l別 放 し て い く 。

口 、 道 路 の 地 域 化 を 進 め る

幹 線 道 路 に お い て も 、 パ リ の シ ャ ン ゼ リ ゼ 通 り

や モ ス ク ワ の カ リ ー ニ ン illi り 、 更 に ニ コ レ ァ 卜

以 上 述べ た 各 績 の 試 み を 行 って い く と 同 時 に 、

行 政 も 区 の 行 政 機 能 を 高 め て い く と い っ た 地 域

行 政 単 位 の 育 成 が 望 ま れ る 。 そ し て 行 政 も 企 業

も 市 民 も 、 あ る 地 域 を 良 く し て い く た め に 知 J M

と お 金 と 労 力 を 出 し 合 い 、 よ り 豊 か な 社 会 を め

ざ し て い く こ と が 大 切 で あ る 。 特 に 行 政 に お い

て は 市 民 の 自 発 性 を 尊 重 し 、 各 栂 の 要E置に答え

て い く 努 力 が 大 切 と 思 わ れ る 。

参 考 文 献

川大谷常夫 r l i tS市空間 とコミュニテ イ」

東京電力「地域開発ニュース J 1971. S( 筑 49，幻)

(2 )明和夫「公共性について J

曳l霊祭とまちづくりIJ 1976. 8(新建察署Z技 術 者 轟 閉 柚 湖 低 第 16骨)

Ｑ ＳｾＱ 日新聞「ある自 ｾｊｲ 今日の ｲｊｉ 阻 ｊ ＱＹＷＶ

14矧JI 日新聞 木原啓吉 ｲＳ 人からの出発正突しい海 ｲｾ 線 ｊ

シ リーズ ｲｾ 理史的 環凌ｊｎｯＮ ＱＶ No. 17 

(sn:t;宅 ジ" ーナル編 「タウ ンハ ウス に取り組む企業J

r f l:宅1員盟、明 と晴、緊急符集タウ ンハウス J 1976 . 9



日本建築協会

月間の動き

昭 和 51年 12月 分

事 委業 貝

ム一

A

酒蔵見学会打合せ

1 日 3 時 - 5 時 於西宮 ・大関酒造刷本社

出席者 竹中工務底 、滝筆作業所長及市川幹

事ほか 1 名

大関酒造闘の見学 現地打合せならびに見学 依 頼

広報小委員会 P R分科会

1 日 6 時半 - 8 時 15分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 原 見 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)第34回展示写真「大阪駅前第 2 ピル」

の写真展示について

(2)第35回以降の写真展示について

建築と音楽報告会

2 日 6 時- 9 11寺 於 ネ ス ト

出席者 中島特別委員、森下副委員長ほか 13名

当日の出席者数の報告と収録テープを聞きなが

ら反省会を行 った。

広報小委員会 P R分科会

10日 6 時半 - 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 原 見 幹 事 ほ か 3 名

議事 (1)  r大阪駅前第 2 ピル」写真展示レイア

ウトその他について

(2)第35回以降の写真展示について

樹の話 (みどり ) 打合会

16日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森 下 副 委 員 長 ほ か 3 名

殺 事 Ｈ Ｑ Ｉ 出版図 ￟ｾ の技術選舎の内「建築と植栽」

の執筆についての検討

(2樹の話シリーズのテーマの調撃

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

鉱大企画分科会

7 日 12時半 - 2 時 於会館集会主

出 席 者 井 上 ・其 塚 正 副 委 員 長 酒 井 、 岡 本

各幹事ほか 5 名

議 事 (1)  r建築データシート縮刷版」発行計画案

について

(2)そのほか

委員会

10日 5 時半 - 6 時 半 於 志 可

出席 者 弁 上 ・其塚正副委員長ほか 8 名

議事 ( l ) No. 58号 (52年 5 月発行) の予定シートにつ

いて

(2肱大企画分科会の報告

(3)そのほか

議事終了後同所において忘年懇親会を開催した。
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8 日 4 1時半 - 7 時 於 会 館 集 会 室 |  ・会員名簿の一部訂正について

出席者 中村委員長ほか 6 名

議 事 (1) 12月号= 設備からみた建築の問題点特 |  昨年末発行いたしました日本建築協会会員名

集報告 |  簿に一部記載洩れ、及び誤りがありましたので、

(2)  1 月号= デザインの動向 部分と全体 |  ここにお詫び芳h 訂正いたします。

特集報告および謹賀新年広告 ・作品新建 I ( ¥d) 記載洩れ、 P 8 名誉正会員の欄

築 P R 報 告 |  青木茂雄、弁上平IJ 男、小津利一、笠井正一、

(3) 2 月号= 兵庫県特集ー兵庫の風土と建 |  黒明澄夫、牧野忠、守谷茂、吉田光太郎、

築 - 建築界特集報告 |  渡辺幸蔵

(4) 3 月号= ニュータウンの管理特集報告 I (¥d)訂正

および祝日本建築協会60周年「建築と社

会J 660号発行記念資助広告 ・四つの建築

事務所作品関連特別広告の件

(51収支目標の件

(6)4 月以降の企画

出 版 委 員

.6. .  

-z;; 

委員打合会

15日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か l 名

近畿工高速盟から赤谷吉信氏ほか5名

議 事 技術選舎テ ーマについて

| 法 規 委 員 会 |

20日 3 1時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か 16名

殺 事 (1府下市町村開発指導要綱一覧表の説明

(2) 5 月号法令特集の件

(3lli 在認申請業務のフローチャート

見

品 同

・ナ

.6. .  

-z;; 

南海、総波駅建設工事の見学会

7 日 2 時 - 4 時

参加者 39名

監 理 南海電気鉄道株式会社

株式会社日建設計

設 計 株式会社竹中工務庖一級建築事務所

施 工 株式会社竹中工務庖 ・株式会社大林組

共同企業体

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会 |

14日 21侍- 4 時 於 日 本 建 築 士 会 連 合 会

出席者 山恨正次郎委員ほか

議 事 (1縫築設計院理業務法傑) 要綱について

(2縫築設備技術者の資格問題について

建 築 ク ラ フ |

役員会

9 日 正午 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本代表、八十島運営委員長ほか 4 名

議事 (1 ) 2 月以降の講師について

(2)忘年怒親会について

忘年懇親会

14日 6 時 - 7 時半 於大阪グランドホテル

出席者 110名

会員有志より多大の資J l j j を受けまた寄贈i景品も

多数に上り盛会を極めた。

I  12 月 の 入 会 者( 仰) I  

〔個人会員 6 名〕

大 前 惇 司 奥 村 勇 望夜間歪公

古賀 哲 竹 林 美m 山 口 繁 雄

2呉 正

p  9 1梶本秀夫 健本秀尾

P  18 1赤谷吉信、勤務先

大阪市立工芸高等学| 大阪市立都島工業高

校 教 諭 623- 0485 等学校教諭92ト0231

P  22 1 井 上 実 現 住 所

631 奈良市二名目I械 1631 奈良市二名目T城

ケ丘1- 193- 9 1  ケ丘 1193- 9

P  42  1 太 田 英 緩 現 住 所

639- 02 奈良県北道 1639- 02 奈良県北誌

誠君11香芝町大字関| 械郡香芝町関屋北

屋 148- 130 I  3ート32

P  54 1 木 村 恒 三 勤 務 先

t末雄主高組本底建築部| 泉エ ンジニヤリンク

営繕主任 |鱗)工事管理部

531- 6431 ・内105 1  532- 3388 

P  59 1繰 回 議 黒田 m 

P  63 1 児島幸造 児玉幸造

P  71 1  ; 芝 山 昭 現 住 所

560 鐙中市刀般山 1560 盤中市刀恨山

6- 7- 60 I  6- 7- 50 

P  109 1花岡芳Bg 現住所

390- 02 松本市大字 1390- 02 松本市大字

里山池1438 1  里山辺1438

P  115  1 成嬬通夫 出身校

早 大 |早大専

P  118 1藤 内 久 登 勤 務 先

藤田建築事務所 |藤内建築事務所

事屋古名
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P  150 1和 田 得 也
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P  157 1近畿電気工事株)

広島支社

取締役支庖長 | 広島支社長

川崎軍一 |竹村通世

長庖支
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役
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P  170 1マツダ工業側電話

231- 2597 .  2869 I  075- 231- 2597 ・2869

P  171  1三弁連設株)

常務取締役支庖長 | 常務取締役支庖長

竹内ｾ久 |滝 口 開

P  263 1河内義就設計事務所

郵便番号 530 1  730 



奥山式・熱工法・冷工法総合防水層

内 装 不 燃 材

広 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生 IJI 区北長狭通 4 - 1  ( 共和ピル)

支 庖

fE話 神 戸 ( 331) 0 8 8 1 - 3  

大阪市北区制i笠町50{ 盆ビル 5 階 502
J

;子宅)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市 f ｩｾ 介区八幡通 Ｑ - 5  (' ，l!:話221 2923)  倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工までの一貫した作業システムにより、漏水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 ぴがない/ 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 包 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

て い る / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 ヱ 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東京都中央区銀座8-4- 11 電路03( 571) 2703

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 団 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出狼所 大阪市都島区都島中通 ry 2-3-1  電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

血 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 Idij .f ?=R汀1- 12 日 生 ビ ル 包 ( 943 ) 6571代 表

点京 ・ 償浜 ・ Ｑ 必岡 ・ 郡山 ・ 水戸 ・ 浜絵 Ｍ 岡 ＱＱＱ な Ｍ 名古屋 ・ ＱＵ は ｬ Ｇ 大 ｩ ｬ 土 ・ 点都 ・ ＮＡＺｬＧｾ ・ 神戸 ・ 広島 Ｍ 福岡他金問主要都市

4 3  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

@2 5朝目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  ';IL話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 1 -58-59  屯話 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

支 J苫 北 海 道 ・仙 台 名 古 屋 ・広 仏 ・ 悩 間

営 業 所 由11 路 函 館 盛 岡 機 浜 ・的 岡 ・京高11 . NI 戸

給 排 水 ・衛 生

H是 冷 房 ・換 気 設 計 地工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 日 垣 町I ー 屯 ぷ 大 阪372局7151( 代 )

京郷市東山区大和大路正面J ル 五 話 京 百/1561局4944 ( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ - IE訴事) 1戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪電気暖房株式会社

本 社 大阪1 / ，丙成区江戸恥i.l - 60 干550 必ぷ (441)8231代表

支 唐 大阪 ・東京 ，; f ，古屋・f 1l J fi ・金沢広} ; ，l j • -ti ，U判

営業所 札 幌 新 潟 ，1苅山 ー高松 ー熊本

出張所 雌 問 秋 田 椴 浜 ・，'ffE llLj ， i;i 山 . fi ，';井 . ，ｾ ［Ｎｾ回 ・

京都 神戸 ・鹿児};，';・ 郎新

空 気 調 和 設 備

各種送風機・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設計施 工 設 計 製 作

?' I : . 調機器類 ・公 害防止装置

各種 プラント設備

⑩ 械式舎社のＺ，ｾＺ，

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 ( 大 代)

営 業所 東 京 ・名古屋・京都・広島・福岡 工 場 和 泉 ・ 名 古屋

テレ ックス . 本社 No，562ー 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排水 衛 生 ・ 冷暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そ の他 管 工 事 一 切 の 設 計・ 施 工

⑮ ( 1明 ? vl": 'p; 務所 )

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06 - 443 - 5041 附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ピルデング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

営 業 所 札 帆 ・仙台・千葉 ・名古屋 ・金沢 ・高松 岡山 ・福岡

出 妓 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

雲芸大阪支庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支府長 篠 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 帯地 屯話 大 阪 ( 202) 代 表 3071

本 府 東 京 日 比 谷 三臼ピル

支 病 名古屋、福岡、札幌、広仏、仙台、北陸

出 似 所 償浜、高松、静岡、 即日 l 、， 1日1山. 金沢

44 

空 気 調和 設 備ユF

衛 生 設 備 誌 計 施 工

φ 三建設備工業株ま曾社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 1 1  3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 2 ー 22 屯話 ( 667) 3431  ( 大代)

支 社 名 世 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・;償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。掠式会社

-‘ 
‘-

司，圃・. 発 空 調

東京本広 東京郎新宿区西 新 宿 新 宿 住 友 ピル 1E話 03- 344 - 1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 日 凹 町 16 需 地 屯 話 06- 363- 1371

支 1汚 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 μ 町 11 ー 2 '，!L，;，fi052- 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町J Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲ 号Ｇ， ｉｌｾ ￍ￭ ＰＸＲＲ Ｍ 47 - 4535 

福岡，/i ，/， 央区大名 2 丁目 4 番22 日r '，tL活092- 761 - 3795

ｈｾ＠ ｾ長所償浜悩 ｪｾ ・ 京ｲＮＡ Ｑ Ｇ 神 戸 ・ 松江沖縄

一 一;令 ・暖 房 、 衛生 、 機器 配管 、 設計 施 工 一 一

⑮ 業
株式

会社

ご重三

J 同 71< 所工

本 十 |

〒 5 3  1  

!.R J江主:I，IJ

T  1  0  4  

大阪 di 大i; i: 1><: ｉｾｪ 浜田 ｲ 3  TI I 14岳地

'，lL 1l I f ; 大阪 (372) 2  8  5  1  (代m

点以郎中央1><: 八丁 I}.I. 4 丁 11 11 帯 7 ひ

( 何11'千 ビル)

む，，，fi *  I;I (551) 8 0 4 1  ( 代表 )

μ l [ l( '  in ，I，!'J '  'j- :  r.J 1 下，; • ，H  ￬ｉｾ＠

!:，¥ tM'  li ，' ，附松 111 ' 向 松

V

府

内

，
、l

 

d

 

著書新日本空調株式会社

大阪支出大阪市北区立ｽ［，ｾ 浜 j泊 1 - 2  5  ( :I' I[ 大ピル )

'，!L，;，fi  (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・米京支町 東京 ml 中央区日本防本川町J 4- 2( 三井第二日IJfi 'ii)

'，!L.i，f; (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

4片 山 民 ・九州広) ; ，' ，札帆 ・* iJrt 村 ・北| 権 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l ー 14 T  E  L  06 - 4 4  1  - 5  I  7  I  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 否 膏2管 機 織 気 量 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセンタービル2陪)

銅11必番号542 ｾ｛ｾ古大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代 UI 区九段南 2 丁目 2番 5号( 九段ピル 81; 皆)

到11版部; 号'102 屯高i ￯ｬｾＩ［｜ Ｈ ＰＳ Ｉ＠ 262- 3  2  4  1- 4帯
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酎

斗

社 東京支庖 東京都税宿区西明宿トト1 世03・344-1851 ( 大代} 大阪支庖 昔前 -203-3721 (大

代} 名 古 屋 宝 庫 世田 2-21 ト 1535( 代} 九 州 宝 庫 ft03Z一日1-2147 営損健所 札 幌 ー仙古・惜，兵広

島神戸 出 張 所 新島金R 大宮・師岡・盟国 ・京都岡山松山間本ー鹿児島沖縄・ハノコ ク

温- 湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 田 町 3 0  屯 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピノレ)

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 l古 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

f包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

一 般 空 調 設 備 ・ 恒i且 恒 i皐設 備 ・冷凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

， ー 、 ー 帯 す る 衛 生 、 電 気 等一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍玉究室将
司支持戸 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本社 大阪市大淀ｾ中山本泌 Ｑ 丁目 Ｒ 番地ホ ーコクビ ル

〒 531 電 話 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 袋 )

支 l吉 見:r Jjt 1m中 央 区 日 本 防 本 町 3 の 1 共 1.'/ ビル

干 103 ¥I i : 訴東京 ( 03 )242- 5521 ( 代表)

営 業 所 制 岡 名 古 L1i. .  J.i..: ';h 札 帆 仙 台

空気調和・ 衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計 ・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 愉 町 3 4 - 2 電 話 06 - 313- 1846

丈孟 - K12nJ 大阪市北区木幡町 3 4 ー 2 電 話 06- 313ー1846

Z  23f 1251 枚方市甲斐団東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

設 備 郡 大 阪 市 北 区 木 愉 町 3 4 - 2 ｾＱｩ話 ＰＶ Ｍ Ｓ Ｑ Ｓ ー Ｑ ＸＴ Ｖ

f t m寝泊佐野枚方市町! 斐回東町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128

1I }l ・冷};I;. . 空 気 品よi，'U'，)立前j 終 装 tift

回高

設 計 施

6!!! 
妻拘

品主4

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く m堕型里コ 空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備ー又

東 洋 煎 工 業 織 式 会 担 大 阪 受 信

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T E し( 433) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 稲 岡

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お諮西原衛生工業所大阪庖

阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

⑨日本管工業株式会社

本ヰ土及京都支庖 京都市南区西九条ｾ回町 Ｒ 0 番 地 の 1

i:1L話ー(681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 支 J吉 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

';:ll 話 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 唐 山 田 市 市 浜 田 西 末 広 町 ' ;Il 言舌③7431- 3  

滋 賀 営 換 所 大 津 市 打 出 浜 13ー 15 ｾｉｌ 話 ＰＷ Ｗ Ｕ ⑫ Ｙ 7  3  8  

津 営換所 津市栄町 Ｒ Ｍ Ｑ Ｑ Ｑ ｾ Ｈｬ話 ＰＵＹＲ ⑫ Ｓ 6  1  0  

@ 這 暖 房 限

ー・F電'ー.....

③同掛ミ重層部

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 司 ｆ 司 ＺｾＺｈ 唱 ＺＱ

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸掘通 2 の 2 T E L (441 )(的1994 ・( 443)附0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱学工業織ま舎紅

本 底 大 阪 市 南 区 il lfi ｉｾ＠ 11fT 2  - 5  0  ｾｉｌ 話 ＲＶＱ Ｍ 2436附

東京支l吉 東京都大問区内馬込 1 - 2 - 1 ｾｇＺ話 ＷＷＳ Ｍ Ｑ ＲＳｈ 内

営業所 銀 ｬ 宅 ・ 浜松 ・ 京都 ・神 戸 ・ 制 ｉＮ ｩｾ

空気調和設備 ・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計・ 施工

⑫ 山 田 工 業 株 式 会 社

卒杜且菅工事事軍部大阪市西区京町堀 1 - 6  - 8 電話侃(443)8161(大代表)

環境韮置 ili 章部大阪市桂川区 三} 主催南 1 - 1  - 35 電話 06(308)1491(代表)

東 京 支 宿東京都港区北青山3- 6- 18(共同ビル青山) 電話 03(4的)8905 ・8973

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 量 2 - 16 - 13(京極ピル) 電話 052(202)OO77(代表)

出 張 所 神 戸 福 岡 怯 山

45 



⑤ 

Eヨ 皇軍署員 必= = - .L&I・ ---..b.. 

l窃 亀 支L 保 氏

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 1:，ゐ 3 - 3  iQJ 日 ピ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 妥 水 田T 3 - 3 4 - 6

T E し 大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

点 郡 山 布 京 区 内 点 甑 お 野 町 2 1  

T  E  L  ，;.;r. 11 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( れこ )

市 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T E  L  1;.¥岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

旺l吹

本

本ヰ土営難所

英

大 阪甫 北区 高 垣図丁目 東 阪 急 ピ J レ T E L 0 6- 31 3- 1  101 

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原

mi  

フK
取締役社長

京 都 営 難 所

ii.¥ ｾｪ＠槽 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高麗橋五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・;!L ノ 内 名 古 屋 ・福 岡

営 業 所 ・出 張 所 全 国 主 要 都 市 20ヶ 所

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 *n :笠 町 5 0  Ut ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 抗日中央区日本統制崎町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ キ11 校 以 ・ 堺 . f;，¥ 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ士

盾

本

支

出 張 所

設計・施工

喝 '

株 式

電 気 工 事

工

会

一

一

一

間

式

i

均

株

一

札

一
一

機

嘉

1

電

脳

令

問

暖

{

玉

川刷

気電

S注 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 di 城 東 医 成 育 三 丁 11 1i 需 卜 じ 刀

<' (I，li ; k . 阪 (931) 代 ， & 7 3 4 1 - 5

大阪市城京区 li Jt ff 三 下11 トヒ得一号 ;'(I Ui 大 阪 (932)2869

奈良県御所市御国通360 ;'(I，]f，御所 (2) 0122 

枚方市山之J 丙町 l の l 屯，]f. 枚方 (43)8659付4)9232

神戸市: u : 合灰計来通六 Ji 1，' 、信五号 t在.f! i神戸 (241)5969

ム一

A

と
一
刈

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

社

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

ｾｉｌ 話 Ｈ Ｓ ＶＴ Ｉ 1  4  7  1  (代 )

東 京都港区新統 2 - 1  6  ( ニュー新僑ビル 7 階)

f包 括 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 械 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

ｾｉｉ 話 Ｈ ＹＹ Ｑ Ｉ 5  1  3  1  (代 )

堺 ・ 千 楽 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

ネ土

庖

本

支

庖支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中(1 '1¥町 1 丁 目 1 1  0 得 J 也

'，1I j li 大 阪 ( 472 ) 代 或 1 1 0 1 - 7

.!lミ 京 都品 川 区 西 J j _ 反旺16 丁目 25待 11号 ( n'/;}:.' j ピノレ )

氾訴; : ，f ; *  );(  ( 491) 1746 ( 492) 0182 .  0350 

北 九 州 市 小 介 区 童 書 物 r . rli 田T 2  3 得 地

'，tL ［ ｾ ｬｩ 小 ｦｲ ( 56)  5  6  6  5 ・5 8  1  8  

1品 ー 下 1忠 利l 歌 山 : Y - I ，1
1  

b{  

電 気 工 事 設 計 施 工

ll: 

-

2

 
1

 

牛;

.  
〉ι

ネ土
A

Q

E

 

事 株 式

自日四林

エ

以純{ 支社長

藤エ太 陽

大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06) 452- 1  1  5  1 (代)

キ土本

ＧＺＺｾ・ＱＧＺ［所

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T E L ( 06 )  462- 1  3  0  1 ( 代)

';II ヵ工 'J'.- 本苦11

J洋ｾｈ 世 ｊ バ斤

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

高千縫亀締結式会結
間

v 中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取締役社 長

社本

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I 1  7  I 大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

ネ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5

fE 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 ・名 古 昼 間 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 断 装 工 事 ・量全骨十 宛 ヱ

t yト園気工レシニアリレク跡式Q Mt&込社
A

Q

2

 

、昼ェ

1旦

大阪市北区西堀川町15 T E L 06- 364- 3056(代 )

東京 ・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札眺・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京都 ・高 砂 ・三原 ・徳山・松山 ・新居浜 ・福岡・れl' 縄

刀t本山
取締役社長

本 社

支 応

事 業 所

6 番 地

8  8  8  1  

ι
L
 

A

d

-

本

支 J苫

営 業 所
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 認 '11 淳 窯 零 歳 怠

姫路嘗割健所 縦 路 市 北 条 口 1 2  6 番 I也( 住 友 生 命 保 険 ビ J レ7 F )  

連設省a定の防火材料

ソリジットスタイン 基材向等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材伺等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯訴 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル ・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大阪市都 島区都 島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大阪 ( 922) 代 表4421 - 3  

⑩ 

Standard 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

ト77・ヒr ム宅

ベン手/...-9-- ミ〉京ーjレ

織 式 会 祉

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一 ノー0

電話 大阪 (358) 4  0  3  1  

Board &'Slate 

フ タ ノ て 需 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支l吉

大阪市東区布施続 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 (202) 4905

)  I性能はBL認定ガ保証/

そのよに画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコつが

加えまし定。

ヨド物置問問

ヨドてすり8L

ヨｾＺＺｊＮニザト

“天11. - 6

目

Wi L OO F  . 本社 大阪市東区南森町 4 丁目謁番地 干541 f t (国 ) 245ー IIII

ｾＮＮＮＮ＠ 東京支社 東京都中央区入丁堀 4 T 目 港 地l号[ 引川市ピル) 干山 宮 ( 03) 551ー 1171

L ヨ函4 恥 ・ 世 損 保 所 札 幌(211)4777盛 岡 ( 38) 8111 仙台 ( 25) 7891 -新局{ 沼 ) 3784 ・千草 (4羽 田 お

E・m 且訟錨圃 東京( 由) 1 l 71 備品( 削 ) 9123 高崎 (61 ) 1281 -静岡( 日間19・富山( 32) 28刷

名古埋 ( In) 2421 回大阪 (1'1) 1201 ・広島( 岨 ) 2431 ・高松( 34) 3611 ・緬岡( 荷1) 6035

宮 崎( 53) 3161

47 



キ
--

つ

社

--0、

: l t  

j歴柏 原

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

ｾｾマ

ｾ￰ｬ ・

3段

ｾＮ，Ｎ，＠

/ ' / Fインテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

s，ZP2・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミューj レコート・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

，J.騒

音 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757- 9  

営業所東京・高槻・明石・姫路 ・四国 ・中国

4 8  



LJ 進式

ｲ ＧＡＡＺＢｾ 伺量開自由畠 ｅ 曹 柏 田E 園 田 盟 国 盟 副 唖 幽 沼 間 喧 病 靖 国 毘 位 置 早 田 襲 畳 間 電 直 樹 園 蹄 留 置 置 園 田 巴 町 田 園 画 面 画 批 唖 開 踊 韮 輩 出 量 宿 直剖

Ｑ ＱＰＢＧ［ 拙 Ｓ ピｾｾｾＮＮ，ＮＮ司ｾ量 ｭ 圃豊田園・ー酎司四四畳間菅ｉｩＡｬｦ汚濁軍軍事置事帯型Ａｉ￳ＲＢＢ，岡田直罵盟国ｕＮｴ￟Ｎ ｚ 祖ＮＺｴＡ量盟国ｉｄｉＡ宙ｾ冒岨 ｅ 圃阻回 目

h_¥: 臨古品. 1 : - ..... 日 明 一-111=・= W/I. 副 M ・u. . ｟Ｑ￬Ｍ，ＮＶ［ｴ｟ＴＦｃｬｬￆｬｭ｡Ｚｯ［ｌ，［掴富遁彊白崎ｊＺＺＺＺＺＺＺＢ孟差盆ｾ回静岡

瞬盤劉回距Ｚ］Ｍｯ ｪ ｊｬ ］Ｑ 鼠陛轟 ｾｬＡｩ 窪彊霊ｾ顎姐軍属盟国園自

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取伺，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるティオ

パネル( イソバンド36) の表面は 0. 5%の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出しています。

( P AT. 6 件〉

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 地

京 都 港 区 新 婦4 - 2 第 29森ピル

福岡市| 専多区住吉 2 T目 16番 27雪

l百 屋 市 西 区 俵 町 2 TEl 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 醤 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 W 5 の 18

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干 105 電 信( 03) 437- 3361( 代〉

〒812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒733 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1  533( 代〉

干983 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

名 古 屋

広 島

仙 台

AM. I O目 OO- P.M. 5. oo

日曜 ・祝日は休館

|三|

タイル

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

好評発売中. グ

新 版 |建 築 工 事 検 査 の 実 際| 月刊

建 築 技 術
亀 田 泰 弘 監 修

現場に則l した試験・検貨の伐神I を鰍切 ていねいに 解脱した初同工事検査方

法 指 噂 曾 で. 校 術円 急 速 な 進 歩 に f恥 、全 舗 に わ た っ て 新 し 〈寄 与 改 め られ.

一層充策した内容のものと むっている

. J '. 巻 8 5判・ 453 J t "' 6，000 送料"' 250 ｌ ｾ ｾ Ｎ＠ r都内 送料 ￥350 

・ 下 巻 8 5判・ 534 J t  ￥7，000 ・送料 "' 250 占 ' 山 l 地方送料 ￥500 

各 種 建 築 構 造 の 計 画 ・ 股 置 十 に 役 立 つ 費 用 便 覧

| 建 築 構 造 計 算 資 料 集 |

中 川 淳 編 著 全 8 巻

日 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 編① 85判 ・188賀 川 ，500(送料 Y 200)  

固 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 術 造 編② 85判 ・212頁 円 ，∞口(送料 Y 200)  

回 鍋 構 造 編 ① 85判・ 225頁 判 ，200( 送 料 》 初 日 )

圃鍋 術 進 編② 近 刊

増 補 改 訂 版 生 活 環 境 造 り に 悟 個 の 設 計 資 料

| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 |

， 市 中 健 著 8  5 判 ￥ 1，600( 送 料 ￥ 200)

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る 為 の 技 術 資 料

|住 宅 団 地 の とt 木 設 計 |

小 ;也 正 次 著 8 5 判 ￥ 1，600( 送 料 ￥ 200)

コ ン ク リ ー ト 技 術 に 関 す る 好 適 の 実 務 書

| 実 用 コ ン ク リ ー ト 技 術 |

森 茂 二 郎 編 上 巻 8 5判 . 360頁 .，. 3 ， 200( 送 料 ￥ 200)

下 巻 8 5判 ・ 414頁 ￥ 3 ，印 O( 送 料 ￥ 250)

設 計 ・ 施 工 に 必 要 な 祭 精 工 法 の 決 定 版

|建 築 の 接 着 工 法 !

西 忠 雄 怠 修 8  5 判 ￥ 3，∞O( 送 料 ￥ 280)

建設省建築研究所監修

(  2 月 号 〕

年 間 購 読 料 ￥8，400( 送料含む)

定価￥ 700

. ジェ ッ トパイル工法と実施例・・・・ ・・田・・ ・・・ …・. . . . . . . . . . . 八尋昭夫

. 1976年 ・ 中 国 の 地 震… … … - … … … … … ………・ … 三 東 哲 夫

. 無 機 高 介 子 材料の逮築への利用… … … 一一. . . … 梶原嶋雪

. HP C工 法 に よ る 防水 工 法 ・・・ ・・・・・・・・ . .. .. .. 一・・……・・・・大平昌男

・ 材料 ・施工の話題“ 配筋" …. . . . .… … … ・ … … … 一井上 博 ほ か

. 梅造設計の考え方一. . ............ . . ……- 一. . . ・・・ ・・ ・・村山実ほか

. 環 境 建 築 の 思 想(6)厳 粛 な る 自 然・ ・… …・・ … … … 一瀬尾文章手

. 設備ユニッ トの問題点と今後の動向(6)…一 … - … … 須員 高

・構 造 計 算 デ ー タ シ ート (46) . …一 一. . … … ・檎建設計研究所

〔特集号案内〕

. 軟弱地盤と建築 - Z 2 6 f l Z 0  

. 中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 言語 lf 号80

・担体生産技術の向上をめざして 言語af そ80

. 建築と接合、 言2 7 f l 言。0

. 住宅部品システムの普及 主主 l l f l z o  

III! : : : ・司干 160 東京都新宿区北新宿 卜8- 1中島ビ j レ8F

鷹羽 n03 <363>  421 1附 振 替 口 座 東 京 日417番

[司Eヨ 開 有 限 Z畠 含 宜 ヰ全 キ

ピ ヨ 会 社 定 染 技 術

4 9  



民品＿タｾｾＺＺ 1I IJ I !J 9  Jl J 9J l  

50  

錆びない. ノ

われない. ノ

タ然えない/

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( 5. P.  M)  

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S. P. M)

j皮板 規格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋 ・軒 樋

ホ ー ン タ イ ト (防 音 壁)

換気装置 〔モニター ・ベ ンチレーター ・ムーパー・エキゾスター (強制 ))

錦 市 ｉｊｉ Ａｊ ＹｊｾｊＹｊｬ 製造椋式会祖
本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 ヱ 場

大 阪 支 庖 及 工 場

九 州 支 庖 及 工 場

名 古 屋 支 底

兵 庫 県 尼 崎市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  哲也君舌大阪 ( 488) 1081代 表

鳩 玉 県 桜 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 f 包括: : 1t 九州1( 691) 2831 代

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1 の24第 2 中 経 ピ Jレ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2181 代

現場の信頼に応える
If!//Ir 1" 1.  

告 H 口

語交口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリート型枠脱型用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非加 硫ゴムシー ト防水用

ウレタン弾性塗膜防水用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲ ｾｩ ・ｾート

7 1- 9 ; "  

' /7- 9' : -

セメン ト起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1・b

場所 打 抗モルタル混和用 ｚＧ ｩ ョ ＷＭｾι

一一 セメン卜混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ，ｾ，ｊＮ￰株式 ｾ､ 圃回ＱＺＺ ＱＮＮＮＮＮＭ 宝Ｋ
旬 、 完 ア ) 会 社 . . . . ， 司 回 唱 晶 - _ . . . . . .  

ｾて ｙ 東京都品川区二葉 Ｑ Ｍ ＱＸ Ｍ Ｘ n 東 京 (787) 1131代 表

東 北 支 底 稲 品 市 F 聖子 寺字迷原 3- 2 ft 0245 (91)  1131間

関東営業所 茨城県土浦市大田T 14 - 3  f t 0298  (23)  1131((¥j 

盛岡営業所 岩手 県・盛岡市月 ケ丘3 - 39 ft 0196(45)  133l(的

大 阪 大阪市* 成区東中本2- 17-26 ft 06 (974)  1131 



るウエルドシステム O 特殊絶縁IW水工法( 特

許ス トライ プ工法 ) 0 メルタン| 切水工法など

の技術と、完全責任施 工 ・年 | 民保証が私たち

の強力な武器。 全国 90カ所にも

およぶ く日アス 〉 ネットワークの、水もモラ

ぜ、ひご注 |三|くださし、。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ川でも、水は遠版しません。

〈卜|アス 〉は 、| 山水工ニドひとす じに 50余 年。

この小 さなスキ |ii l との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマー卜によ さぬたたかいぶ りに、

所在地 電 話

収焔 rli T  E  L  ( 15 H  2  1  1  {¥: 

れ，I，);， rli T  E  L  (211 1  H  H  5  f¥: 

1'，，1，);勺li T  E  L  991  0  1  1  1  f¥: 

名山1; "l i T  E  L  501， 1  1  0  1  f¥ 

れ，I，l;， rli T  E  L  ( i61)  6  1 品 1 f¥: 

1'，，1， W rli T  E  L  ( 111'  6  6  2  1  

1' " l，Wrl i  T E L  ( i 21  22 11 - 5  

1' "I，Wrl i  T  E  L  (57 1  55 1  1- 1  

1'，，'， I;!rli T  E  L  (:13 1)  1 5  :l 1  f¥ 

大阪 rli T E L  (69915 i 5 7 - 9  

-:1' 1  1  rli T  E  L 叩9 1433- 叩8 1182 

k 阪市 T E L  :m 0250- : l  

大阪，" T  E  L  ;;. 11 3  i 品5- 6  

大阪rI， T E L  511 1 6 0 i - !l 

大阪，1， T  F. L  :;61 ， 0  1  7  1  - 5  

時"l I rli T E L :;8:; 、2 i  H  1  f¥: 

大阪 rli T  E  L  (:;O:l () 2  1  1  f  ¥: 

k 阪 rli T  E  L  ( 158 1  H  1  1  -: l  

大阪山 T E L (351) 2 1 5 0 代

以郎 rli T  E  L  (: 1I 1  2  0  1  1  - 5  

);( m; rli T E L :;61  9  1  i  1  

NII i  rli T E L :l 11 58H-1 .  122:; 

ｾｉｉｉ＠ i  rli T  E  L  81 1  :l 5  5  1  f¥: 

1I 1:lk I11 rli T  E  L  22 3  9  2  2  

1t.1lI 1  rli T  E  L  ( 72 1  2  2  1  f¥: 

大竹山 T  E  L  ( 2  5  1  5  5  f¥ 

I.U: ，¥ rli T  E  L  83 :l 3  6  6  f¥: 

11: 1: ，¥ rli T  E  L  61  6: 17 1  - 3  

11: 1: ，¥ rli T  E  L  ( i1 1  6  H  i  

-j' :; ¥I; rI， T  E  L  ( 21  0  i  6  0  

松iCrli T E L  ( 38 ) 1 3 2 1  

ｲｾＧ＠ :j 松山 T  E  L  ( 51  6  8  1  1  f¥: 

l:1J};.'， rli T  E  L  ( :l l  1  1  6  1  f  ¥: 

ノhf; rli T  E  L  32 5  0  0  0  f¥: 

ti¥lllrli T E L  31  6 2 6 1  f¥: 

r:':j 拘1rli T  E  L  -15  1  8  0  0  f¥: 

品i ｉｾｪ＠ rli T  E  L  561 i  0  1  2  f  ¥ 

品 ｩｬｾｪ rli T  E  L  56 1  6  2  5  0  

九iI判 rli T  E  L  i ll 6  6  6  5  f¥: 

北九州 rli T E L I:17I 1. 168- 9

1<山れ'，¥ T  E  L  (  2  )  2  2  0  0  

/"t 山年 rli T  E  L  ( 51)  6  1  5  5  f¥: 

-l!f l刈rli T  E  L  3  2.1  5 5 - 9  

11げよK.'，rli T  E  L  23 9 : l9 5 - 6  

i'l' 縄県 T  E  L  09889 2  236自

会 社 名

三信建材工業株式会社

大池建エ株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田涯青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工( 株) 大阪出張所

日本線合防水( 株) 大阪支庖

フタパ興業株式会社

7 サJ レ渥青工業( 株) 大阪営業所

マルエス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

久下商庖

東洋建材株式会社

中村;f 青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

東中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

大三工業株式 会社

徳島大三工業株式会社

株式会社7 1レ7 ス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業( 株) 高知支l吉

安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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会 社 名

目本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川 l出張所

日本防水総業( 株lan路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株 ) 苫小牧出張所

日新建エ( 株 ) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京;IJ!青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本線合防水株式会社

野 口工材株式会社

湯田 工業株式会社

富士工材株式会社

藤;I J ! 青興業株式会社

フタ パ興業( 株) 東京営業所

北条涯膏工業株式会社

マサJ レ;f 青工業株式会社

大和工業株式会社

;f 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港涯青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石図建材工業( 株) 大宮支底

石田建材工業( 株 l' 宇都宮出張所

渥膏建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工換株式会社

三井工業株式会社

地 区

北海道

経

陸

北

東

{言

ｾｴ＠

東

関

- ML i mo u d l L 他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

‘ h匝圃， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8

中部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19(岐 阜正 ビ ル )

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 消 光 通 り 4 3 0 - 2  

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 惇 多 駅 前 1 2  4  1  0  

まま (882)2424大 代

合 ( 882) 2424大 代

f i  (741 ) 6257  f-l:; 

f i  (329)  7737 代

f i  (451 ) 1095 代

日新工喋 株 式 会 社 内

日新工業 内

日新工業 名 古 屋 出 演 所 内

日新エ撲 大 阪 支 底 内

日 新 ヱ撲 九 州 出 張 所 内
製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社
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体行地 t没なと' のあらゆる公共 !iUi ，t立が、 Lっとむ
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